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大震災の地盤のヒズミを逃がす

[ 免震ジョイン卜]

x.y・Z 軸方向に

均等なゆとり性能。

地盤はあうゆる方向に揺り動かされますが、コンクリ

ー卜構造物の周囲や切土盛土の境固などは、地盤が大

きくヒズミます。この時、埋設管路は強制的に変形さ

せ5 れ、継手の変形性能 ・耐力を越えると破損します。

「フレキベンダーJ はポー j レ部( 屈曲) と二重管( 伸縮)

の免震構造により、地盤のヒズミによる大きな変位量

を眼収し、変形によるストレス( 応力) を逃がします。

基本構成にスリープ管を組み合わせることで、従来晶

では考えられなかった沈下 l OOOmm' 伸縮 l OOOmm

の変位量の限収も実現しました。水研は地震対策のな

かで大きなゆとりをもち、強い離脱防止性能を備えた

「免震型可撰伸縮管フレキベンダー」で管路の未来へ

の安全保障に大きく寄与しています。

- 沈下f i l = l O O mm 

・伸縮f i l = l O O mm (伸び7 0 mm・縮み30m m)

|坂和l'・淡路大震災の地域に採用された

約300カ1fTで、も損傷が なく、免震性 能を実証

. 沈下i i 2= 2 0 0 mm

・伸縮盃 = 2 0 0 mm (伸ひ' 150mm 締み5 0 mm)

スリーフ菅

Ｎ 沈下 ｾ］ＳＰＰｭｭ

・伸縮fi1= 3 0 0 m m (仲ひ'20 0 mm 絡み 100mm)

沈下

ｾ ポ ート アイランド内埋設部作動状況

民間マンション埋設流入部口径1 0 0 mm

の「フレキへ・ンダ J( 沈下2 0 0 mm、伸び

9 0 mmを確認)

‘ ポートアイランド内点検ピット部作動状況

民間マンション流入本管口径1 0 0 mmの

「フレキベンダーJ (沈下3 0 0 mm、伸ひ' 16 5

m m、左右のス'レ5 0 mmを確認)

性能実験

(日程1350mm.，:t下量4∞mm.

坤純量350mm)

可携伸縮管No. γ の実績。

社 大 阪 府 高 彼 市 J苫 崎 北3丁 目 27得 2号 〒 569 TEL. ( o726) 77- 3355 

東 京 支 l苫 TEL ω3) 3379- 9780 九 州 支 底 TEL. ( 092)  50 1-3631  

札 幌 営 議 所 TEL ω11 ) 642- 4082 東 北 営 究 所 TEL. ( 022) 276- 0921 

名 古 屋 営 換 所 TEL ω52) 777- 2720 広 島 営 採 所 TEL. ( 082)  262- 664 1  

九 州 工 事 部 TEL. ( 093) 244- 2585 
平 成6年木造用品倹査実績よリ ( 日本水道協会調べ)



会員の受賞

第41 回工高生デザ

インコンクール入選

者発表

設計課題 : 公園に隣後して建つ

公民館一

'95--'96年版日本建

築協会会員名簿

頒布お知らせ

'95建築関係団体

合同忘年懇親会

'96建築関係14団体

合同新年交ネし会

日 本建 築 協会

& 血

冨 固

このたび、下記会員の諸氏は、建設界に ・動一朝掲宝章

おける多年の功績によって表彰を受け 務 藤 裕氏( 新日本製鎌側代表取締役会長)

られました。 ・動二事掲宝章

ここに誌して、その栄誉をお慶び申し 石崎滋雄氏( 倒防災研究会理事長)

上げます。 凝 固 普氏( 安穏建設側代表取締役会長)

記 若 林 賓氏側日本建築総合試験所顧問)

日本建築協会主催による平成 7年度の

標記コンクールの入選者が、右記のと

おり決定いたしましたので発表しま

す。

なお、入選作品は平成 8 年 l 月号に掲

載いたします。

・応募校釦26校

・応募作品数/101点

Ｇ ＹＵｾＧＹＶ 年版会員名簿が ＱＱ 月末に出来

上がりました。この名簿は、建築界に活

躍される会員の現況( 出身校・現住所・

勤務先・所栂色〉を紹介するばかりでな

く、官公庁・学校・関係者諸国体のほか、

建築事務所、建設、樹オ、設備その他関

係業者の主要なものを業種別に収録し

ており、日常業務に大いに千丈立つもの

関西建築界の恒側寺事である忘年明見

会を、本年も建築関係団体合同で開催

することになりました。多数の建築関

係者が集い、親交を深めます。何卒こ古参

加下さいますようこ案内申し上げます。

日 時 平 成 7 年 12月 14 日同

午後 Ｖ 時 ｾＷ 時 ＳＰ 介

会 場 対 掴 迎 賓 館 ( 定員400名)

ダイヤモンドホール( ピユツ

フェ ・スタイルのパーティー)

大阪市都島区網島町9- 10

電 話 06 (356)  1111 

会 費 8，0∞円

- ご面倒ですが、会費を添え

日 時 平 成8 年 1月 4日同

午後 Ｒ 時 ＳＰ 分 ｾＳ 時 ＳＰ 分

会 場 マ イ ドーム大阪・3 階

大阪市中央区本町橋2- 55

会 費 4，000円 ( 申込者で当 日欠席さ

れても会費をいただきます)

申 込 12月 7 日までに会費を添えて

氏 名

入選・最優秀賞 諸 岡 友 王里

入 選 ・優 秀 賞 中 西 と も

入 選 ・優 秀 賞 稲 葉 茂

入 選 局 回 有 美

入 選 {主 田 辰 則

入 選 浦 健 悟

大久保友英( 代費者)

入 選 大 井 久 美 子

孤 高 岡 制 作

入 選 金 原 幸 子

入 選 高 橋 康 正

入 選 向 井 幸 子

とおもわれます。また、年賀の資料にも

こで干リ用いただけますので、何卒お買い

求め下さるようお願い致します。

なお、すでにお申し込みの方、営業案内

棚易載の各社へは、発行と同時に一部

ご送付申し上げておりますので、申し

添えます。

て申込期間中 ＨＱＱ 月 ＱＵ 日 ｾＱＲ

月 4 日) に共催団体事務局ま

でお越し下さるか、現金送金

にてお願いします。( 土曜休日 )

- 申込者には忘年明見会参加

証をお渡しします。

余興・福51 豪華景品が当たります。

お土産 参加者会員に進呈

お願い

( 1)出席者名簿を作成しますので、申込

の際に氏名・勤務先をお知らせ下さい。

(2) 申込者で12月 4 日までに欠席の画書

がない場合は会費のこ負担を願います。

(3)当日は朝日証を必ずご持参願います。

最寄り団体にお申込み下さい。

共 催 (油日本建築協会 (駄 阪 府 建

築士会 (紛日本建築学会近畿

支 部 (紛新日本建築家協会近

畿 支 部 船 大 阪 建 設 業 協 会

(初日本建築材料協会 (船大阪

建 築 士 事 務 所 協 会 紛 建 築 業

- 藍綬褒章

辻 本 豊氏( 側ツジモトユタ力設計事務所)

・賞綬褒章

井 上 弘美氏( アオケン側代表取締役会長)

鍛治 延男氏側桂建築設計事務所代表取締役)

寺本 明男氏(三重量憧工量鮒懐取碕性社長)

ふ『坦ー‘  

校 名 学 年

三重県立四日市工業高等学校 3 年

大 阪 市 立 工 芸 品 等 学 校 3 年

岡 山 県 立 水 島 工 業 品 等 学 校 3 年

大 阪 市 立 工 芸 高 等 学 校 3 年

大 阪 市 立 都 島 工 業 高 等 学 校 3 年

大 介 県 立 鶴 崎 工 業 高 等 学 校 2 年

群 馬 県 立 高 崎工 業 高 等 学 校 3 年

静岡県立静岡工業高等学校・定時制 4 年

三重県立四日市工業高等学校 3 年

三重県立四日市工業高等学校 2 年

| 体裁

B 5 判 280頁 本 文 上 質 紙

1. 定 価

3，∞0円( 消費税含む) 干310円

なお、 12月末日までにお申し込みの方

は、会員特価 として送料・消費組込みの

2，500円でお頒け致します。

共 催 (他日 本 建 築 協 会 性 拡 阪 府 建

築士会( 扮大阪建築士事務所

協会( 祉漸日本建築家協会近

畿支部

協 賛 (初日 本 建 築 学 会 近 畿 支 部 船

大阪建設業協会 (初日本建築

材 料 協 会 悩 建 築 業 協 会 関 西

支 部 制日本建築構宣技綿諸

協会関西支部 (紛日本建築積

算協会関西支部( 社漣築設備

技 術 者 協 会 近 畿 支 部 船 大 阪

電 業 協 会 船 大 阪 空 気 調 和 衛

生 工 業 協 会 制 大 阪 建 築 設 備

設計事務所協会

協 会 関 西 支 部 位)日本建築様

造技術者協 会 関 西 支 部 船日

本 建 築 積 算 協 会 関 西 支 部 拙

建築設備筏符埠計協会近畿支部

(初 大 阪 電 業 協 会 船 大 阪空気

調和衛生 工業 協 会 船 大 阪 建

築設備設計事務所協会

建 築 と 社 会 ・1995. 11



茶室見学会(第5回)

金地院の八窓席
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日 時 1995年12月9日出

13:00ー15:00

定 員 30人

* 申込者多数の場合は抽i撃

講 師 中 村 昌 生/ 京都工織大名誉事蝦

集合金地開 ｾ ｲ ，構 見 受付付近

京都市左京区南禅寺福地町86

参加賀 会員 3，0∞円、ー骨宣 4，000円

* 含、特別拝観料

申 込 11 月30日同 までに、ハガキ、

FAX、電話でお申込み下さい。

①催 し名 (茶室見学会)

②氏名

③個人・団体会員、 一般の別

任満場・学牧名

信湾効属m送先

@ 酒各先電言語号

をお知らせ願います。

* 参加証を 12月|日幽 に発送

します。

申込先紛日本建築協会事業課

大阪市北区梅田トト3- 2100

大阪駅前第3ピル21階 〒530

FAX 348-0634 TEL 348- 0633 

日 時 1996年 1月11 日同

13:00 - 16:30 

講 師 竹内 暗

三菱地所OAP計画諒十分室長

内藤晴道

OAP言十画建築J V所長

定 員 50人

* 申込者多数の場合は抽選

集 合 王 殿 也

*J R朗 九線 「桜ノ宮」駅から

徒歩約 5分

参抱日費 会員 1，000円、ー骨宣2，000円

申 込 12月25日(月)までに、ハガキ、

FAX、電話でお申込み下さい。

①催し名 ( OAP見学会)

②氏名

③個人・団体会員、→宣明IJ

@肱 場・学校名

告劇 日 世E送先

@ 輪先電話番号

をお知らせ願います。

※参力民正を 12月26日(刈に発送

します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田卜|ー3- 2100

大阪駅前第 3 ピル21階 干530

FAX 348-D日4 TEL 348・0633

金地院の八窓席 (童文)

家康の信任深〈黒衣の宰相として知ら

れた崇イ云は、南禅寺とともに自身の住

した金地院の再興に努めた。崇伝は当

時の数寄屋と鎖の問を小堀遠州に依頼

した。それは寛永 5年に完成したよう

である。これカ覗存する八窓席である。

茶室は三畳台目で書院に接続 して建て

られている。捌口の外には縁があり、

その一隅に刀潜がつくられ、縁から捌

り入る形式がとられている。 また蹴口

は隅でなく中央よりにあけられている。

これらは遠州の茶室によく見られる特

色て・あった。床と点前座とが並んて官E

置され、床の相手柱が間仕切から少し

離れて立ち、床柱が二本柱の形式を示

しているのも珍しい。壁画の窓が比較

。帥 陪 砧 " " 醐

的大き くあけられ、中柱袖壁にも下地

窓をあけるなどして、 遠州好みの雰囲

気が溢れている。既設の室を改造して

の作事であったらし し その点遠州に

とっては不自由な創作であった。次の

間六畳は鎖の問の貴重な実例であろ

う。客座側の二本拠の口から直ちに書

院に通じており、 遠州の好んだ茶事の

仕方を偲ばせる。 ( 中村昌生)

中村昌生 ( なかむ ら まきお)

1927年生まれ。

京都工芸繊維大学名手十教授。福井工業大学

教授。出品京都伝統建築技術協会理事長

茶室 ・数寄展の研究 UllJ 作、な らびに伝統建

築技術の継承に専念してお られる 。

著 書 r茶室の研究J r茶庇と姥築 J r数寄屋建

築集成 J r数寄屋邸宅m成 J r数寄屋古

典集成』 ほか多数。

作品集 r茶苑の意匠J r現代の数寄展』

OAP計画は、再開発地区計画制度の適

用を受けた、旧三菱金属側大阪製錬所

跡地を中心とした約 7 haの再開発事業

です。大川ウォ ーターフロン卜の立地

条件を生かし、リバーフ ロン卜公園と一

体に、蜘也の約50%を公関空地として

整備しています。またアメニティー(快

適| 却を基本に、超高層インテリジエ

ントオフィス、都心型ホテル( 帝国ホ

テル) 、都市型集合住宅等からなる質の

高い複合都市空間を形成し、国際都市

大阪を代表する新しい街づくりを計函

しています。 ( ' 竹内陪)

- 建築慨要

所 在 地 大阪市北区天満織1-1

建 築 主 三菱マテリアル・三菱地所

設計監理 三菱地所

胞 工 OAP建築J V/ 大林ほか25社

敷地酒税 51，511.17m'  

建築商積 18，43l. 38m' ( + 住宅 3，558. 53耐)

延床面積 258，140.28m' ( + 住宅71 ，969.61m' )

構 造 5・SRC

鋭 様オフィス練 B3・39F. Pl  

ホテルt車 B2・24F' P1

アヰックス棟 B3・5F' Pl

( 住宅練 B1・30F)

工 期 1992年 7月 - 1996年 1月

オー プ ン オ フィス 2 月 l 日{ 子定)

ホテル・7 "; 、ックス 3 月15日( 予定)



今 月の表紙

Pan  A m Bui lding 

バンナム ，ピル 建 築 と 社 会 附田…一巻伽
竣工年 1963

ZKR青|者 Walter Gropius， Pietro  

BelJ uschi &  Emery 

Roth &  Sons 

所在地 Ne wYork 

ニューヨー夕、 パーク 7 ベニ

ューの先端に位置する 59附縫

ての巨大オフィスヒツレは、グ

ランド ・セントラノレ ・ターミ

ナノレの空中権を利用して主I ! 設

された。四隅を切り落とした

プリズム型のタワーとする ζ

とて、箱型超高J r ! i ヒツパWfi の

威圧 ｊ 惑を柔和なもの ｬ こ変 λ ｴｾ 。
草加昔 ｌ 、ｾに包み込まれたこの

作品でのパンナム ・ピノレディ

ングは、 Ｔ 出持なその干下 ￦Ａ ｩｌｾＱＺ、

「世界 の Ｑｽ ｾｊ であ った ｴｊ￭ のノマン

ナムの幻 Ｉｾｊ を表現してし、る 。

( CG作成 ・解説 ' 大西川町11'/

京都工芸繊維大学1].1 1-1研 究

室)

・特集予告

12月号/ 第42回青年技術者

謹賀県土木部軍聾蝶作品

1 月号/ 阪神大震災から学ぶ

ARCHITECTURE A ND  S OCIETY 

J OUI1: NAl  QF  T HE  A I1: CHI TECTυRAl  A S S OCl ATI ON QF  J APAN 

特 集 . ライフラインと建築設備- 阪神大震災を経験して一

[ 総論]

[ 各論]

ライアラインと建築設備ー耐震対策の要点- ・木内俊明 24 

[各論]

ライフライン

上水道一反災を教訓 t した水道システムの構築 ・水谷昌弘 29 

公共下水道と排水設備一被害と復旧- ・松岡進一 31 

電力 危カ設備の被害と復旧- ・畑中利勝 33 

ガスー阪神大震災 を経験して- ・岸本行央 36 

情報通信一通信インフラと建築、 設備 ・永井正樹/ 菜林博之 39 

防災一同時多発火災に対応するために一 ・線井章三 41 

建築設備

庁舎一 防災拠点としての復旧と建築設備計@I1- ・高見和則 俗

学校一渓災の被害と復 旧対応- ・松岡進- 46 

学校一避難所としての対応- ・逸見 正 48 

病院ーやl
'
戸市立中央市民病院の被害と建築設備への工 夫 - ・井口宵嬉信 - 49

複合商業ビノレー中央監視室当直' j ，' H壬者の手記 ・林 章一 51  
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ホテル一新神戸オリエンタノレホテルの2 日間一 ・内田 昇 55 

集合住宅一公団住宅の建築設備の被害t復 旧- ・下回邦雄/ 菊地秀夫 56 

[随想] 震災の記憶

集合住宅では一被災経験からの建築設備考- ・大高一博 58 

戸建て住宅では一被災生活て試みた工夫の数々 - ・柳生研太郎一一一一一一 59

[ 資料] 防災システム

川崎市渓災対策支援システム ・荻野圭成 60 

.6--"ヒ

コ玄 t ヨ 会員の受賞.

第 41 図工高生デザインコンクール入選者発表ー設計課題. 公園に隣接して建つ公民館一.

'95- '96年版日本建築協会会員名簿頒布お知らせ.

'95建築関係団体合同忘年懇親会.

% 建築関係 14団体合同新年交礼会.

茶室見学会・金地院の八窓席.

OA P見学会.

作品作風 京 都コンサ ートホーノレ

老 人 保 健 施設 若山 荘

Gal l ery F 邸 ( 設計・ 前谷久枝) ・倉j刈奈千子

Sket ch Book 最 近 竣工 した新建築作 品 11点

w  wat chi ng 13一都 市の風 景 ・糟谷浩史

書評 、病院砂を楽 しく識U 建築か紀行 ・池田有隣

ブヘy クステーション 短 評4題 ・伊膝郁郎 ・稲木裕子

新建材紹介コーナー RSL免 反システム ・元木貞次

法令コーナー 採 光のための関 口 部 を設けることを要 しない居室 ・樫 回 攻

GB R Cニュース 全自 動 1000kN (l OOOt on) 油圧 式コンクリート圧 縮 試 験 装 置

4  

建 築 の 眼 使命感 ・内井昭蔵 最近のトイレ ・西村幸雄

「火、風水、土J について ・奥謝野久. コンビューターとテf ザイン・野村 充

角 型 鋼管 を培肉加工した柱 ・梁接合システムの開発 ・福回 章・松原洋一

高 調 波 の初 歩の初 歩 ・遠 藤 進

「オランダクレラー= ミュラー美術館所蔵ゴッホ展」、 横浜美術館で

rF . L ライトと弟子たち一日本人によるライ トの受容と実践ー』展.

r' 95 BOX  A RT  OS AK AJ 、竹中工務底+銭高組で.

四大学卒業設計展'95
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WMI  

・1書 風

言it 言十 ・

磯 崎 新 ア ト リ エ

皇主王室 ・

磯 崎 新 ア ト リ 工 、 京 都 市 住 宅 局 営 繕 部 営 繕 課 ・設 備 課

施 工 ・

清 水 ・東 急 ・要 ・岡 野J V

京都コンサートホール

京都市による世界文化自曲者11市 宣言の理念を具現化し、 1994年に迎

えた平安建都1200年 を 記 念 す る 事 業 の一環 と し て 計 画 さ れ た 京 都

初のシンフォニー専用ホールである 。

将米京者11の新しい「文化プラザ」として整備される予定の北山地区

5万m'のエリアの一角の事知也に、それぞれ大ホーノレ、エントランス

ホーノレと小ホーノレ、ホワイエを内包する直方体、円筒型、立方fや陪

子と L 、った幾何 学 的基本形が京都の者11市構造から 摘 出 された車IU線

に沿って酉汐11されている 。

建物入口からホーノレに至 る道のりは長 〈、幾重にも折り込まれてお

り、日常性を離れて音楽への期待感を高揚ーさせるような空間的シー

クエンスの組み立てが試みられている 。

定 員1，839人の大ホーノレはシューボ、ツクス型という古典的な形式を

ベースに、今世二車己に出現したヴイニヤード型の特性が重ね合わされ

ており、その舞台は 4 管編成のフノレオ ー ケストラと 100人程度の令

u昌団を収容できる大きさをもっている 。; W1i 台後方には90ストップの

ドイツ製ノぞイプオノレカ、、ンを備えている 。

エントランスホーノレ上部の小ホールは定員514入、上に向かつて聞

かれた六角形の形状をもっ、小編成のオーケストラ、室内楽のため

の空 間である 。

ホワイエは明るく開放的な空間で、西に面した府岳地物悶や遥か酋

山の述山を{ 昔呆としている 。 (ニItJ iI 裕 記/ 脚 H税庁アトリエ)

断 面 図

所 在 地 一 一 京 都 市 左 京 区 下 鴨 半 木 町 ト26

敷地面積一一一一 9，900m'

建築面積一一一一 5，380m'

延床面積一一一- 2 2 ，442m'

構造規模一一一一 R C、 一 部S 、 B2 F、 5 F

工 期一一一一平成 4 年 9 月~ 平 成 7 年 3 月

最 寄 駅 一 一 ー 地 下 鉄 ・北 山 駅

撮 影 一 一 一 古 館 克 明

エ ン ト ラ ン ス ホ ー J レ、ホワイエ外観( 夜景)

北 西 よ り 見 る

5  



大 ホ ー ル ・ホ ワ イ エ

小 ホ ー ル

4階 平 面 図 1 :  1800 

仁
い
|
、

I

l

u

¥' l  
l ' 皆平面図 1 :  18∞ 
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正 面 外 観

南 面 外 観
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J - H 

設 計 監 理 ・

ジ ャ ス

施 工 圃

飛 島 建 設 大 阪 支J苫

老 人 保 健 施 設 若 山 荘

建設地は、阪急、7 M叫 蹴Rより約 2 kmの調整区域内の丘陵地 に位澄

し、住宅公団若山台団地に側委して し、る 。建物から西側 は 近 郊 樹也

保全区域の指定を受けている 。周辺地 は竹コ|ホで北西面に小高い山を

望み、砕1 ] * 昔日に聞かれた傾斜地てや7定) 11佐越えて楠菜、男山方向の眺

望を有している 。思) . : 7] ' ( の良い耳訴は也であった。

建物用途は80床の老人保倒揃設と在宅介謎支援センターで構成さ

れており 、 その他のサー ビス機能メ ニューもこなせる施設として獲

古前している 。

東西に長い地形と南東聞の傾斜 地 のＺ侍性を生かし、日 ｦｴｈ ｉ ｾ 包望の良

い建物配置とした。品似守高さ等の与条件から地盤を 2 宅地症とし、そ

れぞれの利用条例ニに即 したバリアフリーのアプローチを設定して

いる 。

地|惜は部市随路と同じフロア ー ν ベノレにサービス諸室 を設け、 1 階

には玄関ホーノレと胞設の主要室を設け、 2 階 3 1惜を入貝II者の段階に

あわせた療養室としている。 1 階は南面をワンルーム空間とし、多

種のリハビリ機能|生とイベン 卜効果を高めるよう、多目的に利用可

能なスペースとした。

盤 i勿デザインは、周辺の自然環境になじむよう、勾配屋線付 とし、

全体に水平を強制 した開放性のあるものとした。外装色はア ー スカ

ラ ー を採用し、 竹オ ホや近隣との景おおｾ成を園｛ＱＦした 。 色司ｦＮ ｪ は内外装

共に、利用者にやさしい暖かみのある色とし、特に内装はアッ トホ

ームなイメージをi寅出するインテ リアを画eJ ，w' している 。

恵まれた力強い自然環芋克の<1"で、ともすれば閉鎖的になりがちな施

設を開放性のあるものとし、緑を一杯に含んだ風で、療養効果を高

めてくれることを期待している 。

( 黒日月館、i夫 ・西村善良11 / ジ‘ ヤス)

所 在 地 一 一 一 一 大 阪 府 三 島 郡 島 本 町 大 字 広 瀬 1121 番 地

敷 地 面 積 一 一 一 2 ，639. 39m'

建築面積一一一一一 1，049 . 17m'

延床面積一一一一一 3 ，250. 69m'

構造規模一一一一 R C、 BI F、 3 F

工 期一一一一一 ＱＹＹＴ 年 Ｙ 月 ｾＱＹＹＵ 年 Ｘ 月

最 寄 駅 一 一 一 一 阪 急 京 都 線 水 無 瀬 駅

撮 影 一 一 一 島 修一

デ イ ル ー ム ・食 堂

一 般 浴 室

/ /  

r コv
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一 非日常空間の演出一

枝久谷

+

 

ロ

m

m川
卓

計一

浴

設

剖

閉

住宅としての機能を十分に満たしたも

のて・はあった、以前のすまいにあきた

らず、プラス庄の空間がほしいという

ことで、増改築を行ったものである。

ゆるやかなカーブを描〈、たたきイ土上の

コンクリ ー 卜邑たる木をあらわしにし

た、同じく、カーブを描〈屋根。みかげ

石の床。以上の構成からなる土問空間

は、特に明確な使用用途を規定したも

のではなく、

、内部に対する半外部H

、宝hに対する静'

、日常に対する非日常砂を意識した、こ

の住宅にとっての新しい顔を演出する

ものとなっている。

.ぇrーにた 〈 じ

前谷輔司

1978 京都工芸繊維大学住環境学科卒業

1985 前谷建築事務所設立

まえたtニυ会 え

前谷久枝

1979 横浜国立大学工学部建築学科卒業

1985 前谷建築事務所

( 前谷卓舗と共同主宰)

受賞 1983大阪建築コンクール渡辺節

賞受賞

撮 影ー中島崇夫

企画編集ー倉測奈千子(作品作風小委員会)
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2504 別 府 コ ミ ュ ニ テ ィ ー セ ン タ ー

」冨Z

設 計 。 早 川 正 夫 建 築 設 計 事 務 所

施 工 ・ 浦 松・安部信建設工事

共同企業体

=  
a . 5) IJ府市大字上野口字野口原3088- 26

b.  3，193. 67m'  

=  

c  1，041. 01m'  

f"'fI"¥弘
d.  1，049 .01m'  

e 木造平屋建、 一部2 F

Z白

ｾ Ｇ ｳｴ＠ a  
f. 平成 6 年 4 月~平成 7 年 2 月

主主

市民の文化的な活動の場として自由に

集い、観光で訪れた人や、コンベンシヨ

ンに参加した人逮が交流を深める新し

-= 
思rr

1.，.: 量溢墨 - 一 ー ー ｾ号
いタイプの多目的公民館として、建設

ー』ー = - - L 昌 • ｾ吋 ｭｷＡＡￇ ・ ｈ ・ ｍ ・Ｍ同
した施設です。敷地は、豊かな自然をも

色ｾ
つ市内の中心にあり、計画にあたって

は江戸文化様式の木造建築とし、別府

喝・4 ~~J翌二」

n ー 一
の自然環境を生かした浴場を設け温泉

をきずなとした町づくりを目指し歴史

=  ‘ ニ

でl' i

や文化を継承しながら発展していく、

..::.::: 

'司、同晶E、._首
地域文化の拠点としていきたい。

Ｍｾ，Ｎ＠ .  

2504 

6〆3

2505 公 立 学 校 胞設 整 備事 業

灰 塚 小 学 校 新 築 工事

設 計 . 西 宮 善 幸 建 築 設 計 事 務 所

施 工 。 奥 村 組 広 島 支 庖

a 広島県双三郡三良坂町大字灰塚

b .  36，514.  77m'  

c  2，245.  25m'  

d .  2，073. 23m'  

e  R C、S

f. 平成 6 年 6 月 ~平成 7 年 3 月

大小さまぎまな建築群が多目的スベー

スを中心に「大きな子供の家」を構成し

ている。そこは「家」の広間ともいえ、

それぞれの息づかいが伝わってくる場

となっている。建築群にわずかづつの

レベル差、方向性の差をもち、機能の介

節を図 りながらスロープ、階段で結ぱ

れている。おのおのはデッキ、中庭、ス

テージといった半外部ともいえる場よ

り外部に続き、周りの自然環境に語り

かけつつ同化している。

A半由』

2505  

2506  わ らべ 館

(県 立 童 謡館 、鳥取 世界 お も ち ゃ 館 )

設 計 山 本j告三都市建築研究所

施 工. 問・やまこう共同企業体

a 鳥取市西町三丁目 202番 地

b.  3，412m'  

c  2，253m'  

d .  5. 923m'  

e  R C、一部S、B1F- 3F

f. 平成 4 年12月~平成 7 年 3 月

この施設は「県立責謡館J と「鳥取世界

おもちゃ館」との複合施設であ り、音楽

的でかつおもちゃ箱の ような形態的楽

しさの創出と、建築物と外部空間のー

体化を図ることにより、全体として市

民に開放された立体的都市公園のよう

な建築を目指した。

建物は旧県立図書館の外観を復元した

復元棟と展示棟及びホ ールで構成さ

れ、アトリウム空間を新旧建築物の「時

間の模J として位置づける 。

- 圃

2506 
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2507 ニ チ アス 株 式会 社 岡 山 支l苫

設 計 竹 中 工 務 庖 広 島 支 広
J U列

施 工 竹 中 工 務 底 広 島 支 底

a  倉敷市西宮井 1074番地の 7

b .  661. 27m・
a 所在地

c  294. 94m'  

d .  579. 46m'  

b 敷地而積

e  S、2F

f. 平成 6 年 3 月~平成 6年 9 月

フ ロレスタ・ミオ・山田池公 園

C 建築而積

2508 

設 計 . 新 井 組

d 延床而税

施 工 新 井 組・不動建設JV

2508 

a 枚方市岡口山 2 丁目 2010- 4

2507 
b.  5，306. 39m'  e 構造脱線

c  2，040. 22m'  

d.  10 ，524m'  

e  R C、BI F、9F
f 工 JUJ

f. 平成 5 年 4 月~平成 7年 2 月

2509 大 阪 府 池 田 保 健 所 箕 面 支 所

設 計 大 阪 府 建 築 部 営 繕 室

双建設計事務所

施 工 : 原 因 建 設 工 業

a 箕面市船場西1- 11-35

b.  2，902 .58m'  

c  l ，063.80m'  

d.  l ，900.96m'  

e  R C、2F

f . 平成 6 年 3 月~平成 7年 2 月

2510 ソベ ー ル 明 石 江 井 ヶ 島 I

設 計 環 境 都 市 プ ラ ン ニ ン グ

施 工 . 新 井 組

2509 2510 a 明石市大久保町西山町字大J京181

b .  6，706.08m'  

c  2，116.34m'  

d.  17 ，117.67m'  

e  R C、 B1F、10F

f . 平成 6 年 2 月~平成 7年 3 月

2511 ソ フ ィ ア コ ー ト

設 計 ・ 宮 後 建 築 事 務 所

施 工 関 口 建 設

a 大阪府柏原市法普寺1- 1- 6

b.  l ，004 .68m'  

c  579. 62m'  

d .  l ，859. 69m'  

e  S、4F

f. 平成 6 年 8 月~平成 7年 3 月

2512 セ ト ル コ ー ト 唐 橋 新築 工 事

設 計 : 鉄 建 建 設 大 阪 支 后

施 工 : 鉄 建 建 設 大 阪 支 庖

2511 2512  

a 滋1!i 県大津市瀬田橋本町王子別所203

番 5

b.  3，142. 48m'  

c  l ，237.45m'  

d .  5，177. 66m'  

e  R C、5F 、P1

f. 平成 6 年 5 月~平成 7年 3 月

2513 茨 木 市 立 中津 コミュニティセンタ ー

設 計 : 高橋上 回設計事務所

施 工 : 南 工 務 庖

a 茨木市桑凹町107-3

b .  1，617. 56m'  

c  406. 76m'  

d.  723. 77m'  

e  R C、2F

f . 平成 6年 7 月~平成 7年 3 月

2514 本 宮 町 役境 庁 舎 建 設 工事

設 計 ・ 岡 本 設 計 事 務 所

2513 2514 
施 工 . 熊 谷 組 大 阪 支庖

｡ 和歌山県東牟袋 ｾｾｉ 本宮町本宮 Ｒ Ｑ Ｙ

b.  5，092m'  

c  l ，855m'  

d.  3，830m'  

e  R C、S( 昼級) 、 3F

f. 平成 6年 2 月~平成 7年 5 月

13 



都市の風景]

/  

時代のス力イライン

2  京の網目の電線音頭

3  賀茂の河原のスカイライン
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Skyl ine of the Ti mes 

6  昭和の斜線スカイライン 7  昭和 lω 尺スカイライン
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病院は建築、ア ーキテクチュア。などといえる

ものではないとの言 を間 L、たことがある 。たしか

に崇高なる造形芸術作品をも って良しとする向

きには、わが国の病院などとても 当たらないと思

われるかもしれなし、。

しかし建築とは何 なのか。人が生まれ育ち、そ

して死ぬまで、人の生活に大なり 小 なり直接かか

わる、大げさにいえば人生に密若した公尖的かっ

社会的な要求に基づく空間造形の一つ、そこに病

院施設は位笹づけられる。これが建築ではないの

だろうか。あるいは人が極限の状態て川Lに触れる

スペース、機能のみならずJ設住を重視したい場、

それが病院の建築なのである 。

本創立、まず病F制包設がいかに人間的な処築で

あるか、人間 性にかかわる建築であるかを、主主築

観 の基本から教えてくれる力をもった有効なテ

キス トであ り、 そしてまたれっきとした研究の初

でもある。一つ一つの内容の表現は決して革Mq平で

はな L 、。たんたんとした各地 の病院の紹介に見え

ながら、その中には著者が長年培われた建築言十画

と病 院 設 計 の 研 究 と 輪 切j平みが存在する 。さら

りとした文f本の中に、それは隠しl床となって生き

ている 。この警は建築の王手門家にも、医師の方々

にも、またー一般の読者にも卜分対応出来る懐の深

さと怖そもって いるので. ある 。

病院建築は成長 ・変化 するものだといわれて久

しL 、。私たちの周辺を見渡しでも、近£阿寵実 に病

F刻 包設は向上した。病院を見に海外諸国へ行くと

い えば、何を見に行くのですか、 こちらで、間 に合

うでしょうなどい、われる 。医学とか医務敢術、

設備の面では、まず国際的に通用するようにな っ

ただろう 。 しかしど こか追うのである 。本型ぞ冒

頭に述べられたように「病院で今ひとつ重要な、

忠者に とっての療養君主税という商では、迫。憾なが

ら彼我の聞 きはかなり大きい。」何 より病室. の狭

さ、内外 ともにテ、、ザインの質の点ては、まだまだ

国際的水準に及lどない。商業的建築との落差 も大

きし、。それに加えて常に進展のめまくやるしい病院

機能・設備をも っていては、いわゆる記念物的造

形作品のような静的な姿は望めない。そこに病院

建築の特性があるのであって、生きている建築の

真髄を表すといえるだろう 。幾多の制約条件の下

ていなお病院を、建築。とする努力が求められるの

でいある 。

本書ては、最初に50枚余の美しい写兵によって

病院が諮りかけてくれる。以下各ページに多くの

写: ; ! ' ) ; が図面とともに掲げられるが、その一 こま 一

こまが、病院の建築作品としての美しさを十分に

16  建築 と社会 ・1995 . 11

書 評

ヨーロツ/ ( の病院建築

IJI 慮義誕

表現していると思う 。これらは芸術写兵と し、うよ

り、むしろ病院建築の専門 家による綿密な訪沼野古

来であり、病院の本質をありのままに私たちに伝

えてくれる文字どおりの写真であるところにな

l床がある 。

本文では多数の現地調査の中力、ら抽 出された、

イギ リス、フランス、 ドイツ、フィンランド、そ

してギリシヤ、 イタリアの事例が採 り上 げ ら れ

た。そのそれぞれについて鋭L 、洞察力をも ってコ

メン卜が加えられている 。 さりげない表現なが

ら、私たちに今イ灸のための示唆を 卜分に与えてく

れる 。

イギリス一一堅実 な公共建築の行政、医療制

度、 地域計画の問題に始まり、ナヅフィ ーノレド財

団の病院、ナイチンゲーノレ病棟とその後の上じ校、

i. ! kJ 晋への指 l旬、 地方のイ匝rI生などに話は進む。挙 げ

られた病院は著名な10施設だが、伝統と現代への

流れそよく教えてくれる 。

フランス一一寸百l様に古い歴史の上に新し L 、も

のを いかに築くか、 3 病院について語られた。

ドイツ一一一第二 次 大 戦 以 降 の ド イ ツ ら い 、合

理的な発展を適格に抑 えて示された。ベノレリン自

由大学病院から、近年人を驚かす名所とな ったア

ーへン大学病院まで、 7 病院が紹介されて L 、る 。

フィンランド一一一北欧の特ヅ|生がよくわかる 10

施設について、人1mと自存/ i i の主性主と し、 うテーマに

合うやさしさをＡｾｾじさせる 。 老人 ・ リハビソテ ー

シヨン等の施設にも 言及された。

ギリシャとイタリア一一一一転してラテン系ら

しい明るい 3 JJ包設が掲げられた。デザ、インのうま

みが感じられる 。ヨーロツノ f の北と中と南で、ど

うしてこう 4制少に違うのだろうか、愉快になる 。

ペー ジそ追って私たちは、ついこれらの各国各

地 を巡っているかのような錨党に陥 ってしま っ

た。知l らず知らずのうちにヲ |き入れられたとい っ

てよいだろうか、非常に楽しし、気分にさせられて

しまった。

この警は「娃染巡礼」シリ ーズ‘ のNo25 とな って

いる 。厳修の言 にある「建築の学生や専門家に対

してだけでなく、広〈 芸術文化に関心を持つ人々

に、建築を見る楽しさ、知1，る 喜 びを案内するため

に編まれた」警として誠にふさわしい、「さわやか

な教育 ・研究の本」であった。A 5判、 110ページ

ぃ、う手に取りやすい珠玉の作である 。

願わくば、 これωJ 外の所へも: i i l i れて行っていた

だきた し、。アメリカの病院建築が知りたい。ぜ ひ

武仁の旅の品tt 編を拝見したし、ものである 。

( いけだゅうりん/ 京者11.工芸執行主大学教授)
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く日本都市地図シリーズ〉

神戸都市地図/ 大阪都市地図

清 水 靖 夫 編

三好唯義ほか解説( 神戸)

寺 内 信 ほ か 解 説 ( 大 阪 )

キ白書房

1995. 3. 25刊( 神戸)

1995. 6. 20干1]( 大阪)

A3判 80頁 9，800円( 神戸)

A3判 152頁 19，800円( 大阪)

ノ'.:P!..{ ，'U;， l i J 由 /' <1

これらの地図集は、今から約50年前明

治 前 半 の 1880年 代 と 約 100年 前 昭 和 前

半の 1930年代に作成された 2 つの地図

を対比して掲載し、都市の原型とその

変遷をたどり得る資料として出版され

たもので、関西と関東の主要都市部が

とりあげられている 。既に表記の 2 巻

が刊行され以下横浜・東京と続く予定

である 。地図は、自然と人間の営みの歴

史の変遷を如実に示してくれる重要な

資料である 。 同じ場所の時をおいた地

図を並べてみるとひとつの地図では見

えなかった様々な機子が事実として浮

かび上がり、さながら推理小説を読む

ような楽しみがある 。特に阪神大震災

の被災地図を並べてみると、その都市

化がほんのわずかな時間の中での急激

なものであり、今の地形の下に隠れた

その土地の索顔や土地本来のもつ形質

がわかり、巨大災害に対する都市の脆

さの原因が推測出来るなど、地図が一

級の読み物となっている 。 (1. 1)

BOOK 

STATI ON 

ブック・ステーション

欝欝鱗織機盤機機盤機議議 機鱗機盤機欝鱗鶴鶴欝議議議 翻 麟 闘 機 悶 謬機

都市と建築の解剖学建築探訪日 一 アーバンエコシステム

インド地底紀行 自然と共生する都市 形態分析によって[ 設計戦略] を読む

武 漂 秀 一 著 アン・W・スパーン著 ジェフリー ' H ベイ力一著

丸善

1995 .7 .30干IJ

菊判 112頁 2，369円

本曹は、世界の住宅や遺跡を写真とそ

の解説で綴る「建築探訪 J で全 14巻のう

ちの第 9 巻目である 。 インドを旅行す

ると、人生の価値観が変わるとよく言

われるが、本害掲載の地底遺跡を眺め

ているだけで、それが本当だとわかる

ような気がした。 インドの建築と言え

ば、石屈寺院しかはずかしながら思い

出せなかったのだが、本書によって、

。ステップウェル。という I也下水のレ

ベルまで地底深〈下りていく階段状の

壮大な建築空間を初めて知った。 この

ステップウェルの全貌を明らかにした

のが本容の特筆すべき点である 。 その

他、地下寺院・地下神殿などをつぶさに

回り、カラーの写真と詳細な解説やそ

の雰囲気が記されている 。まさに、居な

がらにしてインドの地底を旅できる、

そしてその建築空間を疑似体験できる

内容がすばらしい。 (Y. I)

高 山 啓 子 ほ か 訳

公害対策技術同友会

1995. 10. 1刊

A5半IJ 337頁 4，500円

富 岡 義 人 訳

鹿島出版会

1995. 10. 5干リ

85卒IJ 276頁 5，974円

。

自
d  

本 書 の 原 稿 l草、THE GRANITE GARDEN この容で著者は、「創造的な行為とは批

( みかげ石の庭)h である イみかげいし' 判 と い う 仕 事 を そ の 根 本 に も っ て お

は、宇宙から見る地球の都市の模様の り、比較と分析はその批判の主要な道

印象であり、またそれが米国ではグレ 具である」という T.S. エリオッ卜のこ

ードの高い都市づくりの代名詞ともな とばを引用し、独自の分析的アプロー

っている ことから、この本の主役であ チにより、都市や建築作品に対しそれ

る「都市 J を象徴する言葉として用いら らを解剖することにより設計の原理を

れている 。 エコシステムとは環境と共 探求し設計戦略をみいだそうと試みて

生する仕組みである 。いまや都市が、言 いる 。 第 | 部 で は 建 築 形 態 に 関 す る

い替えれば我4 人類が、将来に生き延 検々な視点や分析方法など分析的アプ

ぴて行くためには、いかに資源を節約 ローチに関する哲学的パ ックグランド

し廃棄物の景を抑えるかにかかってい の概要が述べられ、第 2 部では都市や

ることは自明である 。 そのためにこの 建築作品の個々の具体的実例の分析を

ヱコシステムは大きな力となる 。 本 書 通 じ 分 析 の テ ク ニ ッ ク が 示 さ れ て い

では、都市における自然について、その る。豊富な図版を用い、また対象を古い

営みを無視したり敵対せずに共生する 集落や都市から現代建築の優れた作品

都市とはどうあるべきかについて、豊 にまで広げ、形態介析の方法論を展開

富な調査・文献 ・研究資料等に基づいて しているこの警は、「医学の基礎に解音IJ

論じられている 。 米国造園家協会最優 学があるのと同様に、建築設計の基礎

秀賞受賞作品であり、現在と将来の都 にも作品分析という解剖学が存在すべ

市を考えるとき、覚えておきたい本の きであることを訴えている」との訳者

l 冊である 。 (1. 1) のことばどおり一読に値する内容であ

る。 (1. 1)

担当. 会員企画小委員会/ 伊旗郁郎・稲木裕子
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日本建築協会建材委員会

。ーーはじめに

平成 7年 1月17日の阪f lll' 淡路大震災では、「耐

震構造」の数多くの雄物が倒壊・損壊し家具の転

倒な E の原因を含めて 多数の人的被害が発生し

た。

一方「免震構造」の建物は、建物pドf本・)1収容物と

もに被害を受けず、安全性・有効性が実証され、社

会的な認知も高まってきた。

f } - R S L免震システム

今回紹介する、 R S L免震システムは建物Jの自重

を載荷し、固有な周期を生み出す積層ゴム ( 写真

l } C、地震エえ、ノレギーを減衰する鍬材奉ダンパー

( 写真 2 )、鉛ダンパー( 写真 3 ) を組み合わせた機

能分自| 型免震システムである 。

@) - R S L免震システムの特長

l. 長周期 ( 4秒) の免震建物カ可能である 。

建物周期 : Tは次の王にでもとめられる 。

周期を長くするためアイソレータの載荷する

柱判l力は商圧150kg! cm' まて河応が可能である 。

また、通常面圧100kg! cm' "て、周期を'fE!11!' すため、

低弾性ゴム( 硬さ 30度相 当) の開発も行ってい

る。

2 限界性能を細かく石臨E した部材を使用し、信頼

性の高いシステムを構築できる 。

税層ゴム ・鍋俸ダンパー ・鉛ダンバーは昭和55

年より福岡大学多田研究室にて実大サイズで、

基木性能力、ら耐久性、終局性能 lこ至るまで詳細

な笑験力計われイ言頼性制街忍している 。

3 自由度の高い減衰要素の選択が可能である 。

減5安定数の設定は、 盤防の設計ーによってきまる

が、パ4、要素と減衰要素を分離することにより

減衰要素の選択肢を広げることができる 。

4 慰明信頼性が高い。

ゴム物性、十妾着力* ¥! 段、繰り返 し疲労るt験およ

びクリ ー フＧ ＧＧｦｦｲ ｾ主を加繋岨進主協約二て 実 施し、 ＸＰ

年後も免震アイソレータとしての特性を十分

ないような状態でも、ダンノ f ー自体は荷重を受

けていないので、ダンパーのみの交換が可能で

ある 。

。 - R乱 免震システムの納入実績

昭和61年より平成 5年までに|刻耳U也区 9件、束

御 也区 1件、関西地区 1件の納入実績があるが、

本年のl涙flll '淡路大震災の被災地区での実絞 t し

ては平成 5年 5 月に納入した

ウエストピノレ 一 千11
1
戸市

納 入 先 竹 中・住友・奥村1i!JJ V

評定番号 免 67 ( H4 .7) 

用 途 計 算センタ ー

規 模 S ' S RC 53，752m'  

免震部材 天然ゴムアイソレータ 66個

査昔プラグ入りアイソレータ 54佃

奇跡俸タ守ンノ {' _ 441悶

てやは地却1300ガノレ入力されたものが、建物 6 Fで

103ガノνt 約1/3に低減され、免震効果が十分発揮

継続していること羽信忍している 。 された。

5. 成型性が優れている 。

鋼板露出タイプで、金型内成型時の葬! 指導力均 @ 一一ま とめ

き等均質なアイソレータを提供できる 。

一化され、ゴム の力川氏ゴムの厚さ、鋼板の傾 これまでに免震建物は圏内で約80棟の実績が

Tf : アイソ ν ータ群のみの*.I I哨1) 性に基づく周期 6 夕、、ンパーは容易に交換できる 。

w: 膨砂J忠君、重量 30cm、40cmあるいはそれ以上の揺れを生じるよ

K f 積層ゴムアイソレータ群の水平|耐性 うな巨大地震が襲った時、鋼絡や鉛などのダン

g : 重力加速度 パーは塑121変形を起 こし 交換しなければなら

あり、平成 7年は約60棟J : . l i _ が予想されており、

今後一層の増加が見込まれる 。

地震を恐れる ことなく↑ 州車な住環境を提供でき

るようなお一層の研究・開発力溜まれる 。

( 元木貞次/ 建材委員)

写真 l 写真 2
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建築物を建築するに当たって、それぞれの居室

に法で規定された「採光」を採ること は、安全上、

衛生上はもちろんの こと、人々がそこで、白舌する

上でいろいろな労凍をもたらすものである。採光

の規定は建築基準法が施行された当初は住宅を

はじめ、すべての建築物の居室に1/5から 1/10ま

での範囲で、有効な採光を採らなければならなか

った。

その後、 昭和45年の法改正で、現在のように住

宅、学校、病院等の建築物の居室についてのみ、

採光を採ればよいようになった。

ところが、法第28粂第 1項ただし書きの「温湿

度調整を必要とする作業を行う作業室その他用

途上やむを得ない居室については、この限りでな

い。」という部分の解釈について、例えば病院のナ

ースステ ー ションや厨房等それぞれの特定行政

庁によって統ーを欠いていた。

しかし、通達にもあるように近年、建築物の機

能の高度化および多様化、照明設備および換気設

備の機能の向上等が図られる一方、生活様式の多

様化 により居室の利用形態が変化してきている。

このような状況をふまえ、通達で、

1 温温度調整を必要 とする作業を行う作業室

2. その他用途上ゃなを得ない居室

のそれぞれにつ いて、当該居室が明硲にされた。

この通達によ り、今後は、建努F物を? 設計するに

、" たり 、かな り設計の幅が出来るのではないだろ

うか。 しか し、「通 島 に い づ い て 締 「 さ れ る 場

合でも、建築基準誌の規定は、あくまでもt制民の

基準である ことを念事員において設計されたい。

穫田 攻 京都市都市計画局建築指導部審査課

編集委員会法令分科会
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採光のための開口部を設けること

を要しない居室

- 建設省住指発第153号・

平成 7 年 5 月25 日

近年、建築物の機能の高度化及び多様化、照明

設備及び換気設備の機能の防止、国民の住生活様

式の多様化簿により、居室の利用形態が多様化し

ており、建築基準法( 昭和25年法律第201号。以下

「法」い、う。) 第28条第 1項ただし舎に規定する

「温湿度調整を必要とする作業を行う作業室そ

の他用途上やむを得ない居室」の解釈について、

地方により統ーを欠〈向きもあるので、その統ー

を図るため、今後は下記により取り扱われたい。

コ
じ

雪

n

1  i. l a i 墨度調整を必要とする作業 を行う作業室

次に掲げる居室は、法第28条第 p :頁ただし苦に

規定する「温湿度調整を必婆とする作業を行う作

業室」に該当するものとする。

(1) 大学、病院等の実験室、研究室、調剤室等温

湿度調整を必要とする実験、研 ｾｩ 二調剤降を行う

居室( 小学校、中学校又は高等学校の生徒用の実

験室を除< 0)  

(2) 手術室

(3) エ ックス線撮影室靭百密機務による検査、治

療等ぞ行う居室

(4) 厳密なi昆温度調整を要する治療室、新生児室

等

2  その他用途上やむを得ない居室

次に掲げる居室は、法第28条第 1項ただし書に

規定する「用途上ゃなを得ない居室」に該当する

ものとする。

又は高等学校の視聴 ， ｾ激室を除Ｈ 0)  

③大学、病院等の実験室、研究室、消毒室、クリ

ーンルーム等放身村宝物質等の危険物を取り扱う

ため、又は泣伝子操作実験、病原歯の取扱い、滅

菌作業、清浄な環境の下での検査、治療等を行う

上で細菌若しくはほこりの位入を防ぐため、閉口

部の面積を必要最小限とするこ t が望ましい居

室

④自然光が珍察、検査等の障害となる居。

ア 眼科の診察室、キ先査室等自然光力中If ，i 害となる

機器を使用する居室

イ 歯科又は耳鼻目印開4の診察室、検査室等人工

照明により診察、検査等を行う居室

(2) 未成年者、根病者、妊産婦、障害者、高齢者

等以外の者が専ら利用する居室で法第28条第 l

項の規定の適用を受けない建築物の居室に類す

る用途に供するもの

①事務室( オフィス ・オートメーション室を含

む。) 、会議室、応接室、職員室、校長室、院長室、

看謝帝詰所( いわゆるナース ・ステーション) 等事

務所におりる事務室その他彰d去を行う居室に類

する用途に供する居室

但澗理室、印刷室等飲食底等の厨l芳、事務所等の

印刷室その他作業を行う居室に類する用途に供

する居室( 住宅の調理室で食事室と兼用されるも

のを除く 。)

③郷台及び固定された客席を有し、かつ、取持定

多数の者カ努1閉する用途に供する秘主等劇場、 i寅

芸場、観覧場、公会堂、集会場等に類する用途に

供する居室

任清理事務室、守衛室、受付室、宿直室、当直室

(1) 関口部を設げるこ t が用途上望ましくない 等事務所等の管理室に類する用途に供する居室

居室 ⑤売庖等物品販売業主? 営む庖舗の売場に類する

①大音量の発生その他音響上の理由から防音措 用途に供する居室

置を講ずることが望まい、居室

ア 住宅の音猟練習室、リスニングノレーム等( 遮

音板を積み重ねた浮き床を設ける等遮音構造で

あること並びに当該住宅の室数及び床面積を勘

案し、付加的な居室であることが明らかなものに

限る。)

イ 放送室( スタジオ、機械室、前室等で楠戎さ

れるものをいう 。)

ウ 穂l賀放査室等外部からの謀動 ・騒音が診察、

検査等の障害となる居室

②渚室、プラオ、タリウム等現像、 l映写等を行うた

め自然光を防ぐ必要のある居室( 小学校、中学校

建築と社会 ・1995 . 11 19 
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- 目 次

序 論 建築設計のための設備

第 l 章 建築基本計画に必要な設備基礎知識

給排水衛生設備/ 空気調和設備/ 電 気 設 備 /

昇降機設備/ ごみ処理設備

第 E章 事務所ピルの設備基縫知識

給排水衛生設備( + ごみ処理} / 空気調和設備/

電気設備/ 昇降機設備

第 3章 商業ビルの設備基礎知識

給排水衛生設備( + ごみ処理} / 空気調和設備/

電気設備/ 昇降機設備/ 貸方基準

第 4章 集合住宅の設備 基礎知識

給排水衛生設備( + ごみ処理} / 電気設備/ 昇降

機設備/ 電気エネルギー設備/ ガスエネルギー

設備

第 5章 意匠設計者による設備の打ち合わせ

現地調査/ 官庁打ち合わせ事項/ 建築主打ち合

わせ事項/ 法規チェックリスト

第 B章 事務所ピルの設計例

給排水衛生設備/ 空気調和設備/ 電気設備/

昇降機設備/ モデルビル設備概要

第 7章 商業ビルの設計例

給排水衛生設備/ 空気調和設備/ 電気設備/

昇降機設備/ ごみ処理設備/ モデルピル設備概

要

第 8j章 建 築と設備の嬢点

外壁，屋根/ ドアガラリ / 機械室/ 屋上，屋外/

天井/ 08. P 8/ E P 8/ フロアダクト/ 設備

更新/ 騒音・振動の防止/ 住宅用メーターボック

ス/ 各種機器の納まり/ 配管スペース

I一 … 日 一 吋 鍋 誌 釘 「 一 回U一…………わ枇川川一一た削け岬叩j片 嶋 胤 …4糠鳳恥一鴇楓和一し比吋た柄内

キ社土会状，況兄を硝骨織1量tり込み、最新の技{ 術車桁? 情報を盛り込もむ、ベ〈新たに害き起こしたものてで、執主筆表には、東畑建築事務所、 日建設

計、安井建築設計事務所、大阪ガス、関西電力の設備設計者が当たり、編集委員会て錐鼓を重ねましむ

第一線てづ舌躍する設備詰行者が、実務において、建築と設備のかかわりあう場て憧面した問題を掘り起こしその解決

封鎖尺肢て示した本害は、意匠設詐替のみならず、初歩の設備設詐者 iニモ必イ困のz資料になるものと思います。

本書のお求めは、全国の書 官で 11

(的日本建築協会( 干5301司貯田区梅田1 - 1-3

-2100TEL06-348-侃35、FAX06-348-0634)  

では、 害児 価 格 件送料実質) で筋涜しますの

で、窓会までご注文下さい。
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全 自 動 I OOOK N  (  I  OOt on) 油 圧 式 コ ン ク リ ー ト 圧 縮 試 験 装置

堺分室では、平成 6 年度施設整備事業の一環と して、コンクリー

ト用全自動圧縮試験装置 2基を導入しました。本装置は、当分室の

年間18万本 (平成 6 年度実績) を超えるコンクリ ート 供試体の圧縮

試験の大半を自動化することにより、 さらなる省力化と試聯青度の

向上を目的として言村面したものです。当分室では昭和58年度に同装

置第 1号を導入しており、今回第 2 号、第 3 号を追加導入したもの

です。

今回、導入 した試験装置は、既に稼働している加古川、京都、大

淀および本所の試験室の同装置の改良型て¥その構成と機能は次の

通り です。

I  )  而サ厄Z言式草食核疑

官宅高合装置によって セ ットされた コンクリ ート 供試体に、内蔵コン

ピューターの制御のもとで、自認撤荷します。荷重は、デジタノレ表

示され、個々の試験値はパソ コンに入力されると同時に、非常用と

してリアルタイムでレコータeーに記銭されます。

2  ) イ 共 試 体 供 給 装 置

1基 当 り最大 120本の供試体 (φ10X20c m円樹影供副本) 制共給

台上にスト ックでき、信敏合アーム( エアージ、ヤツ キ方式) で伝塙t体

制 l頃次耐圧試験機の所定の位置にセットします。本装置は、スト ッ

ク容量を従来の78本よりも大きくし、 120本としました。

3  ) 供 試 体 搬 出 装 置

試験終了した供試体をターンテープノレとベルトコンベアによっ

て自動的に屋外の廃材置場に搬出します。

4  ) 試 験 制 御 装 置

各供試f本の試験条件( 呼ぴ蜘支、才柑告、養生方法、使用材料等)

を予めパソコンに入力することにより、予想強度を算出し、適正な

戟荷速度となるよう制御します。

この際、試験中の戟荷速度をモニター ( フノレスケーノレ: 10kgf /cnr/ 

鈴 c) によって監視することが出来ます。

また、強度の試験値が予想、強度の 2倍 以 上 となった場合、呼ぴ強

度を下廻った場合、あるいは、l ロッ ト ( 3 本) 内のバラツ キが10%

を超えた場合は、いずれも警報ブザ、ーが鳴るようになっており、直

ちに状況の把握と対処が出来ます。

5  ) デ ー タ 処 理 装置

各供試体の試験結果は、試験終了後、パソコンに詑憶され、報告

書の発行は随附子え ます。

今回導入した装置は、従来の装置に改良を加えた結果、載荷速度

が管理し易くなり、供試体 1 本当りの試験所要時間も従来のものよ

り若干短縮され、現在では、 1 号機を含め 1 日当り ( 7 時間) 最大

約1400本のコンクリート供試体の百議試験円T能になりました。

樹立は、阪神大混災で、被害を受けた構造物調査に関連した試験も

増えております。

復興に関しては、一刻も早〈実施されることを望むと共に、安全

性の石信忍も、非常に重要であります。当試験室でも、少しでもお役

に立てるよう、耳成員一同努力しております。

試験や研究等について御質問などが有りましたら、堺分室までお

気軽に お問い合せ下さい。 (T E L 0722-44-3912)  

( 堺 分 室 室 長 星 野 善 孝 )

全 自 動 l∞OKN (1∞ton) 油圧式コ ンクリ ート圧縮絞 験 装 置

データ処理装置
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使命感
内 弁 昭 蔵

今、建築家に欠けているのは使命感ではないかと思う。五対丘、

必要があ ってウィ リアム・メレノレ・ヴォーリズ氏の建築を改め

て見る機会があった。彼の建築から私は忘れかけていた初心を

思い出し、そして反省させられた。彼は建築家である前に偉大な

レイマンであった。 ν イマンとは聞きなれない言葉であると思

うが、キリスト教の宣教師とか牧師といったプロフエツショナ

ノレてやはなくー舟交の人で〉しかもキリスト教を宣教し、村の福音を

伝える使命感をもった人のことをいう。彼はキリスト教の学生

宣教運動家であり、志をもって近江八幡に来た。もともと建築家

志望だったが、それよりも Y MC A活動の方を選んだのだ。後に

彼は同志とミッション( 使命共同体) そっくりあらゆる活動をし

たのだが、彼はメンソレータムを売ったり、病院を建てたりさずヰ交

をつくったり建築以外にもあらゆることをやった。それが彼の

日本における建築家としての名声を不当に低くして いたのだと

思う 。今日の利己的で自分本意の建築家の多いのを思う につけ、

彼の生き方を私達は考える必要がある。

彼の作品は多i像、多彩であるカミその底に流れるのは豊かな人

間愛と使命感である。多くの作品営見ると、その作品は実に透明

である。つまり何の為に、誰の為に、とし、った自分以外の人々に

尽くす精神が彼の作品に溢れている。彼こそ鍵lfslt な建築の実践

者であったと思う。 建築家 ・京都大学教授

「火、風、水、土j について 輿 謝 野 久

「火、風水、 土 - ・・」は、古代から人類が自然との関わりの中

で、最も生活に関連のi采い自然捜索と言われています。ある時は

恐怖の責措rz( 大火、大風水害、地問として、またある時は生活維

持そのものの行為t焼く、冷やす、流す、蓄える) として認知されて

きました。これらを順序づけて「ヒ一、フ一、ミ一、ヨー」として、

音 ( おん) と共に表現されてきたのは単なる 言葉の遊びではない

ようて仰す。

地球上のさまざまな自然主現象は、何も人類のためにある訳で

はなく地球という一つの巨大な生命包括体の先樹寺活動の一環と

してあり、人聞はその過程で金三成されてきた生物であるのです

から、人間・自然ともにその涼奥には共有の省副Jがあることを、

先人は合務深〈示唆しています。自然の営みと人間の営みがふ

れあった話があります。悪臭まみれた川の川床に若や蒲の根を

ピッシリ植えたことで約100年後に、それら植物が室索やリンを

水から吸いとる生態が効を奏 して、その) 11は美 しく蘇りました。

これなどは、「海と陸に大規模な光合成をもたらす太陽の光、さ

まざまな生命の種を運ぶ尿L 生物の先制寺のもととなっている水、

微生物と緑を育てる土」という自然の大循環し人聞の全滅サイ

クノレとの落差を人聞は早〈理解して「身の程を知れ」ということ

を示唆しています。自然とうまくつきあうブア法を、建築 ・都市と

いう社会資本形成活動の中にシ ッカリと根付かせることの重 大

きが今関われています。 日建設計大阪本社副代表

22 建築と社会 ・1995. 11

最近の トイレ
西 村 幸 雄

最近トイレのイメージが変わりつつある。一昔前のトイレは

御不浄という名があったとおり、きたないというイメ ー ジが定

着し、片隅に置かれていた。しかし、人聞は訪問止しなければ生き

ていけないし、健康のバロメ ーターとして も犬切である。

従来、公共トイレは 4 K即ち、コワイ、キタナイ、クライ、ク

サイといわれてきた。 ところが、水洗イヒ、洋風便器が普及し、機

器のハイテク化 が進むことによって、そのイメ ー ジの大半を払

拭することヵ可能にな った。 品丘は観光地、駅、公園、商業施設、

事務所、住宅等て悪いイメ ー ジの 4 Kでなく、 ココチヨイ 1 Kに

変える努力がなされている。 トイ レは外毛足上のイメ ー ジ即ち 意、

匠と快適さにつながる利便性を両立させねば 4 K は払拭できな

い。このためいろんな趣向が試みられている 。観光地ではトイレ

をパックに記念撮影するといった外観のよい観光便所が出現し

ている。また、商業施設では客寄せ、特に女' 性のために配慮され

たトイレが増え、さらに、高齢者或いはハンデキャッフ。を持った

人々が自立して社会参加できるためのサポート 体 制等、計画す

る方も、 1樹寺管理する方も、よりよいトイ ν 作りに精を出してい

る。

今後は公共をはじめとしたトイレが片隅の日陰の身から中央

にのり出し、社会や街造りの一貫として寄与する率が高くなる

で、あろう。 京都市都市住環境局営錯部長

コンピューターとデザイン 野 村 充

横浜港国際旅客ターミナノレコンペで最優秀に輝いた、ポロ、ム

サピ夫妻の話を聞く機会があった。32才 と30才のパートナーで

ある。

コンペにおける彼等の案は完全に他を凌駕していた。その斬

新ちは彼等が空間ではなく流れを、建築ではなく場を組織した

ことにある 。そしてそれら組織されたプログラムは r FOLDJ と

いう fi 滋斤のデザイン手法によってエンジ、ニアリングとも完全に

整合される。 ｾｏｌｄｊ ( 折り曲げ) というのはディフォーメイシ

ョン( 変形) の反復のプロ セスである。このデザ、イン手法におい

ては、あらかじめ全体像を描くことが放棄されて し、る。 コンピュ

ーターを駆使して反復されるシミュレーションのプロセスでイ

メー ジはf余々に量平明になってゆくので、ある。

ｾｏｌｄｊ はコンピューター抜きには考えられないデザ、イン ・

プロセスである。彼等のオフィスに製図板はない。コンピュータ

ーをツーノレにコンセプトを展開し、イメージを醸成する 。空間

的、時間的パラメータを綾雑に操作し、シミュ ν ーションを繰り

返すのである。いつの時代にもそうであるように、新しいデザイ

ン・ツールと新しいエンジ、ニアリングカヲ斤しいデザインを可能

にする 。も ちろんそこには建築家の創造的インスピレーション

の介在が不可欠である。

竹中工務庖段百十部設計課長

建築の眼
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総 論

ライアラインと建築設備- 耐震対策の要点一

耐震対策の基本

ラ イ フ ラ イ ン お よ び 建 築 設 備 の 、 震 度 階 7

レベソレの大I也震 に 対 して の 附 慰 慌 を 行 う に

当た っ て 、 主 に 計 直 止 の 基 本 事 項 を 述 べ る 。

基 本 1

ラ イ フ ラ イ ン 施 設 ( 上 水 道 、 下

水道、 電 力 、 ガ ス 、 電 話 通信 、 防

災 、 昇F制幾、換 気 ・空 調 、 コ ン ピ ュ ー タ 等 )

お よ び 建 築 設 備 ( 給 排 水 、 空 調 、 電 気 昇 降

機 、 防 災 等 ) に お い て 、 施 設 お よ び 設 備 の 用

途上重要度ランクのレベルを策定することでや

ある 。 (表 1、 2)  

ラ イ フ ラ イ ン と し て重 要で あ り 、 用 逸 ヒ 重

要 度 の 高 い 部 類 に 属 す る 上 水 の 酒Uド先が、例

え ば 行 政 上 の 防 災 活 劃 拠 点 施 設 、 指 定 救 急 病

院 施 設 等 に 対 す る 場 合 、 ま ず 前 者 を 第 一 の 重

要 性 の 高 い 施 設 、 後 者 の 病 院 は つ ぎ の ラ ン ク

の 重 要 性 の 高 い 施 設 と す る 考 え 方 が あ る 。 災

害時避聖断包設計チリえ ば 学 校 施 設 ) 等 に 対 し て

は 地 方 独 自 の 地 域 性 が あ り 、 所 轄 の 行 政等 で

判 断 し 策 定 す る こ と で あ る 。

敷 地 内 お よ び 建 物 内 等 の 建 築 設

基 本2

備 に 対 し で も 、 建 物 の 用 途 、 建 物

内 の 部 屋 の 用 途 、 設 備 機 能 用 途等 により、 耐

震タI策 ラ ン ク 分 類 を 行 う 必 要 が あ る 。

仔IJ え ば 、 救 急 病 院 と な れ ば 建 築 構 造 、 建 築

設備並びに病院施設へ供給される上水、下水、

電 力 、 ガ ス 、 電 話 等 に つ い て も 用 途 上 重 要 性

の 高 い 機 能 を 有 す る こ と が 必 要 で あ る も の と

位 置 づ け 、 設 計 、 施 工 、 保 守 そ し て 既 存 設 備

耐 震 診 断等 を行 う の が一 般的考え方である。

現 実 に 、 兵 庫 県 下182病 院 施 設 の 建 築 設 備

関 係 ( 防 災 設 備 を 含 む ) の 被害 lぷ 一知 事 務

所 の 地 震 被害 と同等 程 度てゃあり、今後は市懐

ランクを再臨悲して諦- 十 ・施 工 ・診 断 等 を 行

う必要がある 。

建 築 設 備 の う ち 、 用 逸 ヒ 重 要 度

備
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木 内 俊 明

表 1 震度階 7 レベルの耐震安全性の分類( 例) ( 木内)

建ラ中、イ築¥tフ¥設tラすイ備¥るシ等¥安、F全¥性¥分¥施類耐設¥震¥の¥構安¥造全¥性分系、類のη  I  類 II 類 III 類特 に 構 造 体 の 耐 展 性 構 造 体 の 耐 震 性 能 の 建 築 基 準 法 に 基 づ く

能のレベルを高〈図る レベルを高〈図るべき 耐22性 能を確保する

ペき施設等 }j 包設等 施 設等

! 防 災 拠 点 t して活 災害対策基本法第 災害対策基本法第

A 類 :  !Il1J すべき施設，水 2 条により，指定す 2 粂により，指定す

- 電気の確保，活 る指定行政機 関 お る地方行政機関( 1  

防災却拠j 等点 動拠点室等の機 能 よぴ指定地方行政 類に示すものを除< ) 一 一

の活 確 保 機 関 ( 1坊 災 拠 点 施 および上記施設に

の施設 設) 準ずる行政機関( 防

災拠点施設)

B 類 連絡通信用設備， I  I!  i向防関係施設，瞥 j

避 難 ・救 救護等に必要な*1 1:・察関係Ii f ! i 設，指定 i

- 電気等の確保， 一 一 : 救急病院，金融関 i 一 一

議 等の施 関係する室 等 の 機 ! 係本底クラス，情報 j

砿 能確保 j 通信関係施設等

，_. . . . . . .  - - - - - - - - - - - - - - - - ｾ＠

ライアライン、建築設 学校、文化施設、 社会 一般の各行政関係、施

C 類 備は人命の安全確 福祉施設、指定避難設、 一般建築物、住宅

i呆ができる機能維 一一一 関係施設、構造体レ 等

〔一般施設) 持、短期間に復旧で ベノレを高〈図る建物等

き る 機 能 で あ る こ と 。 ( 建 て 主 の 要 望 )

D 類 災害防止、 二次 災 放 射 性 物 質 、 病 原 菌 、 石 油 、 高 圧 ガ ス 、 議 左側 の事務所等一般

危険物等 害 防 止 、 人 命 の 安 火 薬 、 遺 伝子組み替 物、劇薬等を貯 蔵 す る 付 属 施設

を貯蔵ま 全確保ができる機え、特殊試験 ・研 究 施 施設、 これらに関する

たは取り 能維持。施 設 機能 設等 試験 ・研究室等

扱う施設 が保持できること。

mu考①官庁純設の総合耐震計画標準を参考として、 一部加筆した。

②通常 のランクの!列t して、 C類の川類。

③1'11途上重要性のおL、ランクとして、その I はA 類の I !:. II 類、その 2 ( 高いランクの大部分が入る) は B類の II 類。

表 2 震度階 7 レベルのライフライン・建築設備の耐震安全性、機能性の目標( 例) ( 木内)

安全性 ・機能性 人命の 物的な 機能上

保有すべき性能等

の分類 ( 例) 安全 確f呆 の事在{ 呆

防災拠点

①機総本体、 ②据え付り・固定、 ③ 機器と管の被統音[1、

A  活動施設

。。。
④管 と管の接続昔[1、⑤建物導入音11、⑥ 二次災害 防止、

Ｈ用途上高ｾ， )  

1111 1111 ⑦本来の機能( 水、電気、 通信、コンピュー夕、防災、エ

額

100% 100% 100% レベータ判、ガスホ2、換気 ・空調等)

レベルその l

いずれも硲保し、機能する。

避 難 ・救護等 。。
e  

上 記① ~⑥ は確保する。

B  に必要な施設

1111 1i11  

⑦本来の機能はほぼ機能する。

類 Ｈ用途上高 Ｚ ｾ Ｇ )  
100%  100% 95% 

③ 復旧容易なこと。

レベルその 2 ( 水、防災設備、非常電源、通信は確保し、機能する)

C  

通常の施設
。。

口 ①機器本体、 ②据え付け ・回定は確保する。

一般建築設備 1i11  は11 1111 ③、④、⑤、⑥は確保し、 I W:'機能する。

類
( 通常のレベノレ) 100% 95% 80% ⑦ 機能は早期復| 日て、きる機能であること。

危険物等を貯
。⑨危険物等の内容で判断し、建て主は機能の程度をランク

D  

政または取り
。。

ま?こは 付けする。

扱う施設 ま?こ i主 1i11  
。

類

( 用途上の )

。
100% ま?こ l;t ( i 主: 原子力、遺伝子組み替え等高位ν ベノνの施設は、ここで

レベノレ 口
は知!とする)

表 l のA 、B 、C 、D類について、機能性を加えた。 *  1 点検確認後機能する。 * 2 代替ガスを考慮する。



設備、誘導灯、ベノレ、自家発電機、防火戸等) 、給水設備、排水設

備、電気設備、非常用エレベータ設備等である。室の用途上、コン

ピュー夕、換気 ・空調設備等が機能することを必要とすることもあ

る。

いずれも、これらに対して市花呈上のシステムとしての計画が必要

であり、 そのーイ列として、二重機能自簡呆も挙げられる。

基本4

ライフラインおよび建築設備の耐震声慌のポイン トは、

設計用地震入力値の石綿志である。

ライフライン系すなわち、事文地外では土木構造系で採用されてい

る値である。例えば、地盤について、明也盤では共振( 岡崎造) と

逸総成衰が大であるのに対して、: 蜘也盤て1ま増幅作用、共振( 柔構

造) 、進行性破壊、不同( 等) 沈下の各現象が大となる。建築構造に

対しでも作用する 地震加速度と建物固有周期と卓越共振点とが異な

る。建築構造では、 地盤の硬質、軟質について、第 l 種、第 2種、

第 3種に区分し、振記府|主係数値を一次固有周期により値を変えて

対応している。ガス施設等についても、機器等の応答倍率を 3. 0-

3.3と、条件により決めている。

表 3 に示すが、一般に、建物の上層階へ上がるほど建物の床部へ

の地震入力は大きくなる。さらに建物の床から設備機器 ・配管等へ

の地震入力は、機器等の固有振動数により、応答倍率が上がること

がある。例えば防振装置付きでは動きによりl . 2- l. 5倍となるが、

このl. 日告に近い値は固有振動数と建物の地震による振動数が共振

に近くなった場合に見られるもので、建築設備の現行指針て1立、共

振になった場合て最大値を 2.01音としている。

設計用地震入力値 K s 'こ従え 1;(、水平地震力 F H
が求められ、鉛

直地震力 F v と加算して、これより例えばアンカーボルトのせん断

力および引抜き力に相当する各力が算出され、許容せん断力と許容

引抜き力以内ならば、算出選定ｾれたアンカ ー ボノレ卜を採用してよ

し、こと t している。

建築制荷では、特に捌寸音!日 取付音1)、支持架台等にっ し、て、水平

表 3 建築設備の局部震度法による設計用標準優度κ 'SF! ( 案) ( 木町

、 レベル| 機能上重要とする設備| 通常の設備 |  

- ｾ開白山 ，ＮＮＮＮ ..........._ 1 . . ， 日 " 私 自適用階図示

屋上

1.5 (2.0) 2.0 1. 0  ( 1. 5)  1  1. 5  

屋上階

2 階以上 しo (1. 5) ト5 0β ( 1. 0)  I  1. 0  

l 階

0.6 ( 1. 0) 1. 0  0.4 (0.6) 1  0.6 

地階

{ 信号1. ( )は組み合わせ機得、パネル水梢等で、 l剖イT振動数がおおむね4Hz以ドのもの。

2.  (  )は取締支持のときで、応符{ 作ドがア ップされるもの。

3. Ｑ ，Ｒをｾめて Ｈ Ｉ の ｦｾｩ は、 ｭ￬ Ｓ［ 1-.のレベルで独自に判断 してよいものとする。

地震力と鉛直地震力 t が同時に作用するものとして計算している 。

この鉛直の設計用地震力は、直下型地震を想定しており、設計用水

平地震力の 1/2 としているが、神戸市内の地震計では 1/ 2から 1/3の

間にあり、直下型で、深度が浅 L、場合( 阪神大震災で1ま20km) には

1/2前後となり、釧路地震( 平成 5年 1月15日) では同じ直下型でも

深さ 100kmであったので1/3となっている。

基本5

震度階 7 レベノレの地出Irl t包雲加速度( 参考古直) は400Gal

( cm/ sed 以上すなわち 0. 4G相当以上が示されている。

神戸では地表における地震i RlJ 定値が800Gal 前後のところがあった。

測定された最大値は、実際の建物側に作用する地震力とは異なり、

市花期蒋造学者の話によれば、建物側に入る地震入力は最大値の 0.6

- 0. 65程度としてよく、 したがって 480- 520Gal 、約500Gal が建

物に水平地震カ t して入ったと考えられる。

現行の設備耐震設計ーて刊、通常の場合は 1階以下で400Gal、重要

度の高い場合は 600Gal として計算することとしているので、通常

の場合は500Gal に対しては少々不足するがアンカーボルト等耐力

側に余裕の力があり、 400Gal の値を採用していれば、おおむね破損

などの被害は起こらないものとみてよいであろう。用i金上重要性の

高い設備機器等では 1 階以下を設計用水平震度として 0. 6の値を採

用しているが、震度階 7 に対応し、機能上の重要性が高い場合で市雀

実に機能させる場合は、 0. 6の値とすることカ望まれる。

基本6

耐震設計ぞ行うには、市括主性能を↑ 尉寺するためのシス

テム計画 ・設計が必要である( 表 4 )。

第一に、人命の安全を{ 鼎11するための耐震対策のシステム計画、

例えば設備機器や配管な E が落下、 11見落、転倒や移動があってはい

けないものとして、計画上でのｾ￨ｊＮ｜昔、が必要である。人の避難のため

の通路等でも同様である。

第二に、水や電気簿のイ共給が停止されない設備システム機能を保

持していることである。建築構造物は幸周4震設計で行っていれば崩

壊や構造的大破の被害率が 3 - 5 %以内で、 人命には一応安全な構

造物となっているものとされている。建物側に非構造材を含めて多

少の被害が生じても、人の生活は連続して続くものであることから、

飲み水は欠かせない。防災救助活動施設、消防 ・警察等の施設、救

急病院等では救助のためには、建築設備として非常用の水と電気は

欠かせないものである 。通常、電気は非常用として自家用発電機の

運転て補うが、電気側のf射針亙|日予想、時間によっては、使用する油

の備蓄を配慮する必要がある 。

第三に設備機能と周辺に二次災害を生じさせないこと、併せて周

辺( 主に建築手構造材等) からも生じることがないシステム時十画

が必要てある。
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表 4 ライフライン 、建築設備耐震性能の項目

工頁 自 主な内容( 例)

人命安全 ①各施設は安全であること。

②人の避難に際しても安全で、

あること。

2  
人命・生活へ ①人命維持、生活確保のため

の機能篠保 の物的、 エ 才、ノレギ ー的 、 ↑ｾｪ

報的要因を確保し、機能する

こし( 少なくとも、7) <と1t ) : 気と電

話)

3  
二次災害の ①水、電気、yゲス、 i自等からの

防止 災害や損害を与えない。

②土木、建築、 地盤等から許容

値以上の変形を受けない。

③非鱗造材( 天井材、壁等)

から言午容fi 立以上の変形やJJ 見

落がなし、こと。

4  1稲1事 ①水、 il !J (物、 エオ、ノレギー)

(物、 エヰ、ノレ の備蓄、 エリ アスポット、ヒツレ

ギー) スポッ ト、ノ f ーソナノレスポッ トと

しての備蓄。

②早期復旧機材の備蓄。

5  
システム計画 ①機能ランク と位置づけと機材

の必要 選定。

② 復旧容易なシステム( 位置、

スペース)。

③安全性の高く とれる配置シス

テム( 共同溝とも)

③二重システム( え、ッ トワーク)

の範囲。

⑤備蓄対応、システム ( 上水、雑

用水、油タンクほか) 。

⑥個別 ・単独 ・独立の機能とレ

ペノレ( スポット供給、スポッ ト

運転ほか) 。

6  
既 存 施 設 ・ ① 建 築 設 備 で は 、 昭 和57年

設 備 の 耐 震 (1982) 以降のもの約30%、

診断 昭和56年 (1981) 以前70%

の既存に対しての早急なる耐

渓診断の必要性。

②診断によ り改修 ・改善を行う。

③ ライフラインも上記と同じとみ

るb

7  
ライフライン ・ ① ライフライン施設は用途上重

建 築 設 備 の 要度の高いランクイサ H で 設

耐震設計、 計、純工、監理、保守がさ

施工、監理、 れてし、るか。

{呆守Pのf本jJl l)、 ②設計 ・施工上でのチェック降

チェック機構 認がされてL 、るか。

の確立 ③確認試験の方法があるか。

④マニュアノレ化 ・チェック機構

の確立が必要。

8 既 存 の 老 朽 ① 機 総 本 体 の 構 造 上 の 老 朽

化に対するチ 化。

エツク機構 ②据え付け、取り付け部、ねじ部

等ジョイン卜部の老朽化。

③チェックがされてL 、るか。
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具体的内容( 例)

- 居室、通路、 道路等て、

は機器の移動 ・転fil J.

手書下等がなL 、こと。

- 上水、下水、電気( カ。

ス) 、電話、 コンピュー

夕、 エ レベータ、暖房、

換気、空調等

- 火災発生のないこと。

- カ、スもれがないこし

• ir!J もれ、水もれがないこ

と。

- 構造体および非構造

体 が 設 備等 に二次被

害を与えない。

- 一 般には 1 - 3 日分

の水 ( 3Q/ 日・人) 。

- 活動拠点は 7 日分の

7 ) < / : 3 日分以上の j由

など。

- 構造体、非構造体と設

備構造の同一性能の

必要性。

- 配管 ・配線網の効率

化 、復l日時の対応シス

テム。

- 管の変形l吸収、フレキ

性確保。

- 埋設土壌の土質改良

( 安全上)

- ラインとスポット、セン ト

ラノレと佃15) 1) を二重化す

る。

.  70%か、それ以上の既

存設備が耐震設計さ

れていなL 、。

- 建て主、管理者、設計

者、施工者は既存耐

震診断を行う。

- 昭和57年以後のものも

耐震診断を行う( 約20

%が不十分とみる) 。

- 建て主fJ l I ) に耐震対策

知識と意欲があるか。

- 設計 ・施工者はチエヅ

ク上のマニュアノレがあ

る力、。

- 施工事自! 支の確認がさ

れれ、るか。

- 既存の約20%が老朽

イヒされてし、るとみる。

- 診断により更新する。

設イ指での二次災害の例をあげると、 7糊破損や配管損傷により生

じた水損があり、また蓄電池本体の破損に伴う火災発生等があった。

さらに天井材の揺れ幅が大きいために生じたスプリンクラ ーヘ ッド

部破損による水漏れ水損等があ ったが、 エ レベータシャフ ト内や地

下の電気室等への水の浸入によ って、システム機能力主停止した例を

みた。建築の非構造材であったエレベータ乗り場の三方枠と扉の変

形による扉開閉不能、立体駐車場の車の出し入れ扉とその枠の機能

不能、屋内消火樹首の変形や扉の開閉不能、 天井面取 り付けの排煙

日本体の天井面の揺れによる排煙機能不能や本体の )1見落等があり、

防災設備や重要性の高い設備周辺の非構造材の制限幅や制限変形角

等の二次災害防止に関する中食言すが必要てあると考える 。設備似IJ も、

水漏れが生 じても直接、間接に水損につながらないための シス テム

計画が必要である。

第四のシステム計画として、震後の復旧が容易であるための設備

機器や配管の位置、周辺スペース等が強〈要望されてし、る。これは、

設備鱗や配管等の老朽剣機能に対応する設備態庁の場合にもい

えることである 。機君主の搬入が容易てあり 、機器周辺の点検や診断

が十分に可能で、あり、修理が容易であることが、 震後の復旧容易性

につながる 。特に立て配管の位置、横号|き配管についても、建築機

能力、 らみての平面的、断面白官十固によ ってシステムとしての計画が

可能であり、スペースがあるから機械室に利用するといった消極的

手法では、震後の復旧の容易性につながらないことが多い。

第五のシステム計画は、重要度の高いか低いかのレベルによって

異なるが、システム機能の二重化すなわち二重 システムを採用する

か、どの程度までのものを採用するかである 。

すでに、機能上重要 とされる 事務センターでは、建物J内設備機能

の二重化 と併せて建物自体を別の場所に設置 し、 一つの建物の機能

ダウンがあった場合にそなえて建物の二重化がされている例をみる。

建物への導入部( 水や電気簿のライフラインにつながる設備) へ

の二方向からの導入、建物j 内設備の二重イヒ一一一始水系統の配管シス

テム、似第十水貯水システム、自家発電機シ ステムとして、複数シ ス

テム (配管系も含めて) の二重化一一等 が考え られる。救急活動拠

点施設等の実際に使用する部屋てやは、冬期てやはl暖房、盛夏では冷房

と併せて換気設備も 必要で、ある。部屋の用途によっては設備の種類

とその設備の二重化 システムを設けることの画e [ @: が必要であると考

える 。

第六として、機能上重要な設備システムは、できるだけ単純にし

て1虫立性のあるシステムとする ことの方カf耐震性能上有効であり、

そのためのシステム計画を、 設備全体を通じて行う必要がある 。

自家用発電機設備では、て、きれば空冷式のユニット イヒ臓器を設置



表 5 中央と個別システム( 例) と特徴 ( 例)

図 ( 例 )

複合化( 二重化)
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設備装置

上、都合がよい。

⑤管理と運営が必要と

(イ) AとラインとBによ る中央ンステム支援装置 |  なる。

「容易に移動可自E r 付属機器を示す

国 l 図下: プ幽二 J

ｚｼ 院 Ｑ｛ｾ エ ｊ 控室 ＱＵＴ
式| ム偶別ユニット 化 LムL 二二」l 、

(ロ) 0 、(.1;1: 互換性を有する個目IJ ' 独立ンステムに

よる支援装置
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①独立して運転でき、

利用できる。

②技術的に、新規なもの

に手早く交換できる

①故障等に取り替えぷ

スムーズにできる。

⑤条件付きの性能支援

となる。

@専門家がいなくても

使用できる。

( i主) ' 1' 央式と個別式の複合化、 二ifr機能により信頼性は 7 ':; プする。

することで、水配管系の被害の心配はいらなくなる 。空調設備では

ノf ッケージ式とし、非常電源によっても運転可能なシステムを、通

常の中央王にとはJJ IHこ二重化して設置することも→列である 。

→止に、中央式システム t 個別システムの長所 t 甑 rr を有効に生

かし、災害時には、多少性能上のダウンがあっても、佃別の独立性

のあるシステムを活用する 1刀去カえ機舵上では容易てあるとされて

いる 。 (表 5)  

既存のライフラインと建築設備の耐震性能の確認

既設建物のうち、昭和57年 (1982年) 4 月以降の建築設備につい

ては、現行の建築設伽模開十・施工指針( 日本建築センタ 一発行)

が行財閥書として活用されている 。法律上; ては、それ以前の建築

設備については建築基絹去にある構造上の前提規定に準ずるとなり、

一暢命としては法的にカノ f ーされていたが、 しかし建築設f獅: 既設

計 ・施工する具体的司王工頁については細部規定がなかった。 昭和56年

以前の建築設備の同様性能については、建て主が判断して現行の設

。帯雨:陪討旨針により診断と必要により補強等改修の見直しを行うぺき

ところであるが、寸貨には、ほとんど診断等の見直 しがなく、改修

工事の際に現行指針により市様' 性能を{ 尉寺し ていたものとみてよい。

ただし特定行政庁施設や NT T の施設等では昭和57年一 62年ごろ

にかけ、全般的見直しと改修 ・補強が行われてきた ことは事実であ

る。

兵庫県下の病院施設の設備等の地震被害の調査を兵庫県震災復興

本部、保健環境部医務諜て

以降竣工した病院は 18位2施設のうち 3詑2 %程度でで、あり札、同じ〈診f慌旋所

てで、は 180ωg防断f件牛のうち 3但1 %てで、あるι 。しfたJ 力がf、つ て昭和5日6年以前て現イ存字す

る主建主物物f件牛iはま心L、ずれも 6印8-6ω9%、おおよそ 70%のものが、建築設 備

前様設計指針前( 設備更断があるので、 実際は70%より低L、% とな

る) である 。設古市耐震設言↑ 指針の前に竣工した建物に対して、建て

三力守! 日懐性能保持のための診断と 必要に応じての改修 ・キi I 踏を行う

ことにより、建築設備の耐震性能がアップすることは確実である 。

昭和 57年山側江した建物の設備におし、ても、老朽化や劣化現象が

ないか、市括討旨針に従って確実に施工されていたかどうかの診断も

並行して行う ことは必要と考えられる 。

既存の設t繭様' 性能の診断は主 に目視を中心とし、必要によ って

は計算チェックもするが、まずは目;開館忍できる範開て。の診断とな

ろう 。据え付け部や取り付け部の支持固定や而ず長スト ツノ f ーの取り

付 け部分であり、さらには機器の却遊部てある 。

建築基準法レベ、ノレの同様診断とするか、面支階 7 レベルにも耐え

る耐震診断とするかについては、建物用途と機能f尉寺のレベノレによ

るものであるから、建て主の判断するところである 。建築物商す渓改

ι刻足進法が平成 7年 10月27日に公布されたが、建基令改正等は 3 カ

月後に具体化 されよう 。行政仁として建築基準法レベノレの通常の設

備機能別尉寺する市援対策、すなわち第一 に人命の安全であ り、設

備機能上てやは多少の被害が生じても、容易に復旧ができる程度のも

のならば許容 し得る範囲 t 認識して し、る。したがって、ライフライ

ン保持とか連続して使用する用途に対しては、 JJIJ の機内凶二重要度の

ｾｾｾ、設備のレベノレとして建て 主 は判断し、 診 断することとなる 。

建築設備の耐震性能を保持するためのポイント

現 行 の 設 伽 懐 設 計 ・施工指針の見直しカミ研究会等委員会で行わ

れているが、基本的には現行指針は生きる 。指針の構成は、 ① 縦十

用地震 入 力 、 ⑫也震力をもとにした部材、アンカ一等の設計手法、

そして③部材やアンカ ーボ、ノレ卜 等の許容耐力値であり、この三つの

杭成のうち、入力としての設計用基準震度0，3はそのまま t する考

え方がある 。標準震度のう ち、防振装置付きゃ組み立て F RP水 槽

等では据え付け部の応答イ音率がl. 2- l. 5倍となることがあるので、

現行通り割り増しを行う 。

重要度の高い機器等では、地震力は機器の重心に作用するが、大

地震では、機器の転倒しやすい短辺側の側面に、同時に平均してア

ンカ ーに地震力が働くとは限らないで、重心 を中心 に複雑な副J きt

なることがわカ 3 った。 このこ t は、重心に近い限 られた部分のアン

カーボ! ノレ 卜に集中することと考えられる 。 この一つの理由に機器本
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体の据え付け ・取り付け部が必ずしも十分な剛性を保持していると

は限らないこと。ボルト穴とボノレト径に空隙があり、ロッ キング的

動きに対してアンカ ーボルトが平均して働かないで限定したボル ト

に集中することがあること 。急激な地髄力の場合、上下動は重心 を

中心として部分的に偏心とねじれ等を生 じながら働くなどの現象が

あり、アンカ ーボ、ノレト本体の実際にかかるボ、ノレ卜本数の選定等の検

討も必要で‘ ある t 考えている。通常の設備レベルでは現行指針で十

分であるが、重要度の高い ν ベノレてやの据え付け部で1ま限定されたボ

ノレ 卜に集中したせん断と引抜き力が働くことについても、並行して

石信Eの選定を行うことカ望ましいと考えている 。

上記に述べた事頁も含めて、ポイン卜の第ーはジョ イント部の地

震入力に打ち勝つ強度ある支持固定である。機器基礎においても構

造躯体とーイ判ヒした基礎とすることである。アンカ ーボ、ノレ 卜選定仁

際してはアンカ ーの種類と許容力石信忍により選定するこ t である。

ポイントの第二は変佐吸収の対策と処理である。地盤変動と配管、

地盤と建物、建物エキスパンシ ョンジョイン卜部と配管、変位する

機器と配管やダクト等に対して可撲性のある変位H及収カ苛室実な性能

のあるフレキ継手やフレキ管を適所に設置し、有効に変位吸収に対

応することである 。 フレキ継手やフレキ管そして キャンパス継手の

両端はしっかりと支持固定することである。

ポイントの第三は機器本体、例えば組み立て型 F RP水槽や冷却

塔な E の被害が生じないよう、本体の耐力を有することてある。大

型のポンフ等についても強度的耐力がなくてはならない。

建築設備耐震性能に関する展望

原則的なこ t をいえば、現行の建築制繭援設計 ・施工指針に従

って設計 ・施工していれば、屋内での被害は、特殊な部分を除けば

ほとん E起こらないであろう。

特殊部分と は建築手構造材の天井材部分、洗面所周辺の コンクリ

ー 卜ブロック壁部分、間仕切や非耐力壁部分 t 設備機器 ・配管との

接合商と接点である。これらは、設備のみの対策でい解決できない。

埋立地の不等沈下により埋設管や建物導入部管の破損が多く生じ

たが、土質改良等を含め、フレキ管の 3車lli 変位i吸収できる手法を講

ずることである。例えば不等沈下量が20 c 叫孔内と制限幅が設けられ

れば、設備用の各配管は変位吸収の手法を取ることにより被害はほ

とんどなくなるであろう 。

組み立て F RP水槽の本体強化はメ ーカ一側てやは実験等を行い、

補強も十分に検討されているが、震度階 7 レベ、ノレで、も本体の破損し

ないものを提供でき、使用者の意に沿えると聞いている。

両模紛長上の部分的補強にっし、ては、分側主管やフランジ部の支

28 

• 

写真 1 六甲アイランド南端の乗船波止場周辺の地盤被害

写真 2 ポートアイランド北端の海岸周辺の地盤被害

写真 3

ポートアイランド

の歩道に設けられ

た集合住宅向け応

急用給水装置

持固定、大型制気口や排煙口の脱落防止、変位する機器のフレキ継

手の設置と支持固定など部住の補強を行うことで被害はさらに減少

するものと確信する 。

既存建築設備の市棲診断し必要に応じての改修 ・補強を行う こ

とにより、現在の建物被害率は約30%であるが、この値が 5 - 10 %

台へと大きく減少するであろうとみている。

( きうち t しあき 国土館大学工学部教授)



上水道一震災を制批た水道システムの構築-

水 谷 昌 弘

先般の兵庫県南部地震は、わが国てやはかつて経験したことのない

大都市直下に起こった地震で、あり、道路、鉄道や電気ガス、上下

水道等ライフラインにも大きな被害を与えた。

大阪市では今まで浄水施設整備事業や菌己水管整備事業等による耐

震J泡策を推進してきたが、今回の地震は倒をの想定を大幅に上回る

ものであったことから、耐震施策の再検討が必要となっている。

このことを踏まえ、今後の展望を主眼として、雨模対策について

述べる。

耐震対策面から見た施設整備の状況

大阪市では平成 2年 10月、新マスタープランである「大阪市総合

計 画2 U を策定しており、水道施設についても 21世紀の高次機能都

市を支える確固たる都市機能のーっ として、次のような安定供給に

係る水道整備目標を掲げて L、る。

(1) 水資源の目制呆と 水質水源の保全

- 琵琶。湖総合開発等による安定した水源の確保

- 流域一帯の広域的な水源水質保全への取り組み

(2) イ言車買' 性の高い7M梨、手合システムの{li乞立

( ア) 良質な水の似場合

- 水道施設の円滑な更新、計画的な整備

・浄水処理労法の高度化による良質な水の供給

付) 安定度の向上

.  i争 ・国己ll'<i也の増設

- 自己水系統の相互融通性の向上

. 施設の雨模化

現在、こうした基本理念のもと、取 ・浄 ・国己水場施設については

第 2次浄水施設整備事業( 平成 4 - 13年度、 510億円) 、画E水管につ

いては第 4次回己水管整備事業( 平成 2- 11年度、 980億円) 、忠告7.K装

置については車合7. K 装置整備事業を実施しており、経年施設の計画的

な更新整備に伴う市棺討ヒ、i争 ・配水池の増設、幹線オ、ッ卜ワ ークの

強化 による配水糸統聞の相互融通性の向上、 i争 ・配水管理システム

の拡充い、った市援イじ対策に寄与する対策を実施している 。

大阪市におけるこれまでの地震対策は「大阪市地域防災計画」に

おける想定地震に基づいて行ってきており、過去の地震事例から、

震度 5 - 6の揺れを想定している。大阪市水道局てやは、これをもと

に過去の地震記録制也盤粂f牛ごとに統言内科汗し、室副支 6 クラスの近

距附也震に対して、特に管路についての市援基準を設定している 。

兵庫県南部地震による水道施設の被害

今回の地震では大阪市てやも景判lを受けており、浄 ・目O.K場施設に

はほとんど被害がなかったものの、菌o .K管には 285カ所( うち工水28

カ所) 、給水管には 5，300カ所の被害があった。

(1) 菌己7ド管

本市の配水管総延長は約4，900km < 管種別にはダクタイノレ管約

3，500km、告郁夫管約1，300km、鋼管100km> である 。

配水管の被害は菌C. 7 . K 管整備事業てす取り替え対象としている量儲陸子

のま熊野音が172カ所、次いでメカニカノレ継手の告郁夫管が44カ所で、鋳

鉄管が全体の76%を占めた。 これらの被害形態は、継手部の抜け出

しゃ破損が53カ所 (25%) て、あったのに対し、管{ 本の亀裂が163カ所

( 75%) であった。 また、強度 ・延伸性 ・境み性 ・耐釘撃性に優れ

たダクタイノレ室寿護士管にも 28カ所の被害 があり、継手部の抜り出しゃ

漏水が25カ所、管体の亀裂が 3 カJi frであった。 1km当たりの被害 率

てや見る t 鋳鉄管は 0.15カ所、ダクタイノヰ郁夫管は 0.008カ所てあっ

た。その他、鋼管の被害はすべて口径400mm以上の独立水管橋ある

いは橋梁添架管で合計17カ所、配水管の属具類が24カ所で、あ った

が、いずれも菌o .Kに支障をきたす程度のものでーはなかった( 図1 ) 。

(15.4%)  

(2) 給水管

瞳盟 鋳鉄管( 鉛継手)

慰霊鋳鉄管 ( A型継手)

罷藷 ダクタイノレ鋳鉄管( A . K .T )

仁コ鋼管その他

図 1 配水管被害状況

( 管種・継手別)

給水管の総延長は約21 ，600km< 管種別には硬質塩化ピニノレ管 ( V

P) 約 12 ，800km、水道用耐苛酸性塩化ビニノレ管 (HI VP) 約2，500

km、鉛管約4，600km、その他約1，700km> である 。

給水管の被害は道路部分939カ所、宅地内部分4，361カ所であり、

被害形態を当局が受け付けた 2.164カ所に限定してみると、道路部

分の継手部23. 8%、直管音1111 .3 %、止水栓部4. 4%、分水栓部3. 9

% 、宅地内の継手部4l. 4 %、直管部9. 3%である。また、管阻) 1町、、は

VP69. 7%、HIVP9. 3%、鉛管18.4 %、その他2. 6%である( 図 2 ) 。

( 2. 6%)  

(18  

( 93%)  

臨 V P

霞ｾｉＭｉ ｛ｖｐ

冨 鉛 管

亡コその他

図 2 給水管被害状況

( 管種別)

これ ら給 ・画o .K管路の被害は、震度 6 に近い揺れが局地的にあっ

たと思われる湾岸部や淀川沿いに多〈見られるなど、本市の地盤特

性に起因するものであり、過去の被害予測のシミュレーションとの

建築と社会 ・1995. 11 29 



照合も行し、ながら、今後の震災対策に資するものとしたし、。

地震対策の見直し強化

兵庫県南部地震は従来の想定を大幅に上回るものであり、水道界

はもとより、土木 ・建築始めた面懐工学界全体を震憾させ、今後

の震災対策のありかたについて大幅な見直し強化を迫るものとなっ

た。大阪市の地域防災計画についても、 震度 7 クラスの揺れを発生

させる直下型地震を想定したものに抜本的に見直される予定である。

したがって、大阪市水道局て、もこれまてや浄水施設整備事業や自己7 1 <

管制博業、給水装置整備事業等により、施設全般の市懐大: 慌を進

めるとともに災害対策マニュアノレを策定し、大地震をはじめとする

大規摸な災害後の応急対応について詳細な取り決めを行ってきてい

るが、今回の地震を教訓として、従来の震災対策をソフト ・ハード

両面から一層強化していく必要がある。

耐震対策の強化

今後、震度 7 の直下型地震を想定した全市的な取り組み強化が図

られる中で、従前にも増して市懐対策を鮮明にした施設整備を実施

していく必要があるが、単純にすべての施設について震度 7 を想定

した雨模化を図ることは、費用対効果の商から見ても難い、。

従来、水道施設整備における地震対策の基本は、水道システム全

体の形態や機能を、地震に強いねばりあるものにすることであると

考えており、これまで行ってきた市花霊化を軸に、これらを有機的に

結びつける情幸町本系や管理体系の強化、 i争・配水池の増設や国e71<系

統聞の相互融通性向上、 71<i，原の確保などによって、地震発生ポテン

シヤノレに見合った投資水準の設定のもとにバランスの t れた事前・

事 伽 慌 を 行い、最盛な地震防災シス テムを構築していはいう基

本方針は今後とも同様である。

したがって、これまで実施してきた浄水施設整備事業や菌e 7k管整

官開業、給水装置整備卒業等につ いて震災対策商カ、ら総合的に点検

し、予防と早期復旧の両面から見た効率的な両暖化を実施すること

によって震度 7 への亦j策 t することが施策の重要なポイン卜になる

ものと考えている。

今後、こうした観点から、次のような施策に力点をおいた検討を

行い、早急に本市の震災対策強化プランを策定したいと考えてしゅ。

(1) 基幹施設の面持票性強化

機能的に震度 7 に耐え得る水道システムを構築するため、水運用

上特に重要な基幹施設を定め、当該施設の被割程率引出成化するこ

とによって迅速な復旧が図れるよう、必要個所の市古室性強化や経年

施設の更新を計画的に実施する。
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①i争・自己水場における既設の経年構造物の両党支化

⑫丙院、避難折、供給処理施設等、重要施設の特定等による管路

重要度を判定 し、優先整備路線の効率的な商標化を推進

(2) 緊急時における給 ・画e7k拠点の整備

緊急、的な配水運用や応急、給水活動の充実を図るため、 i争・菌e7ki也

の整備 ・拡充による水道施設の対応強化を図る 。

(3) 酒e7k系統聞の相互融通性の向上

震災後における酒己水運用は、被災直後の断水区域を最小限にとど

めると ともに、限られた水量と配水路線を活用しながらの復旧作業

により、給水区域の拡大し菌己水圧調整を順次図ることになるこ t

から、

①幹線オ、ッ卜ワ ークの強化

@酒e7k管理のブロック化推進

を、より一層f佳進することによって、弾力的な商e 7k運用が可能な管

路網の形成を図る。

(4) 停電対策

取 ・浄 ・商e7k場内の受配電設備について、想定地震に対する耐震

診断や作動チェックを行ったうえで、必要佃所の耐ず長改良を実施す

るとともに、電力会社からの送電停止を勘案し、震災直後のl ' i e 7 ド運

用や消防水利酒から見た配水管水圧の確保等、緊急、対応、と整合した

実用的かつ効率的な自家用発電設備の整備を図る 。

(5) 人工島への安定給水の確保

大阪市では21世紀に向けた街づくりの一環として、咲j介|、舞洲、

夢例|の人工島を拠点とした臨海副都心構想、のもと、住 ・食・遊バラ

ンスのとれた都市機能を集積しつつあり、これと併せた都市基盤の

ーっと して、 当該地域への安定車合7kが重要な議題となって いる 。 し

かしながら、現在、人工島への配7 1 < ノレートは単一路線カ 3 つ単一水源

にとどまっているこ t から、今後は人工島計画の進捗状況を注視し

ながら、首e71<ノレー トのノレーフ。化などにより、人工島への安定*@7k を

検討する。

地震が残した課題を受けとめて

今回の大地震は教訓い、うには余りにも大きな犠牲を伴うもので

あったが、市民の生命の水を預かる水道事業者としても、水道の安

走性や安全性い、う根本的な問題を厳しく受けとめている。

大阪市水道もいよいよ 2 世紀目を迎えるわけであるが、今回の災

害は、21世紀を目前にしたわれわれ水道事業者の果たすべ、き多くの

課題を示唆したものであり、こうした教訓を糧として、 J欠世代に号 |

き継ぐに足る水道整備に遁進していきたい t 考えている。

( みずたに まちひろ 大阪r I i 水道局工務部計画課長)



各論. ライフライン

公共下水道と排水設備- 被害と復旧-

松 岡 進 一

大都市を直撃した阪神・淡路大震災は、上下水道、ガス、電気

道路等都市生活に不可欠な都市基盤装置を寸断し、その生活をずた

ずたにヲ| き裂いた。家屋の倒嬢 ・焼失等で学校等にi蝦佐した神戸市

民は 222 ，127人にのぼり、 i監禁断斤はピーク時で599カ所を数えた。

社会資本の整備と集樹立、長い年月にわたる都市形成の中で行わ

れてきた。破壊された都市装置の復旧にはまた長年月と莫大な費用

が必要であり、日々のシビノレプランには、市民が安心 して暮らせる

安全 ・防災 ・環境の面ていの更なる創立工夫が必要で‘ ある。

下水道施設- 処理場、管渠在中心に-

(1) 神戸市の下水道施設の被害状況

神戸市の下水道人口普及率は平成 6 年 3 月末で97. 4%に達して

いる 。これを支える下水道J泡設の整備状況は、次のとおりてある。

汚水管渠延長3，315km、雨水管渠延ー長484km、下水処理場 7 カ所、

ポンプ場23カ所、汚泥焼却施設 1 カ月「て官十匝l処理人口 1，616 ，518人、

計画処理区域面積21 ，768. 2ha、言十回拠理能力 l ，060 ，596m' / 日、現

有処理能力 737，415m' / 目。

神戸市内て、は東灘区、中央区、兵庫区、長田区の施設に被害が発

生 しており、これは震度とほぼ一致している。東灘処理場で1ま処理

機能力f停止、中部、西部の各処理場では処理機能が低下した。残り

の 4処理場は地盤、建物、プラン卜の一部に被害があったものの、

処 啓 蜘m': ) j 測はなカ、った。また、下水汚泥をー措焼却する東部ス

ラッジセンターは、プラン卜冷却水に束期段k理場の下水処理水を利

用していたため機能停止したが、後に海水を耳5 ( * して仮運転した。

被害の大きかった来語拠理場は埋立地である東部 3工区にあり、

液状化現象、護岸の崩壊 ・滑動および最大 2 mもの地盤沈下により

管理棟、発電機棟、 エアレー ションタンク、最終出勝也等の基礎杭

とプラン卜機器が破壊された。ポンフ鳴から処理場まで、の導水渠が

破嬢され、下水の受け入れは不能となった。地震直後は断水中で流

入水誌が少なく、緊急対応と して使用可能であったポンプ場の悶水

ポンプを使って消毒とスクリーニングだけて.. 141，水、放流 した。

水道復旧作業に伴って排出される大量の生下水を公共* 域に直接

高分子

凝集 ｾｊ

治堤フェンス 汚泥

東灘処理場仮処理施設の概要

高分子

凝集 ｾｊ

放流することは避けねばならなし、。刺快理場の復旧作業は地震の

翌日から開始されたが、相当の期間を要すると想定された。隣被す

る魚崎運河を締め切り、仮の簡易沈澱池計制呆、これに凝集剤注入

設備、仮設脱水設備を加えて処理し、できる限り水質保全に努めた。

全流入汚水の二次処理の再開は 5 月 1 日からであった。下水処理場

はその機能から海岸近くか埋立地に設けられることが多い。 7処理

場 1焼却施設のうち、内陸部に位置するのは 2処理場のみである 。

束期拠理場のように被害 を受けた所もあれば、ポートアイランド処

理場のように綿密な地盤改良工法の選定により腕也内では液状化せ

ず、杭基礎なしで機能停止につながる被害 の なかった所もある。

(2) 下水道の管路の調査・復旧

管路網の被害も甚大かつ広範囲であった。道路は至る jifrで陥没、

阪 E し、所によっては家屋や工榊勿が倒壊して交通営遮断した。通

行て河内きる道路には救助 ・救援の車両がひしめき、交通網は完全にま

ひ状態で、 ;埋設管路の調査 ・復旧は きわめて困難な状況で実施され

た。 また、圧壊した神戸市庁舎 2号館 6階直下の 5階に下水道局が

あり、必要な資料の持ち出しが長くできなかったが、下水道台帳の

データのノ f ックアップを外部に委託契約していたこと、データシス

テムが名古屋市と同じで、その出力装置を借りて台帳図面の入手が

できたこと は救いであ った。データのリスク分散と各自治体て' のシ

ステム共有は今後の大きな訴猶となろう 。

早期復旧を目指して、 汚水事件主線の被害状況をまず把握するため、

亀裂等地表面状況と道路交差点にあるマンホーノレ内での目視によっ

て一次調査を行った。 この結果をもとに二次調査の実施範囲を決定、

区域内のすべてのマンホーノレおよび管渠を目視調査し、口径 t 被害

の程度に応じ、テレビカメラで詳細調査を実施した。 7年 5 月末ま

でに実施した調査対象は次のとおりである 。

汚水校線l ，179 ，600m、汚水幹線83，900m、雨水幹線377 ，600m。

次に管渠の主な被害状況を列挙すると、下記のとおりてρ ある 。

・管本体の被害 として、 管継手の附l見、管体のクラック、管の古白子

が多数観察された。

・マンホーノレと管体の挙動の違い

によりマンホーノレ付近で官4本やマ

ンホーノレカ湖潰したものが非? おに

多〈、破損箇所から土砂が流入し、

管が閉塞したものが多かった。 管渠の横断クラ ック

. 取付管は本管接続昔日や桝接続昔日の被害が多かった。

(3)今後の対策

「神戸市復興計画J では、次のような対策を実施する予定である 。

処理場については耐慢強化および処理能力の増強、管渠は汚水 ・

建築と社会 ・1995 . 11 31 
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クジョイントの目開き

悶水の幹杭線の耐震化、代替機能の雌保として幹線の多系統化と処

理場聞のオ、ットワ ークの形成である 。 その他として、平時と併せ災

害時には消火用水な E に活用する下水高度処理水の活用、および緊

急時に海水を引き込み消防用水として利用する遮集幹線( レベノレ的

に海商下にある幹線で災害時、遮7.1<扉を聞くことによって水の流入

を図るもの) の敷設等である 。

建物内の排水設備

(1) 建物内の排水設備の被害状況と今後の対策

建物内では、衛生器具のブロック壁内排水管の破損が見られた。

設備機器等の移動、倒壊によって排水管カf破損したものもあり、転

倒防止措置を確実に行う必要がある 。さら に、パスユニットや流し

台の接続に用いられている可境管を他の衛生器具接続部や地中貫通

部に採用することが、排水の耐震化に有効であると考えている 。

その他、土間下の土が沈下したのに伴い、排水管が破損した事例

も多く見受けられた。佃々の衛生器具に水を流し、排出状況を石信思

しながら破損箇所を推定する必要があり、調査 ・復旧ともに時間を

要した。今後はピットを設ける等の対策を考えている。

(2) 建物外の排水設備の被害状況と今後の対策

建物取付部の配管に被害が集中したほか、地盤の変動にイ半い排水

横主管の勾配が不良となり、排7財幾能に支障が生じた。 コンクリ ー

卜汚水桝と配管の接続部に隙間が生 じる被害や桝自体の破損および

転びも多〈見受けられた。桝の軽量化とこれに接続する配管材料は

同質のものの方が陳聞なく確実に接続て3 るため、今後は紺寺管理

に支障のない範囲で川、口桂桝を設置するのが合理的であると考えて

いる 。排水管の市首霊化てやは、適当な既製材料が見当たらないので、

メーカと協同して小口径桝のシステムとして両ず長強化ができる可撰

接続部材の開発を検討している 。

学校園では従来、校庭て遊ぶ児童の安全に配慮して、マンホーノレ

の上部を覆土していたが、被害状況の調査ではかえって位置が分か

らず弊害となった。復旧作業の迅速化のため、施設内埋設配管の位

置表示を建物倶|腔に表示することが必要である 。

ポートアイランドなどの埋立地では、地盤沈下戸;J策として建物と

の境界部にはスライド桝を設置してきた。スライド代が地震による

地盤沈下量 をl吸収しえたものには被害がなく、沈下対策が地震にも

有効であることカ苛欝忍された。下水道施設の管渠と同様、埋立地に

発生した液状化現象は、敷地内排水管にも大きな被害をもたらした。

管内に堆積した土砂は下水処理場に流れ込み、ポンフ等の機器や配

管を著しく摩耗し、大きな二次的被害が生じている。

トイレ洗浄水例制呆に相当の困難があ ったので、避華町/r によって

32 

はトイレツトペーノ f ーはトイレブース内に備え付けたごみ袋で回収

し、洗浄に用いる水量を努めて節約していた。給水事t情の面からは

越劇師Iてゆトイレ使用マナーの取り決めに感謝しつつも、 これが原

因で排水管内てや抑制轄を引き起こした。当面の トイレ使用や復旧

工事にはパキューム車が不可欠であったが、本市の下水道普及率は

高〈、手配するのがー苦労てあった。洗管作業率も問機であ った。

給水の復旧は被害 箇所を放棄し、仮設配管てツ f イパスすることで

対応てきたが、排水は自然勾配による排出方式であり、部分的補修

で済む場合を別として、逆勾配となった箇所から接続桝まで広範囲

にわたって改修する必要があった。

埋立地にある中央卸売市場東部市場では、長年の沈下に伴う地盤

のかきあげによって、腕也内汚水管がGL - 4. 5mにもなっていた。

この汚水管路網をテレビカメラにより調査 したところ、地盤変動に

より、至る庁「て。亀裂、接続部てやの脱落等の被害を受けていることが

判明した。i両朝時には地下海水面より下に位置するため、亀裂、 )J 見

落部分より日 量 l OOOm'を超す大量の海水が管内に浸入していた。こ

れを受け入れる下水処理場の機岩持買の腐食をヲ |き起こすとともに活

性汚泥の機能にも支障を与えることが予想されたため、処理場再閉

までにパイプライニング法によ って応急復旧を行宇っ た。

おわりに

ライフラインによる似合停止に備えて、水、電気 燃桝にっし、て

はライフスポ ットの施策が可能であるが、排水設備は滞りなく排出

するためのもので備蓄にはなじまない。震災直後、緊急対応として

合併j争行錯の設置申し入れを受けたが、活性汚泥の定着に時間がか

かるため、これを断念。「幹線の多糸統化と処理場のオ、ットワ ーク形

成J による処理の多様化が、今後の現実的対策であると考えている。

本市の下水処理場では消化ガスや下水高度処理水の活用を、また、

環境工場ではごみ焼却による余熱の発電等への有完b利用を図ってお

り、今後は環境保全、資源の有効利用の観点だけでなく、災害時の

緊急一対応にも対処できるよう、これらの施設の特性を街づくりに積

極的に活かしていくよう検討していきたい。

*  

最後に、上下水道の復旧に大変な労力と懸命な努力を傾注してい

ただいた、他都市J i e 渡職員、土木業者、神戸市管工事業協同組合等

多数の関係者の方々に心より感謝申し上げる。

引用参考文献

( 1 ) 神戸市復興計画

( 2 ) 阪神 ・淡路大波災における下水道復旧の記録 神戸市下水道局

( まつおか しんいち 神戸市住宅局営繕部設備諜機械第 I 係長)
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電 力 一電力設備の被害と復旧-

畑 中 利 勝

1 月17日午前 5 時46分に発生 した兵庫県南部地震では、電力設備

も火力発電所、変電所、送・配電線などに甚大な被害を受け、地震

発生直後には神戸市を中心として明石から京都府南西部にかけての

広範囲な地域で、 260万軒が停電した。

し: かし、鉄道 ・道路等交通網が大混乱するなか、各電力会社や協

力会社をはじめ関係者の協力をいただき、いち早< 6千余名の復旧

要員を投入し、懸命の復旧作業を続けた結果、 地震発生から 6 日後

の l 月23日には応急、送電を完了することができた。( 図 1)  

[ 万軒]

260(5・46地震発生)

250 

200 

停電

軒 150

|応急送電完了|

l I ¥b : UU}  
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v  on t司 n . n n¥
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50 
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日 時

図 1 停電軒数の時間推移

電力供給設備の被害状況

(1 ) 電力設備の被害概要

火力発電設備では、軽微なものを含めて 9発電所20ユニ ッ トに被

害を受けたが、原子力発電完rrでの被害は皆無だった。

架空送電設備では、地震による地崩れ、地割れ等により 23線路に

被害が、また地中送電設備では、地震による液状化、道路の陥没、

地割れ等によ り95線路にケーフツレ損傷、管路異常が発生 した。

変電設備では、 17カ所の変電所て変圧器、遮断器 ・コ ンデンサー

などの主要電気工イ伴砂J に大きな被害を受けた。

架空配電線路では、家屋倒壊等による配電柱の倒壊 ・折損並びに

傾斜等により 649回線に被害を受けた。

また、地中配電線路では、ケーフツレの車齢蒙破壊196粂のほか、幸い

停電には至らなかったものの早急に改修を必要とする被害がケーブ

ノレ、管路、人孔等に数多〈発生している。

(2)  架空配電設備の被害の特徴

図 2 は、支持物( 配電柱) 被害の分布を示す。図から、家屋倒壊

の被害が大きかった震度 7 の地域では、配電柱にも大きな被害( 写

真 1 ) が出ていることカT読み取れる。

閉じ建物倒壊率が高い地域( 震度7 ) でも、家屋密度の低い淡路

島北淡町と家屋密集地帯である神戸市域における支持物被害を比較

してみる L 家屋 t 支持物カf離れており家屋倒擦の影響を受けにく

い淡路島北淡町では支持物被害カ沙なく、支持均被害の原因は、家

屋 ・ピノレ倒壊に巻き込まれた連鎖倒壊が大半であったことがわかる 。

写真 1 配電柱の被害状況

){.例

1.  25基以上

. 1 0 - 2 4基

5 - 9基

1 - 4基

<8>渓! 友 7 の分午1，

支 持 物 被 安 数

( 0. 25凶当たり)

被:1;: 内手五 被害本数

l/r 打i 2，801 

傾 斜 6，755 

倒担軽 494 

滅 失 1，239 

合 計 11 ，289 
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(3) 地中配電設備の被害の特徴

地中配電設備は一般的には管路と人干しとその中に収容されたケー

フツレで構成されており、 地中イロ也域では、これらに加え、 I也上に機

器( 変圧器、開閉器) を設置し、需要者各戸へも地中引込みケープ

ノレを敷設している。

送電不能となった被害は、液状化発現地域や震度 7の地域に集中

発生 し、その半数ιL上は引込み線だった。被害の原因は、建物損壊

や火災によるものが大半を占めており、それらを除くと道路の割れ

沈下に伴う管路の折損や建物等との管路取イ寸部に発生 した段差およ

び需要者受電設備( キュービクノレ) の移動や倒壊によるものだった。

図 3、写真 2、 3 に地中配電設備の被害状況を示す。

段差約2000

図 3

写真 2 写真 3

需要者設備の被害の特徴

被害が最も甚大であった神戸市では、高圧需要者267511千のうち、

建物の損壊、倒斜、振動などによ り自家用電気工作物で被害を受け

たものが35対汗 (13%) もあった (関西電気保安協会調べ) 。
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引込み設備の被害の特徴 t しては、架空引込みでは、建物 ・電柱

写真 4 キューピクルの転倒

の損壊、傾斜に

よる家屋側支持

点外れ、地中引

込みでは、構内

柱倒壊による管

路立ち上げ部てや

のケーフツレ損傷

が多かった。

受 ・変電設古市では、 キューヒマクノレ方式と組み立て方式があり、被

害のほとんどはキューヒヲノレ方式( 写真 4) で、倒壊 ・損傷 ・移動

によるものが多し、。

配電設備の復旧状況

(1) 災害の復旧方針と復旧方法

今回の震災てやは、各地でライフラインが寸断されたが、特に電気

は人命の救助 ・患者の治療、防災 ・復旧 ・被害者支濃の実施、 20万

を越える i蹴1住民を含め被災者の精神的不安の解消や治安の維持に

は欠かすことがていきないものてあり、 一刻も早い電気の復旧は社会

の強いニーズであり、電力会社の使命でもあった。

5 日以内に全械で応急送電を完了させることを全社の復旧方針と

し、早期送電を最優先するため、損擦の激しい設備や、復旧が容易

でない地中設備な E を系統から切り離し、健全な高 ・低圧線、引込

み線を確保しながら、発電機車、バイパスケーブル、変圧器車など

の無停電樹オもフノレ活用し、架空仮似合系統を構築した。

図 4 高圧系統の応急送電方法

写真 5 電柱折損箇所の当て木に 写真 B 電柱地際折績箇所の鋼管

よる仮補強 利用による仮補強



高圧系統の応急送電方法を図 4、写真 5、

示す。

(2)  重要施設における電 力確保

所となっている 学校や公民館等の重要負荷へは応

急復旧に先立ち、電力各社の応援も得て発電機車

により応急送電を実施した( 写真 7)。

図 5 安全措置 ・送電保留の状況

従来、重要施設に対しては自家発電設備の設置

写真 7 高圧発電機車 による病院への応急送電

など、 需要者側の対策をお願いしてきたところであるが、燃料や冷

却水の不足で十分に機能を発揮できなカ、っ たものもあった。

(3) 需要者への送電方法と保安措置

家屋が健全な需要者へは、受電設備や屋内自己線等を絶縁抵抗 ￬ｾｬ｝ 定

等 により個別に安全を石街呆し、パイノ f スケーフツレ等 を活用して応急、

送電を行った( 写真 8 ) 。

一方、家屋の被害の著 い 、エリアや、安全カ市信恵できない家屋に

あっては、キ主上の高圧か岐線や引込み線てや切断するな E 、現地にふ

さわしい方法で送電を保留した。安全措置 ・送電保留の状況を図 5 、

写真 9， 10に示す。

写真 8 バイ パ スケーブルによる応急送電

写真 日 高圧線の切り離し状況 写真 10 柱上での引込み線切り離し状況

(4)  需要者自身の保安措置

地震では電気恭具等の損傷や散乱が十分予想され、居住者が避難

する際にはカ、、スの元栓を締めるのと同様に電気のブレーカー を切る

ことや、電気を? 使う前には事詩リした電気 スト ーブ等がないかなどよ

く確かめる必要があるため、テレビ、ラジオを通じて広報を行った。

復興への取り組み

現在、電力設備は街の復興と整合をとりながら、本格的な復旧工

事に全力を挙げて取り組んでいる。

この復旧工事と並行して、配電設備の被害分析 t 地震動の解析・

シミュレー ションにより、設備の市古霊性を評価するとともに、地中

設備も多くの被害を被ったことから、市慢性と早期復旧の両面から、

今後の設備形成労法の検討を進めている。

今回は建物等も大きな被害を受け、建物倒壊や受電設備損壊によ

る配電設備の二次的被害 も多数あったことから、ライフラインとし

ての電力の両指是性向上に向けて、電力設備独自の対応はもとより、

商標ヒツレ、地震動 を 受 け て も 陣1] や移動しないキュー ヒヲノレ構 造等

耐震性の高い受電設備の検討や、防災拠点等重要な建物にあっては

自家発電設備を設置するな E、需要者独自の対策も必要である。

これら建築物の雨模性向上策との整合をとりながら、復興に合わ

せた災害 に強い街づくりに貢献していきたい。

( はたなか t しかっ関西屯力株式会社お客さま本部オ、ットワーク技術グループ課長)
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各論. ライフライン

ガ ス - 阪神大震災を経験して-

岸 本 行 央

「阪神大震災」は阪神間のライフラインに未曾有の被害をもたら

した。大阪ガス鮒も、二次災害防止のため U まいえ広範囲にガス供

給停止をすることにより、被災者には多大なご不便をおかけした。

幸いに、皆様のご理解とご支援、ご協力のもと、無事故て復旧作

業を終える こt ができた。

本稿では、今回の震災によるガス設備の被害と復旧状況、並びに

その経験守踏まえた対応等について述ペる。

大阪ガスの供給システムと地震対策

製造所から送出されたガスは、 Jゲパナ( 整圧器) により、高圧、

中圧A 、中圧B 、低圧 t 段階的に圧力を下け‘ られ、各家庭に供給さ

れる。産業用や業務用等の大規摸な需要家には中庄で直接供給して

いるところも多い。また、 1 日の需給ノ f ランス調整を行うガスホル

ダーは中圧導管に連絡されている( 図 1 )。

集合住宅用 家庭用 商業用

図 1 大阪ガスの供給 システム

大阪方、ス附ではこれまで、ハー ド、ソフトの両面で地震対策を進

めてきた。具体的には、導管への耐童話肝や可とう性に富んだポリ

エチレン管 ( PE管) の使用、感震しゃ断機能の付いたマイコンメ

ーターの設置、そして供給エリア のブロック化等である。ブロック

化とは、地震発生時に二次災害を防止するため、各ブロック境界の

パノレフー操作により 、被害の大きい地域に限ってガス告場合を停止でき

るようにしていることをいう。現在、約 570万戸の供給区域全体を

8つのスーパーブロックしさらに 55のミドルブロックに分割して

いる。

阪神大震災における被害状況

製造設備、高圧導管、ガスホルダーにおいては、全く被害はなか

った。なかでも、葺合供給所( 神戸市中央区) では地震加速度833

Gal  t いう激震を記録したにもかかわらず、全ホルダーに異状なく、
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その雨時芝性の高さを実証した。

中圧導管では、道路の陥没や橋梁の損壊等により、一部のj割安鋼

管に変形が生じたが、カ、、ス漏れには至らず、信頼性の高さを改めて

証明した。典型的な事例を写真 1 に示す。なお、パノレフ。接合部のフ

ランジ等から若干の軽微な漏れがあった。

写真 1 湾曲してもガス 漏れのなかった中圧 B 導管

写真 2 地面に露出しても破損のなかったポリエチレン管

一方、低圧導管には旧仕様のオ、 ジ継手を使用し た導管が残って お

り、被害はその部分に集中した。ただし、被害率でいうとイ掛合停止

地区においても 導管 1km当たり 0.92件であった。なお、王島在導入を

進めている P E管の被害は皆無であった( 写真 2 )。

建物の要文地内のガス管( 内管) においては、 j割妾配管、 P E管、

フレキ配管の被害は全くなかった。被害の中心は、地中部および建

物貫通部のオ、ジ、継手部であったが、架空配管部分の被害は建物が損

壊しないかぎり軽微であった。また、よ旦立地等てやは、メカニカノレ伸

縮継手が有効に作動し、 70cmの地盤沈下に対しても被害を防い1':'1列

があった。

供給停止と復旧

地震当日、当社は方、ス漏れによる二次災害を防止するため、被害

の大きい 5つのミドルブロック、約85万7400戸のガスの供給を停止



させていたfごいた。

いったん供給を停止したブロックては、道路面はもちろんのこと、

一軒一軒の家庭の方、ス管、 3ゲス設備まで点検修理し、すべての安全

制僻悲 してはじめてf端会を再開する 。 したカf って、復旧には長い期

聞を要することになる 。今回の供給停止処置は、安全の確保 t 長期

にわたる需要家の不便という こ衛干反の中で、安全を優先させた断

腸の決断て、あった。

約86万戸という供給停止は、日本の万、ス事業史上はじめての崩莫

てあり、その復旧には、全国のpゲス事業者からの応抵約3700人を加

えた、品鯖紳(]9700人 い、う大部隊が投じられた。 また、投入された

車両も約4800台に達した。

多くの方々のご支援並びに地域の方々のご理解、ご協力により、

これほどの大規撲な震災にもかかわらず、 85日間て復旧作業を無事

完遂する ことができた( 表1 ) 。

表 1 近年の震災におけるガスの供給停止と復旧の状況

t也 ι望 名 宮城県沖 円本海中部

発 生 年 月 78年 6 月 83年 5 月

J也渓規模 (M) 7. 4 7. 7 

供 給 停 止 戸 数 15. 1万戸 1.5万戸

復 旧 日 数 28日間 30日間

写真 3 ガス管からの水抜き作業

釧 路i't' 阪神大波災

93王F- l 月 95年 l 月

7. 8 7. 2 

0. 9万戸 85 .7万戸

23日間 85R 問

復旧を阻害した

要因には、交通渋

滞、障害となる放

置車両や瓦聴など

多々あった。なか

でも、カ、、ス管内へ

の大量の水や土砂、

の流入は想像を絶

するもので、復旧

作業の最大の陣害

(写真 3)  となっ

?こ。

今回の経験を踏まえた強他対策

主な対策として、まず第一に、ガス設備の耐震性向上のため、特

に今回被害の大きヵ、った低圧導管への P E管および市首号接手の普及

をより一層促進させる。

第二に、二次災害防止等の安全l岱街呆のため、昭和62年より進め

てきたマイ コンメ ーターの普及を加速し、平成 8年度中に全家庭に

設置完了させる。

低庄

導管

図 2 災害にも配慮したガス設備< 戸建て住宅>

鋼管( 溶接 ・メカニカル継手) . P  E管

図 3 災害にも 配慮 したガス設備 < 集合住宅>

金属フレキ管継手

図 4 免震締法用ガス配管の一例
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第三には、復旧をより早める対策として、告訴合ブロックの細分化

と地震計の増設等を行う 。 これにより、被害の大きい地区をより早

〈、的確に把握し、供給停止地区をより小さい範囲に限定すること

が可能 t なる。また、ガス管損f期間所の特定や方、ス管からの抽水等

の復旧支援技術の開発、向上にもカを入れていく。

建物におけるこれからのガス設備

まず、最も寸鮒な建物てある戸建て住宅の場合守図 2 に示す。

ガスの供給には、 P E管やフレキ管等の可とう性に富んfご耐震性

の高い配管を用いる。マイコンメ ーターは、万一の場合にガスを戸

内に漏らさない安全の要であり、都市方、ス警報器と連動させる こと

で、安全性がさらに高まる 。そして移動形J ゲス機器との接続には、コ

ンセントカ、、ス栓を使用する。 コンセントガス栓は、ホース外れ等の

万一の場合、 j / スを自動しゃ断するヒューズ社財蒋が内蔵されている 。

厨房、風呂、給湯、暖房等のガス設備には、固定カ' 1 i 在実にできる

ピノレトイン機器を提案してし、る 。な お、大阪ガスの給湯暖房システ

ム( エックスシステム) は可とう性に富んだ樹脂管を採用し、静I震

性にも優-れている 。

集合住宅の場合も、各住戸における考え方は戸建ての場合と基本

的に同様であるが、共用内管に対する配慮が必要となる 。特に今回

の震災でも被害の集中した、建物との取り合い部の変位l吸収が重要

てあり、その声慌として、不等沈下伸縮継手やエノレポ返し配管を用

い る ( 図 3 )。

超高層住宅となると、共用内管は市提訴-1ーされ、溶接配管を用い

るため非常に面帯主'1主の高いものになる。より安全性を高めるために

感震器連動緊急、カ、、スしゃ断装置の設置が有効である。

一方、建築側の動向としては、震災以降、市IJ 震・免震構去に非常

に強い関心が集ま って おり、 当社においても免震構法に対応できる

カ守ス配管の標準化( 図 4 ) を進めてし、る 。

最後に、重要施設における最直なガスシステムについて考える。

防災拠点となる庁舎や役所、病院、また企業の本社ビノレ等におし、

ては、今回のような災害時に、安全はもちろんのこと、その機能の

石割呆が要求される 。そのためには、建防や設備そのものの商売副主は

もちろんのこと、ガスや電ラ稗 の エ ネ ル ギーの安定確保が不可欠で、

ある 。

当社では、上記のような非常に重要な建物に最適なエオ、ノレギーシ

ステムとして、 信頼性の高い中圧供給による防災型都市方、スコージ

ェオ、レーションシステムの提案( 図 5 ) を行っている 。

このシステムを導入することにより、電力および、空調等へのエ

え、ノレギ- t共給の二重化が図れ、災害時のエオ、ノレギーセキュリティが
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図 5 重要建物に最適なエネルギーシステム

向上する 。加えて、備蓄燃料なしで防災用の非常用発電機との兼用

が認められるため、イニシヤノレコストや設置スペースの大幅な低減

が図れる。さらに、発電機が常時稼働となることから、非常時の起

動トラブノレの心配もなくなる 。

また、中圧カ、、スカ汚 |き込まれていれば、低圧ガスカf供給停止にな

った場合でも、ハウスレギュレーターにより降圧して低圧万、スの使

用カ可能となる 。

おわりに

あまりにも大きな代償て、はあったが、今回の大箆足が、当社の進

めてきた地震対策の有効性を実証すると同時に、いくつかの課題を

提示した。

当社では、今回の経験を基に、ライフラインとしてのカヌをより

一層信頼性の高いものにするとともに、これからの↑ 対車な街づくり

を担う 「安全 ・安心 ・役に立つJ カ、、ス機器、カ、、スシステムの提案を

精力的に進めていく。

( きしもと ゆきお 大阪ガス株式会社者Ilrli 閤営業部課長)



情 報 通 信 一 通信インフラと建築、設備-

永井正樹/ 栗林博之

阪神 ・淡路大震災はライフラインに甚大な被害をもたらし、者11市

機能を麻療させた。その中で通信設備も震度 7 の激震に対し被害を

免れることはできなかったものの、 上回交的軽度の被害て済んだ。

通信インフラの被害と復旧

(1) 通信設備、加入電話回線の被害

N T T  は災害時の情報通信の重大さを考慮し、各種防災.M策を実

施してきたが、これが功を奏 し交換機、伝送設備の被害はほとんど

なカ B った。しかし、 一部のビノレて、商用電源が停止し予備電源装置が

破損したため、Ｍｾ報月、阪神地域の全加入電話回線の約 Ｒ 割にあた

る28万 5千回線に景雑草を及ぼしたが、全国から到着した移動電源車

により順次回復することができ、 l 月18日午前中にすべて回復し

た。

加入者系通信 ケーブルに ついては、 19万 3 千回線が被害を受け

た。これに対し全国からピーク時で7.000人伝投入し、 1月31日まで

に倒壊家屋等を除くすぺての回線の復旧を完了した。回復までの聞

は鮒ヰの特設公衆電話を精力的に設置し、被災者の通信制御した。

今回の被害の特徴は、被害のほとん E が家屋の倒壊、電柱の倒壊

などによる架空配線の被害であること、 地下部分については配管、

マンホール等は被害を受げたものの地下首己線の被害率が非常に低L、

ことである 。これらは伸縮配管の採用およびヲ |っ張りに耐えうるケ

ーフツレ予張対策等の成果であると考えられる。

(2) 通信設備( 交換機等) を収容する建物の概要

. 地震と通信用建物

通信用建物の地震による被害の租支は小 さく、建物の被害が原因

となる通信サービスの提供への支障はなかった。すべての通信用建

物は補断絹使用が可能である 。N T T の通信用建物の面様性能の

高きが証明されたわけであるが、それは 1968年の十勝沖地震以来地

道に積み上げてきた以下のような国E慮、声.t策による 。

①会社会体として、耐震性能の確保に対する認識が高い。

⑫ｾＡＶ 也 選定に際し十分な調査をし、良好な 地 盤の選定に努めている。

③震度階 7 まて視野に入れた耐震設計の目標を定めて いる 。(表 1)  

@邑去の地殿様経験や独自の研究成果に基づいた、独自の 「構造

表 1 建物の耐震設計目標

渓 度 人命

建物の損傷等

主要部材 仕 上 材 ( 一次郎材)

姐 Ｑ 渓 Ｈ￭ｩｾｊ 立断 ｖＩ tJH$なし t m:あなし

地表加速度80- 250Gal 安全 ( 信組-F単位)

Ｈ耐渓ｾＺ小包裂Ｉ

烈!i2-{ ( 良度階VI) 軽微なtn傷で修理可能 軽微なtflisで修理可能

地表力11速度250- 400Gal 安全 ( 骨組:降伏前後)

( 耐震壁:ijJjl !型性)

時xi2-{ Wl 度陪VII )

安全 品i暖または倒撲を避ける

地表力11速度400Gal 以上

設青陥針」を制定し、市4震設計を行っている。

⑤ 1000人を超える 一級建築士が、厳格な工事監理を行っている。

⑤大部分の建物は昭和30- 40年代に建て られたものであるが、これ

らの古い建物については荷慌診断、補強営実施し、前提性能の確保

を図っている 。

d耀物の点検、紛持管理を全社的に実施している。 ( FM 業務)

③通信設備、建築設備、建物二次音防科卒についても振動実験等を行

い、十分な耐震対策を実施してし、る 。

・降雨と通信用建物

地震による最初の一撃には何とか持ち こたえた通信用建物である

が、次なる敵は「水j である 。過去に経験のない大変形制郎、られ

たわけであるから、屋上防水層、外壁シーノレが健全である保証はな

く、屋上スラブのクラックからの漏水が懸念された。「通信設備= コ

ンピュータ」である 。せっかく確保された主要回線も一滴の水です

べてが水の泡となる危険性がある 。 1月22日未明から | 懲り始めた地

震後最初の雨に対して、徹夜の警戒体制が取られた。

地震から 5 R 固いづ状況であるから新たに防水層をやり替える

ことは不可能である 。 また不完全は防水はかえって水の浸透先を変

え、予期せぬ場所からの漏水の危険性伝生む。結局、採用した対策

は、外部からペニア、シートにより最低限の養生を施した後、現場

て待機し漏れた水を漏斗て、、集め排水するという最もシンフ。ノレてV在実

な方法である 。いわば人海戦争fifてあるが、結果的には最善策であっ

た。 6 ピノレで漏水が発生したが、思わぬ場所からの漏水についても

迅速に対応し、 r*Jから通信設備を守ることができ、通信サービス

に全〈支障はなかった。

(3) 復旧活動と建築、設備

地震と降雨に対し最小限の損傷で済んだ建物の次なる役割は、数

千人に及ぶ復旧部隊の活到腕点の確保であった。背目告な環境下ていの

重労働には睡眠、栄養( 水分) 、衛生の確保が不可欠である。

上水道カ f l J ! J j - たれた建物Jの生活用水は、被災直後は給水車からの水

をポリタンクやドラム缶に溜めることにより確保したが、建物内の

配管類が健在てあることが判明した後は、屋上水槽や屋外に設置し

た仮和則に直樹林する方法を採ることにより効率的に確保でき

た。当然のことながら通信設備への二次災害を防止するため、系統

別にエアーテストを行うなど漏水がないよう万全を期した。

液状化等によ り舛井昨が地盤沈下した地域では、建物との接点の部

分で給排水管の損傷が生じた。 これ らの建物に対 しては仮設の排水

管を敷設 し、 早4 月のトイレ1a J 刊を図った。

復旧部隊の宿泊場所も、激震地域では交通機関が遮断されている

にもかかわらず、 ＲＴ 時間の復旧体制であることから、 ｊｦｾ サ室の近〈
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図 2

NT T の光アクセス

システムとは

にまとまった数が必要とな った。講堂や食堂等の大きなスペースに

かろうじて確保できたが、復旧部隊の健康を考えると、特に地震の

初期数日聞はエレベータが動かぬことも多いことを考えると、低層

階に災対室、宿泊設備を有することが有効である 。

将来の通信インフラと建築、設備

N T T の復興の基本方針は、 ①マノレチメテV ア時代を展望したア

クセス網の光化、②災害に強い通信え、ットワ ークを構築するための

地下化の推進、 ③通信センタの分散化、の 3点である 。

(1) 通信センタの分散化

今回の地震の

反省を踏まえた

災害に強い通信

センタおよびオ、

ットワ ークの形

態は、 図 1のよ 図 1 通信センタの分散形態

うになる 。すなわち、ある 一定のエリアに対し 2つの通信拠点を定

め、拠点聞を信頼性の高い地下基盤設備( 洞道) てルーア状に結ぶ。

これにより、片側の通信センタが仮に被災しでも、もう 一方のセン

タでカバーでき、イ言車貫性を石倒呆できる 。

通信センタは災害時の防災拠点ともなる 。防災拠点としての通信

センタには、以下の設備等が必要で、あろう 。

①災害時の生活用水を常時備蓄する 設備( たとえばフ。ーノレ等) 、災害

時に飲判水として使用するための井戸設備、非常用食料、医薬品の

ストック等

②災対室が設置できる通信機能の充実した広いスペース、宿泊スペ

ース( 卸音階が望ましい)

③空からのアクセスのためのヘリポー卜 等

④プーノレの水を有効に利用するための中水道設備

⑤災害時の電力確保のための 2系統受電設備

(2) 光化、地下化

ますます高度化、多様化する情報通信時代において、アクセス網

の光化は、マルチメテ川ア化に向けて急速に進展していくと考えら

れる。今後新築される建仰については、当然、光通信を念頭におし、

た設官商蒋築が必要となる 。N T Tでは、客先まで光ファイパーケー

ブノレを敷設するためのインフラ設備構築を推進しているところてあ

る。 しかし現時点では、テV ジタノレ光通信 t アナログ通信が混在す

るため、テY ジタノレ光信号とアナログ信号を変換する「光アクセス

装置 ( RT ) J (図 2 ) を客先ピノレ内に設置する必要がある。

五L 七の観点から、今回の震災撚}I! を踏まえて、建物の通信設備と

40 

して次の点、を考慮していただきたい。

i  ) ピノレ号 |き込み 建物への通信ケーフツレの引 き込みは、地域景

観の観点から、また今回の震災においても地下は架空に比べ震災の

景洋Fが極端に低かった (1/ 30) ことから、 地下号 |き込みカ望まし

い。 また、光ケーブルは万一一方が古郊議しでももう 一方て、》ノ f ーてや

きるノレーフ百四J裂を採用していることから、客先ヒツレ号 |き込みについ

ても 2ノレー ト化しておくのが防災上有利で‘ある 。 また、特に液状化

地域等では建物と地盤は別々に動くことを考慮し、配管等 は変形に

追従する構造とすべきである 。

ii) 電源対策 光アクセス装置自体は蓄電池によるパックアップ

電源を有しているが、通信回線の重要度によってはさらに非7有用の

電源も必要である 。 その際、電源の切り替え( 自動、手動) により

給電可能な回路とする必要がある 。 ， 3. 800-寸

iii) 通 信 機 械 室 従 来 の

交換機、配線盤に加えて、

光アクセス装置、光ケープ

ノレ自己線盤の設置が必要とな

る。 さらに災害時に迅速な

作業性制11tf保するには、通

イ計謝1成室は十分なスペース

が必要と考える 。 また光デ

ィジ、タノレ装置は高精度の電

子機器を使用していること

から、玉乞業の重要な神経系 図 3 通信機械室の例

である情報通信設備を良好な品質に保つには空調設備を完備するの

が望ましい。標準的な通信機械室を図 3 に示すが、機器の配置、構

成はピノレ規摸lこより異なるので、 NT T支庖にご相談いただきたい。

次世代の通信インフラヘ向けて

N T T の責務は、各種サービスをより安〈、使いやすく、確実に提

供することである 。今回の地震を教訓として、設計思想、被害、復

旧等を冷静に反省し、 21世紀のマルチメテV アu寺代にふさわしい災

害 に強い通信オ、ットワ ーク、より信頼性の高い通信インフラを構築

してゆく所存である 。

( ながい まさき N T T サービス生産本部阪神復興雌 室次長 )  

くりばやし ひろゆき N T T 関西支社設備企画部不動産企画室担当課長/



各論. ライフライン

防 災 一同時多発火災に対応するために -

藤 井 章 三

1 月17日5 時46分、突然襲ってきた大地震は一瞬にして神戸の町

を廃櫨にしてしまった。家屋やピノレが倒れ、多くの人々が生き埋め

となり、地震と同時に発生した火災は、 とどまることを忘れ、まる

で消防隊をあざ笑うかのように広がっていった。そして結果的には、

神戸市内だけでも死者3，860余名、家屋等建物の倒壊86，000余棟、

焼損面積65万平方メ ー トノレという空前絶後の被害をもたらした。

わす' か数十秒の出来事が多くの尊い命や生活を奪ってしまうなん

て、→材ごれが予想、しただろうか。「関西地方では、大地震は起こら

ない」と言われていただけに、ほとんどの人々は全〈予想もできな

かったのではないか。このちょっとした油断が、被害をここまで大

きくしてしまったと言っても過言ではないと思う。

私たちは、 この震災で多くの反省と教訓を得た。特に火災につい

ては、マス コミ なE からの様々な指摘も手伝って、消火活動や消防

水利の問題が大きくクロ ーズアップされた。

火災の消火と消防力

火災の消火を考える場合、 「消防力」が重要になる。一般に消防力

とは、 「人J r車両J r水J の三要素から成り立ち、消防カが火勢より

勝っている場合、火災を消火することができるが、劣っている場合

は、道路や耐火建築物等周りにあるあらゆる物を消防力の補充材料

としなければならず、どうしても焼損面積は大きくなってしまう 。

このたびの地震直後の火災発生状況 t 神戸市各区別消防力は表 1の

通りであるが、これによると、西区の l 件を除き、その他はすべて

神戸市の市街地の 6区で発生していることが分かる。

表 1 震 災 直 後 の 火 災 発 生 状 況 と 各 署 別 消 防 カ

焼 失 而 税

il'i 防 力

作戦区

火災

( 敷地 m' ) 人 以 事 同 水( * 2) 

件 数

( *  1) 

当務H ポンフ. 救 急 救 助 特 殊 防火水機

総 数 60 465，921 292 36 27 4  13 968 

" * 滋 10 17 ，367 29 4  3  l  91 

i灘 13 51 ，243 26 3  2  1  I  77 

:11 合 5  2，589 18 3  l  63 

't 111  3  312 28 3  2  1  2  49 

兵 庫 11 119 ，616 22 3  2  1  99 

ｾｴ＠ 。 。
37 5  5  l  132 

長 111 13 252，222 24 3  2  2  92 

須躍寺 4  22 ，495 33 4  3  l  1  116 

ｾＱｩＡ＠ Jk 
。 。

29 4  3  1  61 

ｾｍ＠ 1  77 29 3  3  1  1  226 

ノド _j '  
。 。

17  l  l  2  22 

本 1 ｊｉｈｾＱ￪ ｾ ｬＺ から Ｖ 時までの火災件数

*  2  公［止 ｾｽｪ 火水怖の数Ｈ平成 Ｖ 年 Ｔ Jl 1  IJ 現花)

神戸消防の場合、過去の炎上火災のデータから計算すると、 1件

の火災の消火に 4.2口の筒先を要していることになり、 l 台のポン

プ車で 2 口放水すると、 l 件の火災の消火に 3 台のポンプ車が必要

となる。この理屈を今回の火災に当てはめると、次のようになる。

なお、ポンフ司は全市で36台、 6区で24台として計算してし、る。

消火可能件数全市/ 12件 6区/ 8件

消火不能件数全市/ 48件 6 区/ 51件

すなわち、全市のポンフ嘩を即投入した t しても、消火はわずか

20%だけとなる 。また神戸市には予備ポンフ曹が36台あり、これを

糊米隊および ｾｉ￵ 番員て運用したとすると、全市で消火可能件数は ＲＴ

件となるが、この場合でも理論的には消火は不可能 t なる。しかも

これらはすべて消火栓が使用できた場合であって、このたびのよう

に消火栓が使用て3 ない場合は、もっと消火の可能性は低くなる。

長田区の火災を例に取って検討してみると、長田区では地震直後

13件の火災が発生しているが、ポンプ車が入れた現場はわずか 3件、

他の 10i Lドは全く手が付けられなかった。 しかも この 3 件の火災は、

消防隊が駆けつけたときにはすてーに数百げが炎ーヒしており、消火栓

が使用できなかったことも手伝って、延焼阻止すらできなかった。

その結果13件の火災はどんどん拡大し、最終的にはポンプ隊93隊

( 神戸市隊24、他者[1市隊69隊) 、小型動力ポンプ13台による海や河川

からの長距自i伝孟水を実施し、 18日の朝ようやく鎮圧することができ

た。 もし消火栓が使用て、きていたなら、最初の 3件の火災は、相主

時聞は要するものの消火は可能であったと思われる 。他の 10現場

は、消防隊が入るまでの聞は消火活動が実施ていきないため延焼は拡

大するが、その後の消火部隊の投入によって、結果的には現実より

相当被害の軽減が図れたと思う。つまり、消火栓の使用不能は被害

を大きくした最大の原因ではあるが決してすべてではなく、同11寺多

発災害に対応て》る車や人員の不足も、大きな問題てあったと思う。

神戸市消防局では、この結果を踏まえ、同時多発災害 に対応でき

る体制を整備するため、同11
1戸市消防基本計画uを策定し、消防力の

強iイヒを図ろうとしている 。

消防力の強化対策

消防基本計画に定める消防カの強化は、まず「人J と「車両」に

あたる部隊の増強、そして「水j にあたる多目的7 M!の配備として

位置付りられている。

1 . 部隊の増強

震災時の同時多発災害に対応するためには、部隊の増強が不可欠

ではあるが、財政上および経済効果の点からすると、ある手到互の部

隊の増強は必要だが、すぺてを部隊増強に求めるこ t は必ずしも得
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策であるとは言いがたい。このような大展災が起こった場合、一消

防本部だけで対応しようとすることは所青封票理で、市民や消防団お

よび千也都市の応援隊をも含めた初動体制制雀立することが必要であ

ると考える。実際、消防庁や全国消防長会が中心になって、早期の

E日愛体制の充実が図られようとしている 。 また兵庫県下の消防本部

においても、現在の「兵庫県広域消防相互応竣協定J を見直し、早

期の応援体制の整備をこの 11月に図った。一方、市民や消防団につ

いても、 100m'の耐震型防火水槽の整備に伴い小型動力ポンプを同

時に配備し、消火栓が使用できないときで、も、初期消火活動ができ

る体制づくりを推進 している 。

2. 消防水利の拡充

神戸市てな、これまで消火栓を主 t し、防火水槽を従とした7 MIJ

声.t策を講じてきたが、今回の地震を教訓として、これまでの考えを

改め、次のような消火栓以外の消防水利の整備基準を制定し、神戸

市として総合的な対策を講じることとした。

[ 消防y同 l整備基準]

神戸市の市街地を 250mメッシュに区画し、 1 区画に l

償|五μ ニの消火栓以外の消防7MIJを確保する。

‘ ーーーーーーーー ーーーーーー・ーーーーーーーーー一一ーー' ーーーーーー・・ーー・ーーーーーー 苧ーーーーーーー・・ーーーーー一一一一ー一一一一ーーーーー・ーーーーーーーー J  

消火栓以外の消防水利としては、防火水槽、河川、海、雨水幹線、

下水処理水、プーノレな E あらゆる水施設を考えている。このほかに
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に配置済み。

(2) 他部局等へ依頼するもの

も、スプリンクラ一等の消防

用設備の専用7N<1i やヒツレ蓄熱

槽等の利用、さらにはピノレの

地下空聞を利用した水槽の設

置も検討している。

(1) 消防局が推進するもの

-耐震型防火水槽 (100m') の

設置一今後 10年間に 400基

整備する予定。平成 7 年度は

5(}' 基を設置。

- 海水利用型大型ポンフ耳お

よびホース延長率( 各 9 セッ

ト) の配備ーポンプ車等の中

継な してや長距関腿水を可能に

するため、市街地の消防署に

l セットずつ配置。 (12月の

予定)

・10 トン水槽寧 (11台) の配

備一各消防署にすでに 8 月

・|坊火水槽のように消火専用ではなく、河川等 の 粉ド化事業等他用

途を主と し、その際に消防水利機能の確保を図る。

- 現在他部局が管理する水施設の一部改修により消防水利化を図る。

(3) 民間の事業者に依頼するもの

・消防用設備の専用水槽の増量および耳兄水口の設置

. 地下空聞を利用した生活用水との兼用水槽の設置

・菩葬! 噛等王見』生ある 7同Eを利用するための耳R水口の設置

これらについては、助成制度を設け、事業者の協力を得たいと考

えている。特に民間 ヒツレの水槽の利用は、今後の消防水利拡充計画

には欠かせないものであり、いざと 言 う時には大変f交立つものであ

るため、積極的に推進したいと考えてし、る。

ιL上、消防力の強化方針について、神戸市消防局の取り組み方を

簡単に述べたが、二度とこのようなことを起こさないためには行政

だけでなく、市民や事業者の協力が不可欠となる。神戸市を災害に

強い街にするためには、都市の不燃化はもとより 、市民全体約時に

は消防士にもなり、至る所に消防水平IJ が整備されている街にしてい

く必要がある。建築関係者にも、安全な径? づくり、そしてピノレ自体

の生活用水や消火用水の確保に、手i掘的な取り組みをお願いしたい。

(..l 、じL 、 しようぞう 神戸市消防局警防説mf曹l係長)



各 論園建築設備

庁 舎- 防災拠点としての復旧と建築設備計画一

高 見 和 則

市の行政の中でも市民生活に中心的な役割を果たすべき、また生

活基盤制旦い社会的機能を維持するべき公共建物( 区役所・消防署・

土木事務所) も今回の震災て被害を受げた。 これらの公共建築は災

害時の防災拠点として壊れてはならない建築物であったが、現実に

は大きな損傷を受けた。その被害の検証をして今後の復興にあたる

予定である。

神戸市では、市内に本庁舎および 9区御斤があり、本庁舎 2号館

については、マスコミに何回も紹介されたように損壊してしまった。

その中には土木局 ・都市計画局 ・住宅局 ・下水道局 ・水道局等災害

時には対策のメインにならなければならない部局が入っており、そ

の後の復旧工事には、資料を出せない状態での執瀦を余儀なくされ、

困難な状況で、仕事をすることになった。 1号館の 8 階に災害対策本

部を設置し、上記の部局は l 号館の空き部屋に仮移動し、初期の復

旧にあたった。

各区役所は、東灘区役所・灘区役所の 2 区役所が大きな被害を受

けたが、その他の区役所は l. f とん E建防の被害を受けなかった。初

期の区役所は、救急救命作業、遺体の石信忍、物資の集配拠点として、

また雌儲支援を行い、その後ボランティア ・支援職員の受け入れ

などの災害夏|日にあたった。その後は、 り災証明受付 ・家屋解体の

申請 ・仮設住宅の申し込み等の受付会場として機能した。

被害の状況を表 1 に概略まとめている 。消防署は葺合消防署 ・生

田消防署の 2消防署が使用できない状態であったが、土木事務所に

大きな被害はなカ 3 った。

今回の報告は、調査と復|日に携わったものとして本庁舎 ・区役所

を中心に、以下その被害の内容を列記する 。

庁舎の建築設備の被害状況と復旧対応

- 本庁舎

本庁舎は 3棟あり、その中で昭和32年に建設された地下 l 階、地

上 8 階建ての 2 号館が 6 階部分で完全に座屈した。 しかし、本庁舎

はエオJ ギーセンターカf別棟 ( BI F- B3F) であり、そこが鮒碁で

あったため庁舎には震災後すく宵源カ守備合できた。ただ、水道 ・ガ

スの復旧は相当遅れたため、その使用はできなカ、った。しかし中水

に井7阿'IJ 用をしており、 トイレj先浄水は問題なく使用てきた。 また、

空調は、 11耕月は真冬であったが自然換気も取り入れており、寒いな

がらも執誘可能であった。地震後、 2号館に資料を取りに入ったと

きは、職場の状況はロッカー ・机が倒れ、書類が床の上に散乱して

いた。 もし、草b務中であればと思うと背筋が寒くなった。

・区役所

区役所は、建物内の設備よりも、ライフラインが遮断されて設備

機能カ? 浮世寺ていきなかったことの方が、 震災直後て、は大問題であ った。

電気では、地域の防災拠点であるべき区役所で、配電線がずたず

たに被害 を受け、 2 - 3 日間全〈電気がなく蝋燭で対応した区役所

もあった。特に東灘区役所 ・長田区役所の復旧が遅れた。しかし、

電力会社からの発電機車で緊急、供給した区役所もあり、また、地元

電気設官耐動力会の協力を得て発電機を置いた所もあった。

発電機は、複合用途建築て、は非常用発芯機を設置、冷却方式が水

冷式であり 20- 30分程度て存止してしまった。 したがって、それ以

降は電力会社の送電を待つしかなかった。11紛羽が真冬であ ったため

寒さがj激しく、空調設備の索時! は方、ス l吸収式が多く、暖房が不可能

であった。 その中て、電気の復旧が早 〈、 I唆をとるのに電気ヒータ ー

を使用したため容量が不足した。 しかし、変圧総容量を追加するの

も困難であり、使用の制限を実施した。

蓄電池は、震災直後停電したため、す? に直流電源に切り替わっ

たが、その後長時間にわたり停電したため、完全放電した例が多々

あった。電池は多少固定が外れていたものがあったが機能はして L、

た。完全放電をくい止めればその後の復旧費用は少なくて済んだと

思われる 。

昇降機は、昭和56年以前に建築されたものがほとんどでやあ ったの

で、建物の被害はもちろんあ ったが、昇降路の被害も あり、また乗

り場の壁面も構造壁てないこともあり、クラック、剥離が多数あり、

昇降機の運行は大改修をしないと不可能で、あった。昇降機も人身事

故は皆無であったが、これは地震発生時聞が早朝であ ったためであ

り、朝月寿時間中であれば想像を絶する被害があ った t 想像される 。

被害の主なものは、乗り場三折半損傷、レーノレの山がり、カウン

ターウエー卜 のレーノレよりの外れである。 地震直後は昇降機が全〈

動かず、階段の上り下りが大変であ った。応急修理てポ部分的に動か

した力士現在でも、完全復旧まで、は至っ ていない。

昇降機の耐震基準については検討されているようであるが、今回

の被害状況から見るとカウンターウエー卜の取付対法等の見直 しが

必要であると思われる。

防災無線は、日頃から防災行政無線は訓練等で使用されていたに

もかかわらず、 震災時には有効利用て、きなかった。 これは、機器の

倒壊により作動しなかったものであるが、その予官待機も倉庫にあ っ

たが、使用されなかった。震災の掬げもあるが、日常使用してい

ないものは、緊急時でも使用できないと思われる 。

情報通信は、区役所は住民の日頃の窓口てゃあり、住民票 ・印鑑証

明等の交付をオンラインにより 実施していたが、イ亭電により全〈使

用できなカ 3 った。

給水設備て、は、高架水槽と建物導入部および壁内( ブロ ック積み

建築と社会 ・1995. 11 43 



表 1 庁舎建物・設備被害状況

築年度 ill 物 電気 絵1J 1水 空調 ガス 昇 降 機 {鴻 ヨｾ

li '  

I 号館 561 軽 微 軽 微 軽 微 ロー プ外れ

2 号館 532 倒峻 X  ×  X  ×  ×  

3 号館 539 
?  

トランス 軽 微 電動発危機

エネルギーセンター 5 61  

東灘 542 小破 軽 微 軽 微 軽 微 軽 微 消防草壁f井イ子

ilfI 5 34 
.，..破

軽 微 引込、 A H 軽 微 消防!l! 併 存

，ｾ＠
a.j. 央 5 55 軽 微 小破 日銀タンク A H  

，.，'1破

兵庫 5 47 軽 微 軽 微 軽 微 消防署f井イ子

i生 」仁 548 軽 微

天板が磁損した高架水纏

長111 H 5  小破 経措生 軽 微 軽 微 軽 微

j叶

ｾｗｦｻＭ 5 42  軽 微 小破 軽 微 軽 微 消防署i J f 存

* 水 563 経1政

i14  556 小破 経 徴

主王子干 543 
?  ?  .，. 破 軽 微 ."，"' 破 住 宅 併 存

生 111 546 
?  

軽 微
?  住 宅 併 存

iI 'i  

水_I . 554 中政

ｾＩￎ＠ ｾ ｴ＠ 546 無被害

'8 

長山 H 2  軽 微 軽 微

垂ノk 550 小破

同 H 4  " 'lj 度
屋 上 ク ー リ ン グ タ ワ ー 側 板 外 れ

東部 560 経 微 軽 微

1:  1.，. 部 5 51  小破 軽 微

本

ｾｴ＠ 5 53 無被害

J奇

阿部 H  1  小破

1折
議ノk 5 48  軽 微

i14  554 小破

ブランク 被布なし ＿ Ｚ ［ｉ耳究不 ｩｩｾ x:  t自1))買により破t I l - - - :  J!主・112止備なし

6階が崩壊した神戸市本庁舎 2 号 館

9 階冷温水ポンプ基礎のとび出し

補壁破損、扉歪み
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部を含む) 配管に被害を受けた。 9区総合庁舎のうち高架水槽が破

損したもの 1施設、 小クラックにより漏水したもの 1施設で、受水

槽はすべ、て被害がなかった。飲み*1まペッ トボ、 卜ノレやビーノレひ、んて。

配送されたが、雑用水の確保には大変な苦労があった。河川が近く

にある施設では河川をせきとめ雑用水として利用したところもある。

水道の復旧にともない直圧給水管を水槽ヵ、らの降水管に接続し、仮

設的対応をした。狭いパイプスペースや機器のサービススペースお

よび更刺侍の搬入経路の確保されていない建築計画て、は、災害時の

仮設的対応や急がれる機器の取り替えに余計な労力と時聞をかける

ことになるので、十分な計匝上の自己慮が痛感されたところである 。

排水は、地盤が変動したため、建物からの排出部の配管に被害が

多く見受けられた。 1 階土間下配管に損傷があるものは復旧に時間

を要する ことから、 1 階天井て横号 |き配管を仮設し、上階のトイレ

が使用できるよう対応した。屋外横主管は全体に均一に沈下したも

のと、部分的に勾配が不良となったものがある。部分的な勾配不良

でもそれ以降の下流側配管全体を修復する必要があるため、復|日 に

は時間カf かかった。上水の復旧のあと、次々と排水設備の被害が明

らかとなり、復旧作業は繁忙を極めた。

空調は、ライフラインの途絶が原因で運転不能となった。区役所

の紫ぽ原はガス焚き冷温水発生機であるが、設置場J ifrが l 階または地

階であり、判原系の被害はほとんどなヵ、った。上述の区役所てな 6

- 9 階のZE弓開謝戒室の O A、E A接続ガラリおよびダクトに大きな

被害を受けたのが侍徴であり、建物開口部へのダクト接続方法やダ

クト支持に雨模対策が必要で‘ ある。

・消防署

神戸市内に消防署は 11カ所あるが、特に住宅と併存の 2 消防署

と、人工島にある 1消防署が壊滅的な被害を受けた。 この 3消防署

は建て替えになる予定である。

. 土木事務所

神戸市内に土木事務所は 6 カ所あるが、大きな被害はなかった。

ライフスポットの考えを取り入れた建築設備計画へ

今後は、これらの被害の状況および震災時の教訓を踏まえ、神戸

市としての復興基本計画を定め、 また公共建築復興検討委員会を設

置し、災害強化基準を決め対応していく方針であるが、主な内容は

次の t おりていある 。

・発電機

今回は電気が 2 日から 3 日間全くなカヨったことから、災害キ& 助は

もちろん、事務彰 ｌ ｾｔ にも非常な支障をきたした。 し たがって、電気

につ いては虫色対に停止し てはならないい、う反省 に立って、区役所

は地域の防災拠点となるべき施設であり、ライフラインが途絶えて

も、機能確保できるようライフスポットの観点から、非常用発電機

・太陽光発電が必要である。これは、新築 ・建て替えの際の方針で

あるが、既設建物への適用もこれに準じて対応していきたい。

. 給水設備

改めて水の重要性を認識した。今回の災害でも水の入手には大変

な苦労があった。現在、神戸市の水道局てやは約 4週間て守夏旧が完了

するよう管路網の耐震強化と水の備蓄策を推進する予定である 。建

物内の建築設備をいくら強化しでもおのずと限界があり、インフラ

整備との整合を図りながら今後の災害に備える必要がある。

防災活封拠点となる施設では、災害直後の 3 日聞は補給を受けな

くとも支障のないようライフスポットの考えを取り入れ、下記の対

策を講じる方針である。

(1) 高架7N' l 不要の加圧システムを採用し、ポンプは発電機負荷とす

る。

(2) 高架7]'q酔設置する場合は、設計前提度を 1. 5G とする 。

(3) 水槽は飲用 ・雑用の 2系統化を原則とする 。

(4) 雑用水源 t して井戸水、雨水等を積極的に利用する。

(5) 各受水槽は、建物用途に応じて 3 日分を備蓄できる容量とする 0

・ガス設備

ガスの木管復旧は長期にわたったため、者11市カ、、ス供給停止時に容

易に LPGが接続できるように配管に接続用フランジを取り付けた

り、中庄でヲ| き込みハウスレギユレタ ーて。低圧にも接続可能とする

バイパス配管を設ける方針である。

. 空調設備

屋上機器の被害が大きかったので、基礎を構造体に緊結し、確実

に固定する 。 また、防災活動に必要な諸室は独立系統とし、被害の

少なかったヒ ート ポンフ。パッ ケージ方式を採用する。

*  

神戸市てやは、建築設備の復旧にあたっては、神戸市電気設fi間訪J 力

会、神戸市機械設制治力会等の協力を得て応急、復旧を終えた。現在

はf夏興言十画をまとめているところである 。

関係各位からし、ただいた資料を参考にさせていただきながら、最

終報告をしたいと考えている 。

( たかみ かずのり 神戸市住宅局営繕部設備課電気第 I 係長)
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各論. 建築設備

学 校 - 震災の被害と復旧対応-

松 岡 進 一

阪神・淡路大震災では、神戸市内の幼稚園、小 ・中朝交、高校等

345判交園のうち建物の被害を受けたものは295判安園である 。この

うち、 『神戸市公共建築物震災調査会』の調査結果に基づく被害A

- B
2
までの内訳を示すと、下記のとおりである 。

A  建て替えを必要とする棟/ 21校園 ・27.棟 (6 .1%)

B ，構造補強な E大樹莫改修工事を伴う棟/ 1併交闇10棟 ( 2. 9%)

B2
中規摸程度の改修工事を伴う棟/ 35校園47棟( 10. 1%)

被害ランク A の21校闘の所在地は東灘区が圧倒的に多〈、灘区、

長田区の順になってし倍 。六甲山の北イP ' IHこある西北神地域の学校 閣

にはライフラインを含め、大きな被害はなヵ= った。 また、建築年代

と被害状況との関係てやは、昭和56年以降に建設された学校園の被害

は少なかった。

建物に被害を受けただけでなく、人命と生ili 機能の五倍寺に不可欠

なライフラインの途絶、建築設備の被害の中てい判交園は地震直後は

避長臨rr としての役害I j を担い、時間の経過とともに様々な態様を呈し

ながら本来の教育の場として回復してきた。

この聞の建築設備の被害状況、復旧の対応および 『神戸市公共建

築復興基本計匝検討委員会』での復興言十画基準について述べる 。

学校の建築設備の被害状況と復旧対応

- 電気

建物および上下水道、ガスてや大きな被害が発生したのに比べ、電

気の被害は一部に引込柱の傾きや照明器具の破損等があったものの

全体的には軽微であ った。 ライフラインの中でも電気の復旧は早〈、

地震の 3 日後には 90%以上でf共拾が再開された。

学校には自家発電設備がないため、停電期間中は懐中電灯やろう

そくのわずかな明かりで夜を過ごさぎるをえなかった。教室、廊下

等建物内部に入りきれない避難者は、校庭て¥車の中や仮設テント

で過ごさざるをえなかった。

その後、校庭には仮設汲み取りトイレ、車 ・自転車、ゴミ置き場、

簡易ゴミ焼却炉、炊き出し施設、洗濯機、仮設シャワ ー (電気温水

器また LPG) 、自衛隊の救援テント ・風呂( 油焚きボ、イラ) 、冷凍コ

ンテナ、 1対量級l資等が置かれた。建物内部にも電気ポット、 トース

ター、テレビ等の電気製品が大量 に持ち込まれた。給電箇所は多数

に上り、既存の電気容量 をオ ーノf 一、ブレーカや漏電遮断器が頻繁

に作動した。にわかにトランスの増設、幹線の引き替えを行うこと

は困舵で、岡崎イ吏用を避けてもらうことで対応した。企業等から|暖

房器具や調理総具 など多種多様な電気製品の無償提供の申し出を受

けながら、これらを避難者や救助・1対霊活面皮強者のために 100%活

用できなかったこ t は{ ，ゆ支りである 。
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今後の停電対策および復電後の負荷容量の増大対策として、モデ

ノレ校にポータブノレ発電機の設置を予定している 。 これに対応して、

各教室に設置されているコンセン トを増設する 。

体育館 ・講堂ではその40%で天井が落下し、これに伴って水銀灯

等の照明器具に被害が発生、これに比べ普通教室等での被害はあま

りなかった。天井取り付け照明器具の施工方法については吹出口、

スプリンクラ ーヘッドと同様、天井の動きに追随できる工夫が必要

である 。各教室の照明回路は細かく分散しておらず、器具ごとのプ

ノレスイッチもないので、就寝u寺の常夜灯的使い方はできなかった。

照明での省エオ、の在見点からも、こまめな入切ができるよう 一考ぞ要

する 。採光、通風の面て¥開閉商積の大きい学校の窓は有効であっ

た。ライフラインの途絶を完全に防止することは不可能であり、す

でに神戸市で実 施しているエコロジー建築の手法を、防災関連施設

でも積極的に活用していく予定である 。

・通信

各朝交は電話. F AX のみの所がほとん E てあり、地震直後は通話

が困難であった。N T T の災害救助により、各学校に 2 - 3 台の公衆

電話が設置されてからは学校の電話と分離できた。避刻伊斤となった

判交のうち 3針変てやは学校、教職員、ボランティアのパソコンを情報

伝達手段として利用した。避難者名簿を作成し、安司i僻忍や尋ね人

等の個人情報の提供にも大変役立った。

・水

本管網が寸断されたうえに、受水槽、高架水槽、給水管にも多数

の被害を受けた。ァド槽類てやは使用不能が3針変、修理が必要て、あった

もの61校に及び、なかでも高架水槽の被害が多し、。水槽の被害の原

因は、 q澗震基準が定められる以前の F RP、② 『荷慌施工指針』に

よらないアンカ ー・ 配管取り付け要領、⑩壬年劣化によるもの、が

ほとんどであり、 81年以降の設置分の被害は少なかった。給水管は

建物導入部に被害が集中した。配管の漏水箇所の特定は通水されて

いない状況下てやは不可能であったため、通* 開始と同時に似斜水だ

けは確保て3 るようメ ータ近辺に緊急用給水栓を設置した。 その後

はトイレ一系統の直圧仮設配管て、の給水、 7同自I頬の修理・取り替え

と、段階的に復旧した。 この間、鉱業| 水はペッ トボトノレ、給水車等

ていの配給でしのぎ¥ トイレ用水はプーノレ、池、川等の水も 利用した。

水の確保とトイレまでの運搬は大変な労力を要したため、 2校てや飲

料水をペットボ、トノレに限定し、受水槽にプーノレ等の水を入れトイレ

用水として給水した事例がある 。

神戸市てやは朝交の給水方式として、 ①受水槽一加圧給水ポンフ。方

式、② 5 rr皆までの直圧給水方式、③タンク末一直圧倒ニ用方式、の採

用を検討している t ころてある 。



F RP パネル水槽の被害 建物近傍の配管被害

また、車合7) ' c 配管については、 ①本管分岐部~メ ーター屋外哩設は

ポリエチレン管の採用、②オフセット配管の実施、 ③ フレキシブノレ

継手の採用、 等を前提対策として検討している 。加えて、被害筒所

の分離や、漏水箇所の水圧テストによる早期発見を可能とするため、

パルプの設置に一層の工夫をi凝らしたし、。

さらに、 学校では採用していなかった飲用 ・雑用の 2系統化を図

り、雨水や井戸水の利用をモデル的に笑施するとともに、プーノレ水

の一層の活用を図るため荷ず長性の向上を図る予定である 。

. 下水

学校閣のうち 60%にあたる 207校のグランドて、クラック、液状化内

部分陥没、部分隆起などが見られ、校舎出入り口付近の地盤の破損

は216校で観察された。 これに伴い汚水排水管にも相当の被害が発

生 した。 その多くは建物の配管貫通部付近であり、ほかに配管ピ ッ

トのない土間下、移動 ・車云倒に伴う 設協機器回りで、被害があった。

* の目制呆とともに、適切な排池場所の確保は深刻な問題であった。

1月19日に学校園の調査に行った時点で、校庭や植栽帯に排池勅が

散乱し、校舎内は異臭が漂い、非衛生的な状態であった。仮 設i及み

取 り 偲rrの設置はバキューム率引 |っ張りだこに した。神戸市の下

水道普及率は97%を超えており、日頃需要のないバキューム車の確

保に苦労した。* の復旧カ主徐々に進んだことで、排水設備の復旧に

なんとか対応できた。

・暖冷房

学校の暖房はガスで行うこ t にな っているが、約78%の学校で供

給停止となり、その復旧は 3 月末 まで、困難であった。学校固によ っ

ては多数の避難者がいるため、 二次災害の防止、電気容量の制約等

から石油スト ーブ、電気ストーブの使用を禁止した。

神戸市の学校閣の一部には騒音等の公害声様から水冷ノ f ;; ケージ、

チラ ーフアンコイノレ方式の除湿設備が設けられており、 一部に冷却

塔の被害があった。老朽化によりこの数年間に更新されたものには

マノレチタイプの空冷ヒーポンを採用していたが、これには被害 がな

く、暖房を安全に実施することが可能てあ った。学校によ っては、

居場戸斤での暖房の有無による処遇の違いを避けるため、暖房 しなか

った所もある 。市民 ・役所双方に 『悪しき平等 ・公平主義j が見ら

れたが、改善に向げて 『やれることは少しでも j 実施し、これを受

け入るよう日頃、市民とともに解決しておくべき出来事であった。

夏を迎えるころにはi捌 t者も減り、冷房 したり、窓に網戸を設置

し扇風機でしのいだりした。

. ガス

カ、、スは本管復旧に時間がかかり、内管工事にまでなかなか手が回

らない状況が続いたため、給食設備を炊き出し施設 として提供する

こともできなかった。野洋期には給食を再開できるよう大阪ガス の

協力を得て、 L P Gで対応することにした。今後は、L P Gの受 け入

れを簡単に行える接続用フラン ジを取り付ける予定である 。

学校のもつ生活機能に目を向けて

進歩した現代社会では、都市装置がi J 皮壊されたとき 、普段の豊か

な市民生活を継続することがいかに困難であるかを目の当たりにし

てきた。自治体の技省可職員 として、「市民が安心して活き活きと楽し

くくらせる街づくり J を進めていくこ t の重大きに、思いを新たに

した次第である 。

面として展開される都市基盤と、点としての公共建築物をうまく

オ、ットワ ークしていくことが、生活商だけでなく防災面や環境面てや

も強〈求められてｾ， o 。なかでも 学校園は 『神戸市復興計画j でも

近隣生活圏での避襲帥包設 として位置づけられており、 災害直後の少

なくとも 3 日聞は電気 水を自前で手当てする必要がある 。例えば、

電源を石間呆するため自 家発電機または太陽光発電等を設置すべきで

ある 。 また一方で、施設に備えられた設備システム守十二分に使い

こなし、臣官織の対応を施設管迎者ができるよう管理体制の整備を図

る必要がある 。

*  

他者[1市の教職員をはじめ各事業管理者、神戸市設b間動力会、ボラ

ンティア等多数の方々に多大のご尽力をいただし、た。 ここに深〈感

謝するとともに、心から御礼申し上げる 。

引用参考文献
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(3) 神戸市復興計 11lf1
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(5) 神戸市公共主l! 築復興基本計 画検討委u 会"'i :U報告

(まつおか しんいち 神戸市住宅局営繕部設備球機械第 l 係長)

47 
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学 校- 避難所としての対応-

逸 見 正

わたしの勤務する神戸市立御影工業高等学校は、震災の被害が非

常に集中した東灘区に位置している。そのため朝交周辺の住民の多

くが自宅を失い、またライフラインを絶たれて、学校等に避難した。

長期にわたる避難所生活を余儀なくされることカ f想像される中て二

「何をすればいいのかけを模索しながら避葉 ｦｾ 所としての対応が始

まっ?こ。

避難所としての位置

御影工高は、大阪方而から国道 2 号線を通って神戸市内に入ると

最初に目に入る判変である 。 そのため震災直後は、他の遊契師庁に比

ぺて宇刻霊物資の点てやは恵まれていたようである 。阪村l電鉄御最凶Rの

北側すぐにあたり、 J R住吉駅からも徒歩て約 10分ほどなので、鉄

道が一部開通した時点てい代替パスの乗り継ぎ、で混雑した。 また週末

は大阪方面からボランティアを希望する方々が多〈避襲住所を訪れた。

建物の被害

校舎は、戦前の神戸大学からの建物なので堅固で、とくに大きな

被害はなかった。最初に避難住民を収容した体育館は危険な状態で

あることがわかり、校舎の教室に移動してもらって工事をしたが、

近隣の多くのめレカ可頃き、崩壊した中にあっては、建物の被害は少

なかったと 言 える 。

設備の被害

①電気は 3 日目( 1 月 19日) の午後に電気保安協会の方が来られ

て、夕方には通電した。電気設備に大きな被害はなかったようで、

照明等は問題なく使えた。

②水道の復旧には! 時聞がかかり、長〈自衛隊の給水車のお世話に

なった。後に水道局の給水も加わり、不便な状態ではあ ったが、必

要最小限の飲用水は石間呆できた。水道本管復旧後も校内の配管はズ

タズタだったようてい、校門前に仮設の蛇口が設置された。

③電話は、回線が鞠鞍した状態が長く続いた。職員 ・生徒への連

絡用、 i眼 前「としての対外交渉用、避難住民の連絡用に加えて、安

否を訊ねる電話が畳夜を問わす宇かかってきた。NT T カ官製i伊fr用に

特設の電話を 3 回線( 後に 4 回線) 設け、 学校としても避期間砂サ策

本部用に l 回線設けた。

④ガスの復旧もかなり遅れた。オ対安秒J資としてカセットコンロと

ボンベ、が送られてきた。プロノ f ンガスのコンロとボ、ンベ、があったの

で、食堂の大きな鍋を使ってカッフ租用のお湯を ￬ｾ ｦ，かしたり、温か

いお汁をつくって配給の冷たいお弁当仁副えて配ったりした。
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避難所生活の日々

御影工高は、何人かの献身的なボランティアの協力を得ながらも、

基本的には学校職員が避要甑庁としての対応をつくり上げていった。

また避難住民の協力も非常に大きく、班を単位とする自治活動が、

避期飼庁の生活商の仕事を次第に担っていった。

張り紙 県対策本部、市体策本部等の行政の窓口の電話番号がわ

かる t 紙に書 き込み、壁やロッカ ーなどの目につ〈ところに張り紙

をしていった。救援物資のセンタ一、再開した病院、近隣の学校-

と次第に電話番号は増えていった。

1間高成 300名手盟支の避難住民を、 l 班あたり十数名程度で19班

の編成として食事、掃除当番などは班単位とした。夕食後班長会識

を閉し、て伝達事項を班長を通して伝えたり、いろいろな要望を班長

を通してi邸仰「全体の問題として話し合ったりと、避刻印rrの中てや大

切な場とな った。

避難者名簿 現E編成が出来た時点て模造紙と名簿用紙に氏名、住

所、電話番号を記入七てもら って名簿を作成した。模造紙を廊下に

張り出して、安否を気遣 って学校を訪ねる方が探せるようにした。

名簿用紙は電話による安否の問い合わせに用いた。手書 きの名簿は

検索、変更が大変なので¥パソコン上てや雌任者名簿を作成し、検索、

変更を容易にした。

トイレ 水洗トイレはプーノレの水を利用した。最初はバケツにひ

もをつけてj及んでいたが、数日後にはそータを借りて消防ホースを

切って接続し、電源工事 をしてスイッチ一つでトイレ内のポリ容器

に水を汲み上げるようにし、利用する人はバケツで トイレのタンク

に水を入れて流してもら った。

衛生面 もっ とも 寒し、時期に 300名はどの避難者が体育館の一つ

屋根の下で器 包きすることになり、衛生面の確保が心配て‘ あった。

換気を定期的に行い、うがいを奨励したが、飲用水の手色対量が少な

い中で、 うがい液をうすめたものをペットボ トノレに作り各班に配っ

た。 また入浴できないので、湿式の紙夕オノレ、漏れティッシュてや手

や顔を拭ってもら った。

心のぬくもり

震災で者日市のさまざまなシステム( 電気 ・水道 ・交通 ・情報) が

崩壊した中てや、生活の場ではない学校で長期の避期前f生活を送るこ

t とな った。

寒さ、欠乏、不安の中で、ひとりひとりの心のねくもりが何より

も大きな心の支えであった。

(いつみ たt: .し 神戸市立御影工業均等学校教諭)



病 院 - 神戸市立中央市民病院の被害と建築設備への工夫-

井口賓嬉信

阪神 ・淡路大震災に際しての、ライフラインの途絶による病院運

営への影響について、神戸市の基幹病院であり、救命救急センタ ー

を持つ 1000床の神戸市立中央市民病院の事例を紹介する 。

水

水の途絶は、医療活動において想像を絶する影響をもたらした。

中央市民病院には、 600m
3

の貯水が屋上の高置水槽や地上の受水

槽になされており、平常時の 1 日当たり水の使用量は 700- 900m
3てゃ

あるため、緊急時には節水等をすれば、 2 - 3 日聞は貯水にてカバ

ーできる 。 そしてその聞には、水のf掛合が復旧するであろうい、う

目論見があった。

しかしながら今回、給水設備の商標強度をはるかに超える大地震

により、高置が憎が破損し、また高置水槽の水の減少による自動給

中央市民病院のライフライン等の復旧状況 ー

- 午前 5 時46分地震発生

E 争水道 : 断水

電気 : 側合停止→自家発電装置

(約20分間作動)

午前 8 時27分復電

都市ガス : 遮断

・自家発電装置点検整備完了

26 ・自動火災報知機ほか防災設備応急品置完了

2  9  ・水道局上水イ掲針夏|日

己中 ・雑用水( 主としてトイレ用) 復旧

( 雑用受水槽使用可、雑用高置が槽応急、

使用可)

・ボ、イラ 一運転開始→ ・一散用蒸気( 主とし

て暖房用) 1:掃討夏旧

. 病棟の暖房復旧

14 ・都市Jゲス復旧

20 ・院内上下水道全面復旧( 飲用受水槽 1 台応急

使用可、飲用高置水槽新設)

・ホスト ・コ ンピュータ一本格稼働

21  ・全自由凌房復旧

24 ・医療用圧縮空気供樹夏旧

26 ・手術室全面復旧

28 ・全館給湯復旧

- 医療用蒸気( 消毒、滅菌用) 1指針夏旧

，. ーーー一一一一一一一一一一ーー一一一ーーーーーー- ーー一一ーーーーーーーーーーー ーーー ーー. . _ - 一一一一一一ーーーーーーーーーーー・ーーー一一一一一一一ーーーーーーーー __ __ 1

水装置の作動lこより、被害を免れた受水槽の水をも失うという結果

となった。 また、水道局や自衛隊の給水車による水のイ共給は、震災

当初 1 日20m' であり、虫色対的な不足状態にあった。

* の途絶の病院運営への景縄iは、単に、飲料水の不足による患者

の食事の制限い、うことだけではなく、冷却水を必要とする自家発

電装置や病院総合情報システムの停止、人工呼吸器等医療機器の使

用不能、消毒装置の使用不能、暖房や給湯のイ亭止、各種の臨刷食査

や放射線検査の制限、手術や血液透析ーなどの治療行為の制限などを

もたらし、病院機能の根幹に障害を与えた。

さらに、水洗 トイレなどに使用する雑用水の停止は、病院の衛生

環境を極端に悪化 させ、空調や暖房の停止と t もに、病院内の居住

環境を著しく低下させた。

水の復旧は、 2 月9 日から水道局の上水供給が開始され、雑用水、

高置水槽の破損による中央市民病院11 階中央部分の水績

給水車からの飲料水受水
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排水は復旧したが、上水の完全復旧は 2 月20日まで待たさ、るを得な

かった。

水については、備蓄には限りがあり、病院のように多量に必要と

する施設では、備蓄を進めてもそれだけでは到底追いつかないので

はないかと思える 。 中央市民病院のある人工島ポートアイランドで

は難しい面もあるが、井戸水の確保がで、きれば、最も安価で、効果

が大きいのではないかと思う 。

神戸市内の一部の病院では、海水淡水化装置を導入し、人工透析

用水の確f呆を行った病院もあるが、供品全量には限りがあり、 一部の

医療用水にしかf掛合できない。雨水の活用も 言われているが、それ

だけでは不十分である 。

Ｗ｝Ｇ＼の ｾｬｈ 呆に つ いては、医療用水や飲料水 等 の上水と、 トイレ等の

雑用水とに分け、それぞれ可能な様々な市制呆策を工夫し、総合的に

必要量 を確保してし、く努力が必要で、ある 。

また、今回、高置水槽や配管等、院内設備の破? 員があ ったが、少

なくとも院内設備については耐震性能の強化を施し、院内要因によ

る Ａ ｾ 織 は 最 小限にとどめるよう努めることが必要である 。

電気

電気 については、停電は上国交的短 〈、 3時間程度で、復電した。

寸生に、病院は停電対策カ吐搬的充実 しており、中央市民病院に

おいても、自家発電装置、 CVCF ( 無停電装置) 、非常照明用蓄電池

の 3系統の対応策が講じられていた。

しかしなが ら、 自家発電装置の基本部分は空冷式であり問題はな

かったが、潤消油部分が7 ] ' < 冷式てあ ったため、水の供給停止により

作動せず、 そのため自 家発電装置 は約20分で停止した。 そのため、

電動の医療機器をはじめ、照明装置やエ レベータ一、物制般送装置、

空 調機が作動しい 、ぃ、う 事態とな った。

C V C F  は、手術室等、瞬時の停電も 生命に危険を及ぼすような部

署に、自家発電装置が起動するまでの問、電気 をイ共給するものであ

るが、 当該時間帯には手術が行われていなかったため、通常約 5分

の電気容量のものが、 I CU ( 集中治療室) や救急病棟にある C V C F

系統の医療機器に、復電までの約 3f時間有効に電気 を供給した。

また、非常照明用の蓄電池容量は、約10分間分であ った。

停電対策の強化としては、自 家発電装置の全面空冷式への転換が

まず検討されなければならない。 また、停電が臥月にわたる場合を

想定すれば、自家発電装置に要する灯油の備蓄強化についても検討

しなければならなし、。

ソーラーシステムの活用についても、平常時のエオ、ノレギー費用の

節減ぞ含めて、検討策の一つであろう 。
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都市ガス

都市ガスについては最も復旧が遅〈、 2 月14日まで待たざるを得

なかった。都市方、スのf共給停止により、給湯器や多くの厨房機器が

使用不能となった。都市ガスの厨房機器に代わり、患者給食の調理

には、電気調理器、カセットコンロ、プロパンガスの使用等、工夫

を重ね対応した。

都市ガスの供給停止対策としては、プロノ f ンガス、電気の使用等

イヤ凌エオ、ノレギーの活用策を講じておくことが必要である 。

さらに抜本的な対策としては、石油コージ、ェオ、レーションシステ

ム等 自立型エオ、ノレギ- { 共給システムの導入も 一つの検会斤必題である。

ライフラインの防災対策

病院にとって、ライフラインの途絶は、想像以上に大きな1jt縄 陀

及ぼすことを今回は痛感した。

中央市民病院は 1000名近い入院患者を抱え、平常時の外来患者約

2600名、医療従事者約1200名と 一つの村のような樹菓を持ち、そし

て、その中で、精密て、高エオ、ノレギー消費の高度・救急医療が日々行

われている 。

また今回は、市街地 t ポートアイランドとを結ぶ神戸大橋や新交

通ポートライナーの破損い、うアクセス面での障害があり、救命救

急センターである中央市民病院に負傷者等救急患者が殺到する状況

にはなかったが、それでも、 当日約400名の救急患者が訪れた。

病院は、 一つの防災拠点施設として、ライフラインの確保策等防

災対策を通常以上に施しておく必要がある 。ただ、ライフラインの

有倒呆い 、つでも、供給側で対策を施すべきことと、病院内で、とるべ

き対策とを分りて考えておく必要があるように思われる 。

最終的には、病院への供給が復旧しない限り完全な形にすること

は難しし、が、外部からの供給が途絶えた場合でもできるだけ支障を

少なくすることし配管の損傷等院内要因による障害はできるだけ

少なくする努力が必要と思われる 。 また、そのような対策費用をど

のように捻出するのか、社創呆険診療報酬の枠外での附則樹呆が必

要 t なる 。

防災拠点としての病院の防災対策をどのように行っていくのか。

そして、どのような災害にまで而f えられるようにしておくのか、あ

るいは、その効果はどうなのか。 そして、それに要する費用をどの

ように捻出するのか。

被災地神戸での大きな課題であると t もに、今、 全国の病院関係

者が注目している問題である 。

( い( .. ち みきのぷ 神 戸 市衛 生 同病 院経 Ｇ ￬ ｾ主管 理 昔 日 経営管 理 課長 Ｉ



複合商業ビル- 中央監視室当直責任者の手記-

林 幸 一

平成 7年 1月17日午前 5時46分

その日私は、宿直田J務て、中央監視室にて待機中だった。早朝 6時

より非常用蓄電池交換作業が予定されており、準備にかかろうと席

を立ったそのとき、床を下から 「ドーンJ と日11 くような感じを受け、

その後すくや「ゴ、ゴ、ゴ、ゴ」と轟音 とともに縦に大きく揺れ出し、

次に横に揺れ出す。一瞬、何が起こったのか理解できず壁を見ると 、

見る見るうちにクラックが走る。立っているのも困難な状況で、私

は恐怖で座 り込んで、しま ったように思う 。

地震発生後すくや停電とな り、 l培閣の中、非常灯が l 灯点灯。すべ

ての警報がI鳴り響き、 「カ、、夕、ガ夕、ヌゲタ」と机カq岳れる音、「ギシギ

シJ と建物がきしむ音、物カ雪崩れて落ちる音、そして 「ドー ン、 ド

ーンJ !:.叩 きつけるような音に、頭の中はパニック状態となった。

揺れて いる時聞は非常に長〈感 じられ、待機中の他の二人も恐怖の

ためか顔がこわばって いくのが分かる 。

本震が止んで発電機起動。中監室内は非常回路のため、元の明る

さを取り戻すことができる 。 しか し余震が就き、不安はますますつ

のる。仮眠中の 3名が飛び起き、蓄電池作業を予定 していた捌きん

でんの 2 名も中監室に飛び込んで、来た。 この 2名は当ピノレの電気設

備を熟知されており、 当方も 人員が少ないため、電気設備の点検と

復旧を依頼 し、当社松長 1名と ともに電気の復旧作業に当たって い

ただいた。 もちろん、蓄電池交換作業は中止。全員へノレメットを着

用し、分担を決め、被害状況確認と出来る限りの仮処置をしていく

ことにした。

情報収集へ走る

C R T 盤から把握できる主な状況は、 38F、10F、B3F 自動火災報

知器発報、スプリンクラーポンフ支E動、泡消火ポンプ実!UIVJ 、全エレ

ベータ一地震管制により 停止、関電側送電ストップ、 トラ ンス油圧

圧力異常、 地下鉄連絡道異常、機械室漏水瞥報、ボ、イラ ーと 冷凍機

故障、各冷蔵庫故Pネ 防 火 戸 ・防火シャッタ 一作動、ほか多数の ト

ラブノレが発生している 。エレベータ ー も使用できず、この広い建物J

の中を、残り 5名で一体何から手を着ければ良いのか分からない状

態だった。

まず火災前' 信忍をと思い、 2名ずつ高層、 低層の 2班に分けて現場

へ派遣、報告を待つことにした。私は中監室に残り、その問、各所

へ連絡を試みる。関電に電話するもなかなか通じなし、。何回も繰り

返 してやっと通じる。しかしその内容は、 「復旧の見通しは立たなし、J

t のこと Tごった。大阪ガス、 三菱 ピノレテクノサービスにも再三電話

をかけるが、全〈通じない。

次に、内線電3舌で防災センターに連絡。非常放送にて地震発生の

放送を要請。同時にエ レベータ 一能内に人が閉じ込められていない

か確認するよう指示。続け て警備室、 フロン卜パックにも連絡レ情

報を収集する。

火災石信恵に行った低層班から、火災は発生していないとの報告が

あり、スプリンクラ一、泡消火の作動は、配管およびヘッドの破損

によるものと判明、各アラ ームノ f ノレフ。を閉めるよう指示する。高層

班からはなかなか報告が来ない。数分後、連絡が入札高層階も火

災は発生 してい ない との報告を受け、 他の部署からの火災報告もな

いた め、火災な しt 判断、各ポンプを停止する。

被害報告が続々 と

「エ レベーター内 lこl 名閉じ込められている J iあちこちの天井か

ら滝のように水が洩れている」 印、、ラス カ敬乱している Ji 上からタイ

ルや鉄板が落ちかカ古っている J i電気はまだ来ないのか」等々、続々

と各部署より被害や苦情の報告が入ってくる 。 しかし、 幸いにもケ

ガ人と火災の報告は入って来ない。

報告の中てやは水による被害が最も多いため、各高層、側冒班に連

絡 し、 冷却塔、貯水槽等の水関係パノレブをすべて閉めるよう指示、

各階の被害状況を石信悲しながら中監室に戻っ て来るよう連絡する。

時聞が経つにつれ、配管類の破損による水害報告が多数入ってく

る。現志のところ、ガス臭の情報や、カ、、スi曳れ感知の瞥報は発報し

ていなし、が、ガス管の被害の有無は非常に気にな った。ガス緊急遮

断弁を作百出せようかと思うが、緊急遮断弁を作動させると、復旧

は大阪ガス職員による作業 となるため、時聞がかかり過ぎてしまう。

できれば手!luy {ノレフーで、閉鎖し、すくやにでも復旧できる状態にしてお

きたい…・・が、入手が足りず、手が回らない。大阪万、スには一向に

連絡が着かない。

7時頃、 l 名が出勤 した。彼は神戸市内に住んでいる が、自宅は

大丈夫とのことで草て、出勤して来た。早速、カ、、ス引込元栓ノカレフ、そ

閉めるよう指示 し、ガス遮断弁室に 向かわせた。ただし単独作業と

なるため、十分注意するよう指示を与え、ガスノ f ノレフ。閉鎖後は、受

水槽内の水量と、非常用発電機の附4残も自信思するよう指示する 。

従業員 l 名がエレベーター内に缶詰めの報告が入る 。エ レベータ

ー缶詰め救出作業は、マ ニュ アノレで‘ は三菱 ピノレテクノサービスによ

る作業となっているため、 三菱に何度も電話を試みるも 全 〈通じな

い。エ レベーター内は安全であると聞いてはいる ものの、余震カ帯L

〈中、本震並みの激震が起きないとも限らず、不安はつのり、また

閉じ込もっている人の心情を思うと一刻も放っておけず、緊急、と判

断し、当方にて救出することにした。 7時40分頃、無司詩文出。
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明かりが戻る

8 時20分頃、関電側、送電開始。全員を集合させ、復電作業に努

める 。 8時50分、復電。約 3時間ぶりに館内に明かりがともる 。皆

少し落ち着 きを取り戻したので、テレヒ守をつけた。ニュースを見た

途端、 度月干を抜かれた。L、きなり、阪神高速道路の倒壊現場である 。

灘区の倒壊家屋、兵庫、 長田区の火事、三宮のビノレ倒壊、 等々、私

たちのいる場所から数百メートノレ先で、 とんでもないことが起こ っ

ている 。

全員自宅へ連絡させる。が ..6 名中、 3名が自宅と連絡がつかな

い。私も自宅へ連絡するが、数回後にやっ とつながる 。妻は足を怪

我したらしいが無事 と言 う、子供たちも怪我はないい、うことで一

安心した。

ホテルサイドより、エレベータ ーを動力もして欲しいとの連絡が入

るが、この大きな地震では、シャフト内のレーノレが曲がっている可

能性もあり、非常に危駅前あると判断 し、二次災害防止のため、復

旧は見合わせた。

受水槽の水位が一気に下力1って・.. 

畳を過ぎた頃から、一人またひ t りと出勤して来た。 また電話が

なかなか通じない中、 H制 7何名かが迫絡をして来る 。 こちらへ向か

っている者、自宅の状態がひどく来れない者、避難している者、 出

勤する手段がない者、様々であるが、無事を聞くと安心する 。 この

あと完全に外線がとだえ、外部との連絡がとれなくなる 。

夕刻、受水槽の『佐官忍に行くしもちろん市水は断水しているが、

wま満杯に近い状態で( 受水槽の容量は820m
3

) あったため、まだ大

丈夫と判断。 しかし翌朝には水位が一気に下がっていたため、 主要

な場所のみの給水とし、その他はパノレブを閉め節水に努めた。当 ピ

ノレは、 24時間オープンのトイレが数カ所あり、水に困った近隣の被

災者が使用し、水量が急激に減ったものと思われる。受水槽の水使

用に関しては、オーナーとも協議し、取り敢えず、停電時のための

非常用発電機冷却水分のみを残し、使用すること となった。

ホテルのロビーや、館内至 るfifrで被災者がごった返している 。12

F の庭園か らネI11戸の街を見渡してみた。暗| 品! の中、至る所が赤い炎

で染まり、煙が立ち上ってしゅ。前峨の中、消防車、パトカーなど

緊急車のサイレンだけが鳴り響L、ている。まるで、映画、テレビで

よく見る戦場の跡地の風景そのままである 。

夜半になって、続々と応援が駆けつけてくれた。大阪支庖からは

車で10時間もかかったそうだ。食料は皆カ対悶々に持参してくれたの

で、やっと食事ら い 、食事を取ることヵマ、きた。この時点てや応援を
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除き、 15名が出勤しており、 全員でミ ーテイングを行い、現状を報

告。それぞれの分担ぞ決め建物の被害調査、応急処置、二次災害防

止に努める 。

帰途

私はその後、仮眠をとり、翌日次の責任者に後事を託して、畳過

ぎ事業所ぞ後にした。

帰宅中もまた、異様な光景てあった。歩道、車道とも 、人と 車、

そして自転車、バイクてや溢れている 。行き交う多勢の人はたくさん

の荷物を抱え、子供、老人の手を引き、東の方へ進u 。車も同様に、

目一杯の荷物を積み込み、東へ向かう 。車は全然進まず、歩〈方が

よI H' 速い。 3 時間も歩き続けると足が動かなくなり、足の裏に豆

ができて、潰れる 。後は気力だけの歩行とな った。西宮北口か ら電

車を乗り継ぎ、やっとの思いで帰宅すると、わが家も散々な状態で

ある 。床は下がり、食器棚、本棚は倒れ、草色! 呆器、レンジが転がり

落ち、カ、、ラスの破片がまだ方々に残っている 。大阪方面は大丈夫と

思ってし、たが、私の住んで、いる豊中市もまた、相当 1"" 被害を受けて

いた。

振り返ってみれば・. .

当日を振り返ると、私にと ってラッ キーだったのは、 ビノレが活断

層からわずかに外れていたこと 。非常用蓄電池の交換作業前で、側

きんでんの方がいてくれたこと、怪我人も火災も発生しなかった こ

とである 。 これが、蓄電池交換作業中て、あった ら、 もっと大変な状

況にな っていたろうし、きんでんの方がいなかったら、復電作業に

もっと手間 E っていたと思う。そして宿直のメンバー全員が、一生

懸命復旧作業に努めてくれたことに、感謝したい。

今回のi克足では、当社神戸支底カf いち早〈緊急災害犬、I策本音防設

置し、迅速な救援物資の調達、配給、従業員および家族の安否百儲E

t 才知斉活動、応援隊の派遣、情報の伝達等々、適切な救援活動を展

開した。 このことが、どれだけわれわれ当事者には心強〈、かつ励

みになったことか計り知れなし、。この場を借り、厚〈御礼申し上げ

ます。

( はやし こういち 株式会社朝日建物神戸支庖ヒノレ管理課長補佐)



量 販 庄 一建築設備の被災と今後の対応-

中 林 泰 男

コープこうべの活動江リアは兵庫県下全域に及ぶとは言 うものの、

事業所のほとんど は阪村・淡路大渓災の被災エリアに立地している 。

今回の震災では、全壊した事業所は 13( 寮を含む) 、半壊や一部損傷

は約200カ所にも及び、被害金額は 500億円に達した。発生時聞が 5

時46分と早朝だったことで、庖内などに来底客がいなかったことが

11佐ーの救いであった。

以下、コープこうぺの被災状況とその後の対応をまとめてみたし、。

主な被災内容

1 . 設備

①エレベータ ー・エスカレーターの昇降機レーノレの変形、座屈、! I 見

輪が多発した。

②受 Ｗ Ｉｱ￭， ｾｩ ・ 高架ＷＮｋ槽の商板破壊、転倒事故が多発した 。

③冷時機 ・空間室外機の転倒事故多発。特に |財辰ゴムを挿入しない

直置き方式はほとんどカ苛云倒した。

④非常用発電機は、災害発生11寺に本来の機能が果たせなかった。

⑤電話回線 ・通信施設 ・T V ・ラジオ放送 ・庄内放送システムなど

が停屯のため使用不能になった。

⑥受' ; l : i : 設備は、幹線を中心に破断、 11見洛が多かった。

⑦給排水設備ては、スプリンクラー配管継手部の破損、スプリンク

ラーヘッドのJ創員、 7M員事故が発生した。

防煙垂れ壁の破損惨

( コープ浜甲子園)

③ホストコンピューターを設置していた本部 ピノレが全壊したため、

情報オ、ッ卜ワ ークシステムカ司政断され、商品管理 ・組合員管理 ・人

事管理な E に多大な影響を被った。また、蓄電設備 C V CF、テープ

等が建物倒壊による雨水の浸食で、発火し、火災を引き起こした。

⑨ その他、底内の防煙垂れ主主 ・吊りボーダー・ 照明器具など天井埋

設物の落下事故が多発した。

2. 什器・備品

① ショ ーケース ・冷蔵冷凍庫および‘ 空調で、水冷式のものはクーリン

グタワ ーカT車部リし、配管事故が多発した。そ して断水により使用不

能状態が長期に及んだ。 また、ガス型吸収式冷凍械の場合は、カ、、ス

の開栓に長期間を要したため、 3 - 4 カ月使用不能状態に陥った。

② ゴンドラ ・ショーケースの転倒やズ、レ事故が多発した。

③カコ、車 ・カー卜・台車などの暴走事故が多発した。

ー記の事故が多発したことにより、事業所内の商服部ト 落下 ・

破損 ・汚損事故は膨大なものとなった。 また、生鮮日配関係の要冷

品を中心とした向車凍 ・品質劣化損失も多発した。 それよりも、ライ

フラインの復旧が長期に及んだためトイレ ・手洗いなどが使用不能

状態になり、衛生管理問題には頭を悩まされた。

全事業所の復旧は、最終的には 6 月 3 日までの 4. 5カ月を必要と

し、この問、消費者顧客( 組合員) に迷惑をかけてしまったことは

大きな損失てあった。

A 屋上室外機の破損

( コープ甲子園口南)

4 照明器具の脱落

( コープデイズ芦屋)
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表 1 r愛と協同』 にもとづく地域コミュニケーションセンターとしての庖舗・施設づくり( 素案)

1. 安全性 2. 環境

基本コンセプト - 地震 ・火事 ・風水害等、 - 環境負荷を軽減し、地

災害に強い施設づくり 域環境に適合した純設

- 底内、労災;;: 1' ; 故のない づくり

安全な施設づくり

最重点項目 - 耐震、免震設計構造 - 使用資材の削減、蒋使

- 設備、什絡の転倒、 ff lJ峡 用、再利用

防止 - 植栽、緑化

ノ、ー ド而からのアプローチ - 防火設 fijlJ の完備 - 省エネ設備

- 吊りもの、墜而落下防止 - 節水設備

- 防火水槽、屋外消火栓 . J j 量音、振動、におい防止

など積極導入 - フロン廃止

ｊｪｾ＠ - 自家発包装置の積極導 - 廃禁物の減量

入 - 自然光の採用

- 敷地境界から空地を碓 • t也I或特性を取り入れた

車H
保する 形状、材質、色使い、デ

- 安心して 利用 できる施 ザイン

み

設づくり - 回収ポ y クスの! 古外設置

内 - 避難場所の確保 - 間伐材の積極使用

げ字p手

- 雨水、湧水の利用

• L N G車の導入推進

ソフト面からのアプローチ - 防災体制 - 環境負荷の管理

- 地域防災への貢献 - 廃棄物分別処理

- 商品鮮度、衛生管理

- 労働安全衛生

- 危機管理Eとマネジメント

今後の対応策

1 . 設備

① エ レベー ター ・ エ ス カ レー ター な ど 昇 降 機 レー ノレの構造改善 ・脱

輪 防止・ 避 難 器 具 ・遊 難 誘 導 放 送 装 置 を 取 り 付 ける 。 ま た 、 か ご内

に 懐 中 電 灯 を 常 備 す る な ど し て 、 非 常 時 の 缶 づ め 事 故 回 避 策 を 講 じ

る。

② 水 槽 の 商 板 の 破 損 は側 壁に多く 、今 後 は 水 槽 の 水 平 力 に 対 す る 面

板 強 度 を 考 え る と 同 時 に 、 柔 構 造 て ゆ 改 良 を す る 。 また、 11及振ノ f ，/

ドを挿入するなどして車諸防止をする。

③ 冷 凍 機 ・室外機 に は 防 振 ゴ ム を 挿 入 し 、 ア ン カ ー ボノレ トで 必 ず 国

定する。

④ 非 常 用 発 電 機 の シ ス テ ム ・機 能 を 抜 本 的 に 見 直 す。

⑮ j号待電話・P HS な ど 無 線 方 式 の 併 用 を 積 極 的 に 進 め 、 携 帯 ラ ジ オ

の常時定住置保管を翻寿づける。

⑥ 高 圧 幹 線 ケ ー フツレの配線クランプを 10m前 後 で 実 施 し 、 屈曲部 前

後でのクランプ、 レー ノレ補強を強化 する。

⑦ ス プ リンクラ ー・ 給 排 水 管 に伸 縮 可 境 継 手 を 多 用付 加する 。

③ ホ ス トコ ン ピ ュ ー ター の 分 散 配 置 し マ ル チ メ デ ィ ア の 導 入 を あ

わせ て積 極化 する。

⑨ 吊 り 物 の 構 造 商 で の 見 直 し を 積 極化 する。
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3. 福祉 4 . 文化、ゆとり 5 .  Uらしのセンター

- 高齢者 ・身障者等、社 - 地域文化を継承し、 f. l い物 - 暮らしの維持 ・向」てに必

会的弱者も安心して利 プラス α の発見ができる 要な商品、生活情報が

用できる施設づくり 施設づくり 入手でき、 12かなショ y ピ

ング可能な胞設づくり

- ハートビル法に適合した - 地主主行政、 学校、 地域サ - 地域に適合した，完り場

施設とする( 階段、トイレ、 ーク l レとの交流積極化 規模、業態

出入口 等) - 底内外にコミュニケーショ

- サポートシステム強イヒ ンスペースの設置( テープ

/レ1，Jき)

- 底内外にコミュニケーショ

ンボードの設置

- 車柿子、カートショ y ピン • t也成の7 ップ、紋: 4i : 等の - 鮮l支管理システム強化

グの適合拡大、通路幅 J品示 - 協問、クッキングカード、

拡大 - キャリアカ一、 駐車歯場、駐 P Rノマンフ、ポスター、

- プライスカードなど表示 車場の確保、コインロ y カ など掲示物一元化

拡大 一設註 - ミニギフトコーナー設置

• 1苫内! 照明 1000ルクス以 - 総合サ ービスカウンターの • ｴ 也 ｪＡｾ 特性に迎合した品

ー仁
設置

f前え

- エスカレー夕、 エレベー - 赤ちゃんルーム、子ども図
- 探しやすい、見やすい隙

タの導入積極化 書館
手IJ と表示

- ポケットパーク
- 行政ガイド可能なように

- 無機質→有機質資材の多
連携強化

用化
- 暮らしの相談、おnいも

- 原色系→ナチュラj レカラー
の相談コーナー

. 7 ) レチメディアへの対応
. C D、AT Mの設置

- 英語版、日本語版、デ - ミニコミ誌、発行
- 暮らしに役立つ商品情

ィレク トリー全信配自主 . - 7リンリネスシステム
報

- キャ ' 1シュレス11寺{-¥: への

対応、

- 組令長証の機能拡大

2. 什 器 ・ 備 品

① シ ョ ー ケー ス ・冷 蔵 冷 凍 庫 お よ び 空 調 は 、 基 本 的 に 省エ オ、対策と

して も 有 効 な 空 冷 式 を 採 用 す る 。

② ゴ ン ドラ ・ショ ー ケー ス に つ い て は重 心位置を下け、ると同時に、

背 面 プ レ ス の 補 強 な E 転 倒 防止 をはかる。

③ カ コ、車 ・カー 卜 ・台 車 な E車 輪 付 判 官 号 に つ い て は 、 定 位 置 管 理

を 徹 底 し、 床 面 に ガ イ ドレーノレを取り付けるとともに、各カ ー 卜の

連品音量J l の取り 付 けなど、 暴 走防 止 対 策 を 進 め る 。

これからの后舗づくりにむけて

コー プ こ うべでは、 こ の 震 災 に よ る 被害 を た だ 単 に 元 に戻 す とい

うことではなく、あらゆる 価値 尺 度 を 見 直 し た “ 創 造 的 復 興" を目

指 している 。 庖舗や施設づくりについても、 コープ こ う べ の 理 念 が

現 れ る も の と して、 く安 全 性> く環 境 へ の 配 慮> <社 会 的 弱 者 へ の

ｾ￨ 慮 、 〉く文 化 性 〉 く 暮ら し の向上 ＾ などを柱として、取 り 組み内容

を 整 理中で あ る ( 表 1) 。

安心 安 全 な 商 品 やサ ー ビスの供給の場としてだけでなく、 地 域 の

ひ と つ の “ コ ミュ ニ ケー ション セ ンタ ー" と して も 役 割 を 果 た して

い くために、 この震 災で、の体験をいか していきたいと思う 。

( なかばやし やすお 生活協同組合コープこうべ開発本音[1部長)



各 論. 建築設備

ホ テル一新神戸オリエンタルホテルの2日間-

内 田 昇

地震発生

午前 5時46分、 地震発生と 同時に全館が一斉に停電、フ ロン トノ f

ツクオフィスの受信盤に 38F、B3の火災信号表示が点灯、べ、ノレが鳴

動した。間もなく自家発電による点灯で明るくなり、また火災信号

は7持Rであることが判明。エ レベータの停止連絡を受け、ナイ トマ

え、ージ、ヤー ( N. M) は直ちに非常放送をするよう指示する。警備

員、設備員は、ガス元栓の閉鎖 と厨房の巡回に当たった。

地震発生時の宿泊客は 147室 ・230名、宿直および樹首人員は、ナ

イトマオ、ージ、ヤ ー 3名のほかフロント、 警備員ら 51名てあ った。

・宿泊客の避難誘導

N . Mの指示で、仮眠者 (27名) は各客室階での警戒と 誘導に当

たる 。 また、けがの有無、扉開閉の異状についての放送によ って 2

室から連絡があり 、扉が聞かない数名は、バルコ ニーへの脱出口か

ら避難 した。

6時30分ごろ宿泊客60名ほ どがロビーに参集、非常食と してパ

ン、ジ、ユース等を提供。 8 時50分ごろの復電。

ロビーてやは臨時のテレビを設置し、 地震、交通情報を流す。宿泊

客ととも に、近隣の避難客も増え始め、毛布、フ トンの持ち込み等

でロビーは避葉甑1 f t 化したので、特に喫煙制限と身の回りの自己管

理を促すとともに、公共の指定避難場所の案内地図を掲示 した。

24時00分、ロビーの照明を落とし、 一夜を明かす( 約300名) 0

・宿泊客への食事の提供

当日の夕食よ り、カレーライス、ビフカツ、魚フライ 等、間に合

わせの器具で調理できるものを約100名の宿泊客に提供した。翌日

日の朝食はパン、コ ーヒ一、ミルク程度、昼夜食は、 前夜と同じよ

うなメニューで、あった。

ロビーの避難客へは、神戸市対策本部よりの非常食300食を 12時

00分に提供するとともに、 営業を 中止し、退去願った。

比較的少なかった被害

今回の激震の中にあ って、 当ピノレは幸いにも被害 はよt鍛的少なく、

外壁タイノレのク ラック、来IJ離、エキスパンシ ョンジョ イン 卜回り の

破損、内部f土上材( 石、タイノレ、クロス等) のクラック、浮 き、設

官首配管からの漏水等が見られた程度で、 f土ヒ材の損傷はあ ったもの

の、構造体、 主要設備機器 ・配管の被害は皆無であった。

当日の客室 も、テレどが数十台落下、フロアース タン ドの転倒、

ドアーロックが数室と 比較的軽微な被害で、負傷者も皆無であった。

これは、耐震構造になっていること、 三宮を 中心に東西に走る破

断層よ りやや外れたこと、地盤が岩盤であ ったことによると考える 。

ライフライン途絶に対する 対応 と復旧状況

ライフラインの状況 参考

池袋発生後直ちに停電 1/ 16夜宿泊147室

気屯 事E屯機起ID!什一一館内非常! 照明 1/ 17夜宿泊 97室

送電1/ 17 A M8  :  30→ A M9  :  00 ｻｾ屯

地震発生時ー ｾλ 水槽内約 ＸＰＰ ｔｏｎ
1/ 18f!: 12:  00ホテル

節水対策一一 営業休止

- 揚水ポンプ停止 1/ 19 非常用エレベー

- ショッピングゾーン全給水ストッフ. タ運転可能

(トイレi先i争、池の水利用) 1/ 20 街泊客 O

- ホテル給水ー従業員トイレ、腕研一部 - 設備|対係補修

7)< 
( 宿泊客は従業員トイレ使用) 工事者工

道
- カランを使用最小限にしぼる メドー1/末

- 出勤者、飲料水自宅より持参 1/ 21 ショ. ，ピングゾー

1/22  給水再開、通常状態に戻る ン営業再|甘l

1/26 約1週間の給水スト yプの述給あ弘 前回の節 - ショ y ピングゾーン

水体制に入る {反設トイレ括主備

1/27 給水再再開 1/ 24 全エレベータ

f夜m可能となる

地震発生後直ちに、号|込元パルプ間後。術泊客への

料理E提供は11よ気器具で対応、

ガ

一ーその後、 プロパンガスコンロで対応

1/29 '1" 圧ガス供給

ス
1/30 給湯、暖房可能となる 2/ 5  ホテル営業再帥l

2/ 13  低圧ガス供給

2/ 14  全I i i - f 房での使用可能

設備関連の状況と合後への対策案

地震直後は、停電による非常照明の点灯、 エレベータの停止、宿

泊客への案内・ 誘導等、ま た、 設備管理面では、光電管のズレ』こよ

る自火報の発報、スプリンクラ ーの発報 (2 カ所) 、配管漏水による

浸水( 大きな浸水 1 カ所) 等てやの混乱はあったが、幸い復電も早〈、

各所点検の結果も、仕上材の破損以外大きな損傷もなく、全体的に

落ち着いた状態にあ った。

その後の設備関係の検査チェックでも特に異状はなく、ライフラ

インの供給を待つのみとなったが、今回の経験により、ライフライ

ンへの対応として、以下の点を考える。

* 関係 ・中水道設備の採用、また一部トイレのみの中水道設備

- 高架水槽の百花期蒋造化( 他ホ テルの例)

- 池、プーノレ等による水の確保

- 受水槽容量の計illl 臓( 使用量の把握)

. 湧水の有効手IJ 用

・発電機冷却水の対策( 中水道、 循環式等)

Jゲス関係 ・厨房機器の電化( 復旧に期日を要すると考えられる)

- 重油用ボ、イラ の設置

思いつくまま列挙したが、やはりホテルて" は水関係対策が最重要

該揮ではないかと思われる 。

(うちだ のぼる 新神戸開発株式会社Jl j {締役施設部長)
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集 合 住 宅 一公団住宅の建築設備の被害と復旧-

下回邦雄/ 菊地秀夫

阪神 ・淡路大震災から 10カ月が過ぎた。私たちも これまで被害の

実態を調ぺてきたが、集合住宅全般を把握 して述べるには至っ てい

ない。 したカf って、ここでは 「公団集合住宅の設備j い、う切り口

て平日告させていただちたし、。

公団住宅の被害状況

(1) 被害の特徴

今回の阪ヰIjl ・淡路大震災で何 らかの被害を受けた住宅戸数は 6万

l 千234戸に上る 。災害宇矧力法指定地域内の管理戸数が 9 万9 千236

戸 ( 関西支社全戸数約21万 2 千戸) であるので、61.7%が 被 害 ぼ

けたことになる 。このう ち建物を角科材散去 したものは、3 団地330戸

( 対象戸数の 0. 3%) 、入居者の一時移転てヲd尉莫な11鋭善を行ったも

のは、 7 団地522戸( 対象戸数の0. 5%) となる。

表 1 設 備の 被 害原 因

;;丈

液状化現象によ I也渓の強さによる 設備の老朽化 建物の品i療に

る被害 被害 による被害 よる被害

u也然沈下) ( 材料強度不足)

Jfu外設備
。 。

l主|λl 設備
。 。 。

供給設備
。 。 。 。

J U抗.J @ : 特に被'-J( のt - いむの 0 ・被害を受けたもの

設備関係では、 表 1 にあるように、主なものを集約すると、地盤

沈下による建物周囲の配管類の破損や、高置 ｹ 同 ｾｩ の損壊による供給

施設の被害、 さらに建物と建物とを結ぶエキスパンションジョイン

卜の破損が目立つた。向平f村散去 した建物以外では建物内の、 設備機

器や配管類については大きな被害はなかった。

(2) 設備被害の特徴

・地盤沈下

埋立地に建設された集合住宅は、地震による液状化現象で、周辺地

盤が50- 60cm程度の沈下を起 こし、ほとんど の建物の入 口てや給水管

などのライフラインが切断した。

屋外部分でも、 埋設さ れている

給水管の一部に破損が見ら れた0

. 給水施設

建杉Jの、屋上 (j 答屋) に設置

されている F RP 製高置水槽て‘

昭和56年以前の旧耐震基準で

作られた一体型の F RP製高置

水槽のうち、震度 ? とされた地

区に設置されて いたも ののほ と

んどカ苛政壊した( 写真 1)。基礎

や架台の施工にやや問題も見受
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写真 1 高置水槽の破損

けられるが、新市: 展基準てや作られたパネル型のy神宮に比べ、損壊状

況は際立つ ていた。一方、受水槽の場合は屋外に設置していたもの

以外は大きな被害はなかった。

特徴的なこととしては、過去の宮城沖地震には見られない水槽の

天才府皮壌があ った ことである 。原因 としては、水槽の水が地震によ

って大きく揺すられるスロ ツシンク胃見象によるものと見られている 。

. エキスノ f ンションジ ョイン卜

2以上の独立した也統建物に配管する場合はエキ スパンションジ

ョイン 卜を使用しているが、地震時の建物の相関変位が配管のエキ

スパンションジョイン トの変位量を超えたため、ほとんどの建物てや

破損して いる。

復旧の状況

(1  ) 復旧の概要

公団では 1 月17日、災害対筑総合本部を緊急に立ち上げ、震災 2

日後から、被災建物の応急危険度判定要員を延ぺ1，200名派遣し、現

地てや他県等から U市宣された方々と協力 しながら判定作業を行った。

また、応急仮設住宅の建設要請を受け職員延べ3，743名を派遣し、兵

庫県と連携のもと l 万369戸の仮設住宅建設を行った。そのほか、被

災者用の暫定住宅として 2千920戸の公団住宅を提供した。

被害を受けた公団住宅については、主に公団管理部および営業所

を中心 として復旧作業を進め た。特に被害の大きかった武庫川団地、

神戸ハーパーランド、芦屋浜団地等 については現地 に対策事務所を

設置 して対応に 当たった。

(2) 建物内のライフライン

人聞が飲用に要する水の量は一 日当たり成人で 2 - 3 Q と言われ

ており、その 10倍以上がトイレな E の雑用水として使われる 。人の

命や生活にかかる水の復旧はもっとも急がれるところであるが、公

団て。はすべての団地が復旧するのに 3 月の初旬 までかかっている 。

建物内の給水施設については、

①被害がないが、水道事業者の施設がダウンして停止 したもの

②双方の施設がダウンして停止したもの

に分け られた。 したカすって建物側の施設や配管などの復旧には水道

事業者 との調整も 必要となり、被害の樹其建物構造によ っては、

建物倒( 公団) より水道事業者側の復旧完了が早くなったケースも

あった。

一般 lこ集合住宅の給水施設は多くが専用水道の形態を取っている

ため、管理責任はその所有者となるが、7)<の供給似Jj t 受け入れ側 と

の復旧態勢はおのおのがパラパラてや臨んて、、いたため、場合によって

は復旧の遅れにつながったこともあった。
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図 1 仮設給水配管

市水流入管

< 不在住戸のある場合> < 不在住戸のない場合>

不設住戸以外の住戸の元弁および便器ロ

ータンクの止水弁を閉める。

系統弁 ( G V ) を開けて、音鯛俸'て' 系統弁

の流水音を纏犯する。

不在住戸のメーターボックス内給湯メーター

に音調棒をあて、住戸内の流水音を確 隠す

る。

各系統ごと

図 2 ライフライン( 住棟内給水管) 復旧の手順

断水した期間中は、主に自治体の給水車が生活用水などの確保に

当たったが、団地によっては幸い建物内に設置されていた受水槽に

若干の水があったので、水槽から配管を延ばし、その配管に水栓を

付 けることによって当座を凌ぐことができたところもあった。高置

7同習が破壊された建物では、水槽カ噺しく設置されるまでの聞はポ

ンプからの揚水管と各住宅へ行〈給水管を直結し、各住戸へ7 . 1 ' < の供

給を 24時間行った( 図 1)。

(3) 集合住宅内の設備

前述したように、この震災で解体をした以外の建物では、内部の

配管、設備機器とも大きな被害は発生しなカ‘っ た。 これについては

二つの ことが言える 。 まず、第一は配管や設備機器などの支持や固

定が十分であった こと、第二は配管等の修繕が更刺1寺期に適切に行

われていたためと思われるこ t である 。

しかし、断水後の給水施設復旧に伴う通水作業は容易で、はなかっ

た。復旧の作業フ ローを図 2 に示すが、通水作業に最も支障を来し

たのは、 水道メ ータ一一次側 に設置された仕切り弁の太鼓( 弁の開

聞をするゲー ト) 落ちていある 。仕切り弁の太鼓落ちがあると弁の開

聞が出来す'、取り替えるまで l 棟あるいは l 階段分の通水が不可能

になることてゃある 。

また、 一部建物によっては、メーターボックスが住宅内に設置さ

れているため、避難している入居者に通水日に必ず在室を願わなけ

ればならないなどの不都合が生じた。

今後の対応

被害を受けた設備の各部住から、今後の雨模タ，t策を考えると、

q濯物引き込み部の給排水管の沈下対策

⑫ 也中埋設管の市様性の向上

③高置が槽等、 7同首の基磁封泡工の徹底と、7] ' < ; 出I上官1I の強度の検討

④エキスパンションジョイン卜の変位量の検討

⑤機能の保全が可能なノ f ノレフ。の選定

などが挙げられる。

そのほか、特に埋立地での液状化現象による地盤沈下の被害が、

地盤改良をした地区とそうでない地区での被害に差が見られたこと

から、今後積極的な取り組みが重要である 。 また、ソフト商では情

報管理という在且点から初歩的なことではあるが、日 l奨からの図面管

理の徹底を図ることが必要となる 。復旧をよりスムーズに進めるた

めには肝心なことだと痛感している 。「備えあれば愁いなし」の諺を

噛みしめて、今後に生かすべきことは多い。

(川 <  (にこお 住宅 者剖郁桁削11肝阿附iげ川T司|

きぷ〈ち ひでお {位j上-宅 .者朝都11干刊市|行7型整在耐附; 公団閃凶支相t信2.硯古部H機械F設北日陥t室長
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随 想4砂震 災の記憶

集 合 住 宅で、は- 被災経験からの建築設備考 -

私が被災したのは、激震地・兵庫県西宮市

夙川| の北西部、昭和]40年何灸半にできた 7階

建て 60戸のマンションの 6階である 。 l 階は

一部ピロティーだが、構造体は、エキスパン

ション部で二つに裂けて揺れたせいか無事で、

あった。 しかし高架水槽は全壊し、浄イ間fは

漏水した。当建物における電気復旧は 6時間

後、水道は45日後、カ、、スは52日後であ った。

排水ができない集合住宅には住めない

自分の家に住みがしけられるのは幸せなこと

である 。 しかし「排水ができないJ ことほど

住の基本機能を奪 うことはあるまい。排水が

できなければ水は持ち込めない。便所も台所

も風呂も無用の長物と化す。戸建てであれば

庭に穴を掘ってという手もあろうが、中高層

の集合住宅では難しい。 このマンショ ンでは

浄化槽カ f漏水しつつ も排水不良までは至 らな

かったが、住人はこれを恐れ、紙を流さず、

i先j争力を高めるため必ずロータンクに水をi及

んで流すなど、 詰 まり対策に神経を使った。

近くの ｉｾ Ｍ ｉ 小マンションで ￬ｾｲ イ ｴｦｬｍ￮ が 全 壊したも

のがいく つかある 。仮設便所が道路に設置さ

れたのですぐわかったが、夜、ほとんどの部

屋の明かりが消えている 。恐らく排水が原因

てや住み続 けられなくな ったと想像できる 。

今回の艮災では、排水より給水不足の方が

話題にな った。 しかしもし十分な水が雌保さ

れたら、排水問題の方がクローズア ップされ

たかもしれない。 2 月15日現荘、神戸市内で

6000箇所もあ った私有地内の排水損傷のう

ち、 完全な排水不良に陥ったものはどれだけ

あるのだろう 。車合氷やJ ゲスに比べると、排水

は多少疲れでも、「何とか流れる状態J が確保

て3 ればライフラインとして機能する 。被害

が集中した建物と地盤との接点や敷地内の排

水経路に ついて、「壊れても何とか流れる J フ

ェーノレセーフな音十l直lを考えたいものてれある 。

エレベータもライフラインである

次に集合住宅てい強調したいのはエレベータ

である 。 これには市古里と復旧にかかわる こつ

の問題がある 。市;1震 については現在検討中と

聞くが、建防の揺れとシャフト ・エレベータ
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破壊の関係がよくわかっていないようだ。 ま

た災害後の復旧については、 とにかくメ ーカ

ーの有資修者が点検しない限り釆れないこと

である 。 このマンションでは、物品のみの運

転を行ったのが25日後、人が釆れたのは42日

後であ った。上階への毎日の水運びはかなり

の仕事て¥マンション入日には f20 . eのポリ

タンクの水、 10佃を 3000円て昔日屋 までお届け

水所て毎日 2 .eのペッ トボトノレ 5本分をもら

う。用途は調理、洗顔な Eで、食器はサラン

ラップてや包んてや使用、洗うものを最小とした。

次に雑用水。当初の水源は受y同首残留水 ・池

・プーノレであ ったが、 2 月中旬以降は、消火

栓から分岐した仮 勧 ｾ栓から、 Ｑ E120 . eのポ

リタンク 2個を運んだ。用途は 2 日に 1 回の

洗濯。 2槽式の洗濯機を使い、 40 . eで洗い、

しますJ という新手商売のチラシも張られた。 40 . eですすくや。排水の合計80Qはすべて風呂

エレベータは高齢者や身体の不自由な人にと

って、集合住宅に住み続けるためのライフラ

インである 。 そもそも発電機も給水ポンプも

非常時にすぐ使えるから役に立つのであ って、

エレベータの場合も短時間で復旧するかどう

かが、高齢者が住み続けるための条件となる 。

tHfl渚カ糠遣されなくても、住人による初

期復旧ができる体制はとれないのだろうか。

研究の余地があるように思う 。

光は防災の基本

1 月17日、午前 5時46分はまわ惜し、。激し

い振動の直後、 くずれた家具や割れた食器の

海の中てや、外が明るくなるまでの危険で、動くこ

場のプラスチック製収納箱に蓄え、便所の洗

浄水とする 。i先i争*1ま15 . eのロ ータンクに半

分の l 回分 8 Qを溜めて使うと、 80Qあれば

2 日で10回洗浄することができる 。入浴は 3

日に l 回、大阪方面へ出向く 。

きて、この実績データ ( 12. 5Q/人・日) は、

一般的な集合住宅の設言|イ直250Q/人 ・日の 1/

20に相当し、神戸市の災害10日後の応急給水

目標値20Q/人 ・日を若干下回る 。随分少な

そうに見えるが、水運びｾ 1 : 風呂に入れないこ

とを除けば 1 カ月ぐらいはそう苦にならなか

った。集合住宅の受水槽は、通常、日最大使

用量の1/2日分程度を) [ 1 ' 留しているから、も

し給水設備が無事て、あれば、この実績値をべ

とができなかった。関西に地震はないと 信 じ ースに使うと 10日分はあることになる ( 250Q

ていて手先元に懐中電灯も用意していなかった。 / 人 ・日X 1/2日+ 12. 5Q/人 ・日= 10日) 。

「非常照明があったら J 1 : つくづく思った。

「光J は防災の基本だと思う 。 それに「光」

は不安を和らげてくれる 。余震を恐れて 1時

間後、マンションから避難したとき、通路 ・

廊下は外気 ・外光に商していたから停屯中も

スム ーズに移動できた。窓のない行灯廊下、

行灯階段てあ ったらどうだったろうか。 自然

採光はこんなときも役に立つ。 また、業務用

ピノレで、は建基法に従って設置される非常照明

も、安全性や用途から考えて集合住宅の各室

にあっても良いので、はと，思えた。

水使用量の実績

ここでは 2 月初めから 当マンションの給水

が復旧した 3 月初めまでの約 1 カ月間、給水

使用量を記録したので、その内訳ぞ述べる 。

この聞の平均使用量は、 4 人家族( 夫婦+

小学生 2 人) で 1 日当たり飲用 10Q、雑用40

4 てあった。飲用水は徒歩10分の小竿校 の 給

非常時、給水二次側のたわレブを自動的に

緊急遮断し、住民合意の上、各戸の風呂桶な

E を利用して公平に水を分配できれば、災害

直後の水にかかわる混乱は緩和されると思う 。

情報設備の強他

集合住宅て重要度が高いと感じたものを順

に並べてきたが、電気設備はそのトップラン

クにある 。 そして電 気 が Ｑｾ 域合されるとすれば、

集合住宅の情報設備はもう少し強化されても

よいように思う 。六甲アイランドの知人のマ

ンションでは CAT V が活用され、給水車の

到着や支援物資の配給がスムーズに行われた。

マンション管理人の連絡や誰かが館外から得

た情報を、「エントランスの伝言板j より早

〈、正確に各戸に伝達する手段を考えてもよ

いと思う 。なにより集合住宅は一つの建物に

一緒』こ住んて¥、ることがメリッ卜なのだから。

( おおたか かずひろ I HI! 設計一大阪本社設備部副部長)



随 想4砂震 災の記憶

戸 建て住宅で、は - 被災生活で、試みた工夫の数々 -

1 月17日未明、 2 階の夫婦寝室で就寝中、

突知、地底から突き上げるような激しい揺れ

が生じ、生きた心地がしない。停電による暗

閣の中、揺れが収まると別室にいた二人の娘

がやってきて家族 4 人の無事を布陣込ライト

で照らして見ると、 2 階の本棚は床に倒れ、

本カ激乱し足の踏み場もい、。 1 階 の 材DI I;t.

15cmほど移動し、作り付ーけの食器棚は中の一

部が扉に寄りカ 3 カヨつてはいるが、収納物は辛

うじて無事。

家族 U: . もに外へ出て見る 。空気中に都市

ガスが強くにおう 。足もとが濡れているので

ライトをi骨らせると、軒下に直径 1 m- 50c m 

の砂山が 4個出現している 。足もとの水はそ

の砂山の項上にある l噴出口から流れ出たらし

い。道路は車道と歩道の境目に 15cml.t. t ' の地

割れを生じ、気をつけないと足を踏み入れそ

うである 。

わが家の軒下にできた砂の噴出口

わが家は芦屋浜シーサイドタウン内分譲地

に立つ築後13年の軽量鉄骨プレハブ、住宅( 当

社商品の総 2 階造) である 。地震により埋立

地特有の液状化現象を生じ、砂カf吹き出すと

ともに地盤全体が傾き、家全体も同様に傾い

た( 南西隅を基準に北東|料15cmの沈下、最大

1. 5/ 100勾配) 。町内てやは5OcmJ ; ) . _ 上沈下の家も

あったから、まだましな方かも知れなし、。(タ

ウン内てやは全壊は l 戸もなし)

建築時の条件として公社側から、基礎構造

はベタ基礎とし、電気 ・ガス ・上水道の引き

込みと汚水 ・雑菌o J<管の引き出しは不等沈下

やずれに対応で、きる設計とするよう指示が出

ていた。 これらの構造や仕犠が、被害を最小

限にくい止めた要因のーっと思われる 。

柳 生 研 太 郎

電気、ガス、水は来ないけれど

地震後、約 1カ月を経てライフラインは復

旧したが、その聞のf棋検を、記憶をたどりな

がら以下にまとめてみた。

・展災! : ! : もに停電するが、午前 7 時ごろに

は復旧。 ライフラインの中でも電力が通じた

ことにより照明をはじめとして炊飯器、湯沸

かしポッ ト、ホットプレー ト、電子レンジ、

電気ス トーブ、冷蔵庫、こたつ、エアコン、

テレビが使える 。下線は非常時の三種の神様

と呼ぶべきで、最小限の調理ができる安心感

は大きヵ、った。食j先器、洗i翠機は断水のため

用をなさないので、食事時には皿、碗にラッ

プ類を敷いて使用しj先わないで済u ' ように考

える 。

・電話も電気 とあわせて復旧。親戚知人が安

否を気遣っているこ! : ! : 考え、さっそく受話

器をとるが、阪神地区は電話が殺到している

せいか通じない。実家のある広島と松江は遠

距離のせいか連絡がとれたが、後にこれが大

いにf交立った。

・居間の暖房はF F式灯油ヒーターに頼って

いたが、地震後 3 日間は余震を恐れ、こたつ

を使用する 。 しかし寒気には耐えられず 4 日

目にヒ ーターにスイッチを入れるが点火しな

い。幾度か試みた後、建物傾斜による安全装

置カ可助いたことに気づき、下にかませ材を入

れ水平に戻す t 勢いよく l暖気を吹き出す。

・地震後、 しばらく経ってガススイ ッチを捻

るが点火しない。大阪ガス側で安全対策上、

供給栓を閉じたと ニュースが入る。給湯は厨

房、洗面所、風呂の 3 カ所を大型のJ ゲス l瞬間'1

ｪ 毒 ｾ￬ｾ￞ 器に頼っていたが、すぺて使えない 。 炊

事、 j先商はともかくとして困ったのは風呂で

ある 。会社の施設や大阪市内の銭湯、自衛隊

の仮設風呂等 を利用する 。なかでも昨年温泉

を掘り当てた市営の仮設風呂が湯質の点で最

高であった。

・料理用水は以後、自衛隊1 . 1 . ヵ、地方自治f桝灰

遣の給水車に頼ることになるが、水がこんな

に重いとは思わなかった。知人を通じて得た

ポリエチレン製の折り畳み式水タンクは蛇口

付きで水道耳X 7 J < と変わらず、炊事、洗顔l寺と

大いに重宝 した0

・マンホーノレの蓋を聞けてみたが、特に異状

ない様子。 しかし地盤そのものが傾料したた

めか ｴｾｉ Ｚ Ｊ 勾配がなくな っ てしまい、Ｊの流れ

が悪くな ったのでトイレ使用時には紙は流さ

ないようにする 。節水のためバケツ一杯の水

で11t すことにするが、これではj先i争力が足ら

ず詰まるおそれがあ ったからである 。

震災を経験して得たもの

地震直後にはテレビを通じて被害状況を知

ることができたが、できれば被災者の立場に

立った細かい生活情報の提供が欲しい。開底

中のスーパー、給水場所等、救援体制を含め

て見通しある情報への渇望は皆同じであ った

ろう 。

震災前日に風目の残り湯制定してしまい、

家族ともども残念がるこ t しきり 。近所の方

は深夜電力利用のJ ! ' T 湯タンクにより給湯 して

いたことし風目の残り湯を利用していたた

め、 当商水には不自由しなかったと聞く 。瞬

間湯河1: 器利用のわが家はこの点てやは不利ていあ

った。

給水活動が本格化するまで、 トイ レ用水は

近くの中学校のプーノレの水制及んで来てパス

タブに貯水し、ノ f ケツて" 汲み出しては利用し

たが、プーノレの水そのものも 10 日ほどで底を

ついた。2む足や防火に備えて、事えI也内にタン

クを埋めて雨水を常時、貯水しておけば非常

時には必ず役に立つものと思う 。

家族 4 人、不便な生活れ虫いられたが、*

をはじめとする資源の大切さ、ありがたさを

身をも って感じることができた。特にli 成後の

物資の乏しいu制t を知らない子イ共たちには市

内のi監禁師庁てゆボランティア活動を合め、 生

きた勉強をf相殺させることができた。 これは

震災という : w常体験の中て得 た最も大きな収

穫であ った。

わが家は、 8月にジ、ヤツキアッフペ工法によ

る建物の水平修復工事 U肱地内の排水工事を

終え、 今は通常と 変わらぬ快適な生活を送っ

ている 。

(ゃ ぎゅうけんたろう fl' 1ぷノ、 ウス株式会社技術本苦11課長)
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資業; j . 口防災システム

川崎市震災対策支援システム

先の阪神 ・淡路大震災においては初劃河本制

のあり方が教訓のーっとして残されたが、 川

崎市では昭和60年度から 3ヵ年をカ、けて ，)11

l崎市地震被害想定調査J を行い、その報告を

生かし、 地震発生後直ちに市域の震度と被害

の予測を行い、市がとるべき災害応急、対策指

針を提供できる震災文様支援システムを第 3

庁舎 7 階の防災セ ンター内に整備し、平成 6

年 4 月より嫁動してし、る 。

このシステムの目的は、地震発生時におけ

る初動対応の効率化 を図ることにあり、 地震

発生直後の 「情報の空白期J を埋め、迅速な

応急活動の実施が可能になるなど、地震の被

害 を最小限に食い止めることに役立つととも

に、シミュレー ション機能により、平常時に

は防災訓練や防災教育ができるようになって

いる 。

システムの基本構成

本システムは、 図 1 に示すように 3つのサ

ブシステムて精成されている 。

①端末点シ ステムは、地震を感知し、その

情報を伝送系システムを通じてセンタ ー シス

端末点シスァム

端末点シスァム

端末点シスァム

端末点シスァム 伝送系システム

端末点シスァム

端末点シスァム

端末点シスァム

地震時 ｼ震ト→ Ｑ 震度分布トｾ

荻 野 圭 成

テムに送ると同時に、区内の被寄佐定 ・対 策

支援情報等を出力する。

② センタ ー システムは、端末点からの情報

を集約 して、総合的に地震入力を評価し、被

害推定 ・対策支援情報を出力する 。

③伝送系シス テムは、防災行政無線を利用

し'情幸阿云送を行い、地震にも強い伝送ライン

となっている 。

システムの役割・機能の概念

システムの概念を図 2 に示す。

⑪ 也震発生l時のf捌・・・防災都，)策の支按情

報を即時に提供する。

②平常時の役害IJ... 地震防災に関する教育シ

ステムとして機能する 。

} ¥ードウエアの基本構成

端末点のハードウェア構成は図 3 のとおり

であり、防災行政無線を有する各区役所』こ設

置することとしている 。現在 7 区役所のうち

6 区役所に訟置が完了している。

伝送系は、既存システムの防災行政無線を

利用する こと てヲ也震時の有線の途絶を考慮し

たものとなっている 。

センターシステムは、端末点シス テムから

の地震情報を総合的に評価し、 被 害推定 ・対

策支援情報を 出力する( 図 4 ) 。 またシステム

の設置床は免震構造となっており、 地震時に

備えている 。 さらに、停電対策として、無停

電電源装置を設置している。

ソフトウェアの基本構成

ソフトウェアはモ ジューノレ化 されており、

図 5 に示すとおり、大きく 4 ブ ロックに分割

されている 。

①入力詞刊凶モジ、ユーノレ

(地震発生の感知、地震情報、震度情報)

②被害想定モジ、ユーノレ

(震度情報から被害を推定)

③対策支援モ ジ、ユーノレ

(被害推定結果から初動対応支援)

これらのモジ、ユーノレに取り込むデータベー

スは、自然環境、社創黒境および防災資源デ

ータベースであり、各モ ジ、ューノレは密接に関

連づけられている。各モ ジ、ューノレの仕様を表

ＱｾＳ に示す 。

図 3

端末点システムの

ハードウェア構成

センタシステム

図 1

サブシステムの精成

結合関係図

ト....1

と

注) 川崎区のシステムは、

i無線: を経ず、直接センタ

ーシステムに L A N接続。

( つ0^i

仁コ将来計画

1111 

図 4 センターシステムの

ハードウェア構成

LAN 

二 ど で 士: l

匝日 巨日 巨日

L NA: L ANアダプター

開 I iil 剛 i FE 
システム- l

日

( ディスク) I  i  ( ディスク) 1  1  i  

内 蔵 l 内 蔵 : :  CRT  

防 災 教 育
日 | … |

免 震 L設 置 P  J  l  唱 ._キ占ごにーjよ ri 一プ吋J ンタ一

図 2 システムの概念図

無 停 電 電 源 装 置
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入 力 評 価 に お け る サ ブ モ ジ ュ ー ル の 仕 様

モジュール名 入 j J  処 理 方 法 出 j J  

起 動 ・前処理 - 端末点からの起動情報 .  j也2達制l別 - 起動作1報

地震情報 - 端末点からの地震情報 - 震源算定 -地震f育報 ( 7グニチュ

ード、波央方f立など)

渓度情報 - 端末点からの渓度情報 - 笈皮解析 - 全市袋度分布

- 前段地震情報

- 地盤データ

入力持価結果表示 - 上記モジュールの:H力 - 表示のための加工 - 地震速報表示( 震源

位置図、渓度分布図)

表 1

被 害 想 定 に お け る サ ブ モ ジ ュ ー ル の 仕 機

モジュー J レ名 入 jJ 処 理 方 法 ＮＧｊ ｾｉ＠ ブ1

滞i皮 - 地震情報( マグニチュー ' 7 グニチュードによる津波波高の算定 .  ￬ Ａ ｬ Ａｩ ，皮 Ｗ 皮 ￯ｦｾ

ド、ｾ央方位などＩ

液状化 . ( . 1主度分布 - 液状化発生危険府l平による危険度判定 - 液状化発生危険度

- 地盤情報

斜面I前段 - 震度分布 - 斜面被害率関数による発生可能性判定 - 斜面脳波発生可能性

- 斜面分布 ランク

姥物 - 渓度分布 - 建物被害率|刻数による被害線数算定 - 建物被害棟数

( 木造 ・非木造) - 建物分布

- 液状化推定結果

土木構造物 - 後度分布 - 道路被害率l刻数による被害箇所数算定 - 道路被害箇所数

( 道路 ・続梁 ・ - 土木構 造物分布 - 橋梁耐震性ランクによる発生可能性算定 - 橋染被害発生可能性

i可)11君主 |坊) .  i可川徒防被害率|関数による被害箇所数 ランク

算定 - 河川堤防被害箇所数 l

ライフライン - 震度分布 - 施設被害率l刻数、供給支障率l剥数によ - ライフライン被筈影響|

('il!:気 ・水道 ・ - 主要施設延長 る影響世帯数算定 世俗数

ガス) - 需要世帯数

it: 3'古 . ( . 1を度分布 - 屯1舌障害率関数による支隊率算定 .  - ; 1] : 訴降客率

( 短期、長期)

火災( 出火 ・延焼) - 袋度分布 • t.H火被害率関数による出火点数算定 - 出火点数

- 木造建物全壊都R数 - 延焼被害率I対数による焼失棟数算定 - 焼失棟数

死傷 - 建物被害線数 Ｍ 多変 ｴｩｴ ｬ￱ｊ ｾ￺ｾ 式による死傷者数算定 - 死傷者数

- 焼失糠数

表 2

「 一 起 動 前 処 理

ト一地震情報

しー震度情報

ーマー津波

トー液状化

Lー 斜 面 崩 壊

トー建物( 木造 ・非木造)

トー土木梅造物

( 道路橋梁河川堤防)

ド・ライフライン

トー電話

' " 火災( 出火延焼)

ト一死傷

" 権 災

ーτ一本部役置

トー職員動員

「一救出 ・救急医療

トー消防出動

ト，，7) ( . 食料補給

「一避難

'  災害救助法適用

各 モ ジ ュ ー ル の 内 容 詳 細 ( 出 力 函 面 に 一 致 )

知

後

一
m

n
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1
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け

地

約
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一
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町
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回

一

四

阿

圃

一
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-

一

知

軍
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凹

↓
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目

↓

日

目

↓

圏

一
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)

シ

ス

テ

ム

ソ

フ

ト

ウ

エ

ア

図 5

対 策 支 援 に お け る サ ブ モ ジ ュ ー ルの 仕機

モジュール名 入 jJ 処 理 方 法 .'3'， 力

本書I1設自主 - 市本部設置の必要性

と規絞

- 区本部設置の規模

職員ttJ .n - 動員規模

- 部局別tt Jn 態勢

救 出 ・放急、医療 - 救出対象J ) I f 規模

- 救急体制の規模

消防1.f'，ttJ - 被害想定結果 - 被 ilt 恕定結果の総合判断 - 動員態勢の規模

- 延焼|坊止対策の対象

地区と規模

水 ・食料補給 - 飲料水と食料の補給

規模

i醐 It .  - 火災に対する避難鋭

模

災害救助法適用 - 災害救助法適用の必

要性

対策支援結果表示 - 上記モジュー J レの 出力 - 表示のための加工 - 対 策 支 援 結 果 の 文

宇 ・図形表示
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表 3

約 2 分後

け

1

1

H
川

H

U

約

各 シ ス テ ム 聞 の情 報の 流 れ図6



写真 1 シミュレーション入力画面

写真 2 地震速報

写真 3 液状化発生

さらに平常時にこのシステムにいかに慣れ

ておくかが緊急時対応の鍵 t な る ( 図 6 )。

そのための防災教育用としてシミュレーショ

ン機能を備えている。

①入力地提メニューによる地震選択( 地艮

写真 4 ライフライン被害

写真 5 被害推定総括

写真 B 対策本部動員

た場合と同様に、ホストコンピュータカ事十算

を開始し、出力を得ることができる 。 この結

果を見ながら、地震発生時に E のような対応

を図らなければならないかを訓練することが

できる。

ション機能を生かして、災害対策本部室での

樹疑審議や中央訓練会場での大画面による画

像展開を行い、市民への啓発にも利用してい

るが、今後は、さらにシステムの拡充と初動

対応との リンク等の課題と併せて、 その確立

被害想定報告書内の想定地震) をする。 写真 ＱｾＶ に 出 力される画面の一部を示す。 を図 り、防災体制の一翼と していきたいと 考

⑫也2主要素( 月日、時間、震度、民源距離、 えて いる。

方位) を指定する。 システムの活用と今後の課題

五Uーを入力することで、実際に地震が起き 9 月 1 日の防災訓練の日には、シミュレー ( おぎの かEしげ川崎市土木局防災対策室長)
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日本の主ｬＡ築欽 Ｇｬｾ 加工業の現況は、

. 建 設 僧!市業者の糊{ 度の低下

- 建設産業より f山産業への労働力のシフト

. 労働時!日] の短縮

- 景気低迷や競争激化に よる則前の下手書

. 顧客の要求品質のアップ

角形鋼管を増肉加工した柱・梁接合システム

の開発

福田 章 ふくだあきら 松原 洋 ー まつばらよういち

大和ハウス工業開建築筒昆開発部 第一高周波工業開妓術統括本部長

だ。 そしてテー? としては、 二つの要素に分けて

開発を行った。

一つは、柱を切断しないために、外部から締め

られるボルトの開発である 。 肖H寺、小径の航空機

に使用されている 一方向から締め1-1" け可能なボ. ノレ

トがあるい、う↑ 'N械を入手しており、これを大型

している 。例えるなら、プラスチックパイプのrl'

間部全周に熱を力uλ 、両端から押し、軟らかくな

った部分が) 1 ] - みを増すのと同じ原理の加工である。

切断から塗装まで

増 l去l工法とワンサイ

- 顧客ニーズの多様化 化し てh l ! 築川として使用する。( これについては、 ドボルト、このどちら

等の問題を抱えてお り、悲総括l勺な姿索が多L、。 本 誌1994年 3 FJ サ「椛造の瓦J 欄 に掲1的斉み。米 が欠けても当桃法は成

また、工場で‘の鉄 Ｇｬｾ ・製イ乍 Ｑ Ｉ｛Ｑ工は疑いもなしに ｪ 本 国ノ、ツク インターナショナノレ社製) (図 1 )  り立たず、これらの特

桜で行うと決めでかかっているが、建築欽 ＩｾｬＮ 加工 二 つめは、住を- l ; IJ !rJi : . 俗被せずに構造的に満足 徴を: l i; Q克服に生かした

について、以下の問題を考え直してみる。 させる村必去の1m発である。 その案として、アング 締法力士r DN S- V
2
J

・角度等各部材の位置決め行脚w に、多大な労 ノレを四附から当てて補強する万式の| 井1発であった。 (写真 3 ) である 。 写真 3 D NS- V
2  

カと治共が必要。

・1割安行喋 は 、 有 資J格者しか行えない。

・その手nを絡者が行っても、検査は必要となる。

・その上に、 I谷被歪みが発生するので、その対応

が必要となる 。

これ らはすべて、 i割安により派生 した工程である。

f無溶接構法j の開発

それでは、副委主? 用いい、すなわち 『鮪割安』

で' ロー組を構築できたら、これらの問題はすべて一

挙に解消するのではな いか ! この コンセプ トに立

ち、 『告1M糾刻，V1ぷ去j の開発に若手した。

ii!i1¥刀に、 i住 ・

梁ともに圧延の

HJ;:: 鋼を月]l 、

核合金物も→世

形鋼守切断 ・孔

fl}lけして製作し

たr DN S - IIl J

元2 ・

(写真 1 ) 制m 写真 1 D NS一日I

発し た。その対J栄は十分に立証され、現在も継続

して使用しているが、佑材として角形鋼管が主流

を占めている H乍今、角形鋼管を柱とした 『無裕按

祁d去j の開発まで進めな l ' 1 : . 、そのシステムの価

官立はなく 、さらに歩そ進める こととな った。

いろい ろなアイディアの中か ら 『欽骨製作上、

簡紫化がL 、かに図れるかに主I肢を置き、その中で

椛造的にどう対応させるか』、通市の開発ステヅプ

からすると全〈逆のアプローチでこの開発に臨ん

図 1 高カワンサイドボルト

(制妾がまた放って L 、る)

高周波による増肉工法へ

以上を盛り込んで

開発したのがr DN

S - V J (写真 2 )て、

大和ノ、ウス二じ抑制念

合技術研究所のセミ

ナ一棟に、日本雄築

センターのイl司>)'J 評定

を取得して処設した。 写真 2 D NSー V

この材紙は、従米の工法と上凶i交しでもかなり省

力化がl玄lれるが、立J] I を考えた場令、精度上で各

昔1I材の公差を E うH及収するか等の5総返が絞った。

この頃に、日間i皮を応用する仇泡! が持ち上がり、

さらなる干i J J 化 を目指し市周波加工技術のr. ii i立へ

と、ｾｦＮｬ発の方向はさらに転換した 。

この加エ法は、第一高周波工指掬州呆有してし、

た高周波を汀Il 、て配管mのj写l去1 (1去l厚 5伽 m前後ま

で可) のノ f イプを山げ加工する技術て‘ 、これをベ

ースに枠 ｾｉｉ 去 ｬ 工法を 訂 ぼ ｅ した 。

:qv， l苅工法とは、高周波宮秀持加熱により fll)f;:: 鋼包ー

を? 加黙しつつ、鋼管の岡端から圧力を加え、必要

な厚みまでW/ I 勾を行うものである 。( そのため、地

肉部分を作れば、鋼管は加熱! 日より短くなる)

ＨイＩ 加 熱装 ｴｮ Ｚｲ･鋼管の地 ｬ 士 ｭｾｊ ＡｦＮ￬ｽ ＮＧＱＮにセットし、加

葬拙lをf/J 性変形可能なi副支まで' . fl- i 昆させる 。

(ロ) iUI 圧ジャッキにより、鋼符の一端を圧縮速度

V て事1
1
し込むことによって、 W/I 勾を開始する。

(寸 力n熱装出をす? 車Ih方向に移動速度Wで動かすこ

柱において r; i J の大きい所にはj平〈、 小さい所

には薄< J し こ れ を 1 本の校の中で実現 したの

が当ホ路去の由わたの特徴であり、鉄什の加工い、え

ばノ叶、ノレゾーン昔11の加ユ: に大部分を政やしていた

ものが、当州出 J戸により 一変することとなる。

加工の流れは、 f V附 踏 で は 図 2 となるが、 当

構法では図 3 のようになり、製作1JII 工は非市に附

ぷ化される 。梁せいが呉なる場介において、この

特徴はさらに発締される 。 また盟主装についても、

燦擦面に塗装しでも jifr定のl制剃系数カ可制呆できる

工法もすでに開発しており、これらを組み合わせ

ることにより、切断から塗装までを、辺諸'l A勺に処

切断

l- 一一一一r t . 而ｾ l  

L  開 先 裏 当 金

ζ 二二二コ臼ξ 三三ヨrf ' [ j l Eヨ 1

L  コア組み立て 溶接

瞬 静 1

図 2 従来の構法 ( ダイアフラム形式)

素材

ーコ
L  増肉加工

l<  ( r  ( i r  Q  I  

L  孔明け

l←一一一一- - ( ; : - - : ; r I 一一一一- ( : ::if'"一---;;Q

とにより、 Ｑ ｊＱＱ然的 ｉ ｉｾ 移動させる 。 図 3 D NS- V
2  

(.::.) 1m熱 装;丘の移動に '( '1礼、、明|去l直後の苦11分に冷 理することも十分可能になった。 このことにより、

却媒体を吹き付けて冷却し、その部分がさらに士曽 製{ 判明r . nの大中高な短縮、品質の安定、また、コス

肉することをf予止させる 。 トの安定も凶れる 。

この( 口吋) ト一( 伺ニ司) の工程を辺i民あ絞，1::，(凶(1的l内勺』にこ紋総i り返す こと により札、 按令昔部11の4初古i批託島化を図ることにより札、 当村託去の l向当

t均勾一 なm附 l肉去勾]}j加加1I庄工カ雪桁行 えるι 。WI削 l伏肉去勾l誌は、 力加町熱剖部iの移 |由山羽却j度支毛を制?吋4非ド?常片にr市石れL 、ものとすることカが雪可て、き、 諮設tZ計計1十-名名

到動j 迎 皮W と圧縮速度V の比 により決定される 。 やエンドユーザーの要盟に十分に応えることが可

ｩ 函館、 ｦｦｾ 鋼は熱Ａ日 ｬ 圧延や鋳型に入れる製造法を 能となる 。 rl 7ドの建築欽' 1 ' 1加工業の抱える諸|!! 阻

採るが、今回は会〈輿なる熱間塑性加工法ぞ採j刊 の解決の糸円が側めたのではないかと考えて い る。
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高 調 波 の 初 歩 の 初 歩

遠 藤 進 えんどうすすむ

開きんでん工事統轄部統轄課

1/ ωC の合成 リアクタンス X ，は、

X ，= j ，ωL + 1/j ，ωC  

ｾ］ｘ ｣ とおくと、
W L -

X1=j X ，-十字= J 民 - X c)

となる。 これが第 5 調波になる と、

X c  .  1  

ｘ Ｕ］ ｊｾｘｌＫ 一戸 ］ｊ 一 Ｈ ＲＵｘｌＭ ｘ ｃ Ｉ
J5 ' 5  

となる。 ここで X
5
= 0 とすると上式の右辺は、

2 5 X L - XC=0  25X L =X C  

X L =  X c/ 25= O. 04X c  

すなわち直列リアクトノレをコンテンサ容立の 4 %

とすると、図 5 のコンデンサと直列リアク トノレは

第 5制波に対しては共振現象を起 こし、インピー

タ。ンスは O となって短説告されたことになり、第 5

調 ｪ 皮が過 ｾｬＩＺ ｩ 荒となって流れる。そこでー噴射こは直

列リアク トノレは第 5 制 j皮で共振を外し、かつ誘導

リアクタンスにするため 6 %が標準とされている。

もし、 6 %のリアク トノレが高調波のために焼損

するような こ とがあれば、対策として容立を コン

デンサの 8 %か13 %にする こ とがある。その場

合、 コンデンサの定格屯庄の高いものに しなけれ

ばならな し、。 それは次のように説明できる。

図 Bで、 E = E L+ E c  ..ーー ・・・ ・・ ・ ・・ ・・ (イ)

ωL = X L、

いうことである。直列接続であれば、 この三者を

貫いて電流が171tれるので、 1屯j荒を基準にして R 、

L 、 C にどのような

L 、 C カサ師1)接 続 ( 図 2 ) になって い ると 、三 者

に加えられている屯- 圧が共通であるので、電圧を

基準に して三者に流れる屯流を考える。 R を流れ

る屯流と氾- 圧は位相角は0・、 C を流れる屯流と屯

圧は、電流が901立中目角が進んでいて、L の屯iJiEと

泣庄の関係 は電流が90。遅れるのである 。

医11 の電圧、電流の関係は図 3 となり、その式

は下のようになる。

E  

-

L

l

接

ベ

ル

E
d

一
野

図

R + j  (ω L ーム)
W L-

E L = j ωL I  E c = ー j 去

E R= I R  E = E R+ E L十 E c

上式はベク トノレ表示されてい

るこ とに注意されたい。交流と

直流の違いである。

I  

和丘よく 「高調波声z版 」 と い わ れ て い る 玖 日

常生活で1立高澗i皮に悪さをされて困るということ

はまだない。高調1皮のf 'O，成にさらされているのは、

都会のヒツレの自家用受電設備「どめる 。屯安直の進

相コンデンサやi直列 リアク 卜ノレカ可弱調i皮のために

焼損することがあるからである。

高調波の正体

屯力会初ーから配屯線で送られてくる氾カは、正

艇な正弦j皮形てゃあるが、T t . i : 力ぞ消費する側 で力r I 工

するのが原因て高調波が発生する。この加工とし、

うのは、屯力を ニクロム線て、熱に変換するような

簡単なものではなく、正弦i皮をサイリスタやシリ

コン整流器で切断したり、それをまたかlの周波数

の交流に作り直したりすることである。そうする

と、来たときは正弦波であ ったものが、使われる

とき正弦7皮て、はなくなる 。

正弦液でない ｩ 皮を ｾ￬ Ｎ皮い、い、歪 ｩ 皮はどんなに

E歪んで、、ても; J ; t ドi皮とその箆数倍の周波数をもっ

た高調波に分解できる こ とをフー リエが発見した。

これがフーリエの調波解; j 'Ji である 。

主主= 互 d =i 立 =一_ j L

E c  X c  j  100  100 

E，=- _  ｾ｟ ・ Ｑ
ゐ 100 ー ャ

(イ)にft 入して、

iz=it c - i jEC 

100 

高調波

高調波の正体の項て. 述ペt.: 歪i皮と高調波の関係、

を図 4 に示す。 ; 1; ; : 気では 3 の整数倍次の高調波は、

配' i I : ! : 用変圧器の 2 次イJ ! I) が /::，. ( デルタ) 結線になっ

ているので、百e;屯線には現れないのである 。

基本波

吏流の基礎知識

直流を考えるには屯庄V 、電流 I 、抵抗R だ け

扱えばよいが、交流の場合は、このほかにリアク

タンス、インピーダンス、イ封目角が加わってくる。

図 1 はR 、 L 、 C のi a: 手1) @I l 1各である 。 このインピ

ーダンス Z は、 /

申
|

¥

|

X

_ 100 ・

E c = ' V̂̂V E = l . 087E 

92 
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図

図 6 のベクトノν 図 を 見 る し この こ とがよくわ

かる。同様にして、 リアク トノレが13 %となればコ

1 0 0  

、ンサの泣庄は一一一ーー= l. 149倍となる 。

0 0 - 13  

我が社の中には、第 5調 i皮の被害を防止 するた

めに 6 %の直列リアクトノレを設置するよう決めで

あるものを、 8 %、 13 %にするのは邪道ではな い

か、 Z羽司i皮の含有i立が多過ぎるのであれば、発生

を防止する f昔置が先決であると陥える 人が し、る。

果たせるかな、平成 6年 9 月30日、通商産業省

資源エオJ ギー庁から 「高 調 帥I1ml) が蹴J ゲイ ドラ

イン」が定められた。 その内容は、 6.6 k V ι L上て.

受電する稀婆家で、高調波発生l : 機然を設置 してし、

る場合、高調i皮流出』屯ii 仕上限伎を定めて、それぞ

越えないように必要な同調波抑制九時寂を耕じな け

ればならないことになった。

屯気回路て一番厄介祝されるのは第 5調波であ

る。図 5 は普通の' 屯気室である 。内線規耳霊には「高

調i皮電流が著しく増大した場合には有効な直列リ

アクトノレを設澄しなければならなし、J 、高圧受活

設併i指 針 に は 「第 5調波等に対して高淵波障害の

t . t * を防止するため、 コンデンサリアクタンスの

6 %の直列リアク 卜ノレを施設することが望まし

いよ と言E しである 。

そこで第 5調 i皮に対する直列 リアク トノレの計算

を試みてみる 。基 本1皮に対する直列 リアク トノレの

リアクタンス ω L とコンデンサ の リアクタンス

電気室の単線結線図

f ヘ歪波

しJ

歪波 lま基本波と

高調波の合成さ

れたもの 図 5

図 4

Z = R + j ωL + み = R + j (ω L - 土)
yω し ω し

ω  角道VJr (= 2π f)  L : インタークタンス

C : キヤノ f シタンス

ωL - 1/ ωC : リアクタンス

この式で j ( =! ご百 は、数学では虚数に i を使

うけれ ｅ も、ｾＱＡＺ 気工学＿ では［ｬｬＺ流に ｺ を使うので虚

数を j で表す。電気 に虚数があるわけではない、

表現の仕方である。 j を付けることで、位相角が

雌 み 、 刊 に 付 け る 寸= - j ) と 仰 れ る 。

リアクタンス ωL - 1/ ω C は角速度( 周波数)

が変わることによ って、 その数イl直が変わ ってくる 。

これカな潟市皮対策に君主要なf鵠 il )を来たすのである 。

もう 一つ、交流を考えるポイントはR 、 L 、 C

力市主列按絞にな っているか並列にな っているかと

C  

C

続

-
H

接

l
r

列

叫
町

並

件

2図

E=ER+EL+Ec 

図 1 直列接続

建築と社会 ・1995. 1164 



[ お知らせ]

i

 

'

I

I

:

I

Z

 

-

-

i

g

 

・
2

n f o r ma l i o n  

「オランダクレラー= ミユラ一美術館所蔵ゴッホ展J、横浜美術館で

アムステルタ'ムから東へ8似m、フェルウ' ェ国立公園の

緑に図まれたクレラー= ミユラ一美術鵡のゴッホ ・コ

レクションは世界最大級。

同館の 270余点に及ぶコ. ツホの作品の中から油彩31点、

繁描 ・水彩42点の計73点が37年ぶりに日本で紹介され

る。その中にはコ. ツホファンならよく知っているく糸

杉と星の道〉など42点、さらに日本= 初公開のく青い花

瓶の花束〉など22点が含まれている。後援はオランダ

大使館、外務省ほか。

会 場 梼 兵 美 神 爺 官 TEL 045- 22ト0300

ｾｬｩ 兵市西区みなとみらい ＳＭＴＭＱ

会 期 1995年12月 9 日仕ト 1996年 2 月11 日(日)

ＱＰ 目 ∞ ｾＱＸ Ｚ 00 ( 金曜日は 20: 00まで)

毎週加霊日僧官、 ＱＲ 月 ＲＵ 日、 Ｑ Ｒ 月 ＲＸ 日 ｾ ｉ 月

4 日、 1月 16日は休館

主 催 横 浜 劃 市f館、日本テレビ脱出問、読売新聞社

穫をまく人

｀タレラー ・ ミュラーミュージアムファンデ ＭｾＳ ン、オッテルロ一、オランダ

入場料→ ｾＱＲＰＰ 円Ｈ前売りは ＱＱＰＰ 円Ｉ

内容晩鐘( ミレーによる) 、種をまく人、郵便配達

夫ジョセフ= エテイエンヌ・ルーラン、オリ

四大学卒業設計展'95

広島に建築系学科をもっ広島大学、近畿大学、広島工

業大学、福山大学が、 8 回目の「四大学卒業設計展J

を開く 。

テーマ千年紀末の時計- 5 r眼をJ疑らせば… … j

日 時 ＱＹＹＵ 年 ＱＱ 月 ＲＹ 日 附 ＱＳ 時 ｾ ＱＲ 月 Ｒ 日 出 Ｑ Ｖ 時

会 場 広 島 県 情 報 プ ラ ザ 地F皆・多目的ホール

広島市中区千田町3- 7- 47 TEL082- 242- 7701 

主催回大学卒計展実行委員会( 実行委員長・広島

大学 ・小原誠車対受)

問い合わせは、広島大学工学部第四重厳重築計画学 (TEL

0824- 24- 7837) へ。

八一トピル法・シンボルマーク決定

ハートビル普及委員会< 側耀築技体浮鰐寄普及センタ ー

企画課内> は、ハー トピル法が意図する「高齢者 ・障

rF. L. ライトと弟子たち一日本人によるライトの受容と実践- j 展

ーブ畑、ドルトレヒトの風息自画像ほか多数。 害者等にとって優しい建築物j が普及することを期待

会 場 キ. ヤルリー ・タイセイ( 新宿センターピル)

東京都新宿区西新宿 1-25- 1

TEL 03- 5381- 55 10  

会 期 1995年11 月27日明ト 1996年 3 月 1 日悩

土日祝日、 ＱＲ 月 ＲＳ 日 ｾｉ 月 Ｗ 日は休み

10 :  0ト 17 :  00 ( 入場無料

展示内容 ( 1)ライトと自由学園ーライト →遠藤新→遠蔵

楽への流れと、目白、東久留米の自由学園。

(2)ライトと弟子たちーライトの弟子、遠藤新、

土浦亀成田上義也らは、ライトをいかに継

承し、いかに自己顎見したか。作品として、

甲子園ホテル、高輪教会、北一条教会など。
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ヘーベル・デザインコンテスト

旭化成樹ポ怖いーベル創業30周年コンテストは、へ

ー ベルまたはグランデを使用した Ｑ ＹＹＳ 年 ｾＱＹＹＵ 年 Ｘ

月31 日までに竣工した作品を顕彰するもので、 24∞余

の応募初中から 9 月 19日の審査 (委員長 ・東孝光氏)

の結果、入賞作品41点を決定した。

(3)ライト式建築の流れ 1920年代に流行し 最優秀賞 白川直行 側白川直行アトリエ

途藤新 たライ ト式建築の紹介。 当時の日本人はライ 作品名サン・アクア・ T OT O本ヰ土工場

「甲子園

ホテル」 トの何に魅了され、何を消化吸収したのか。

22似 作品として、新橋演舞場、総里大臣官邸ほか。

i'95 BOX  ART  OSAKAJ 、竹中工務庖+ 銭高組で

大阪市西区の西本町インテスビルとその周辺の広場 ・ 内 容 rrt則 をテーマに 40 x 40x 40cmのオフ'ジェ約

歩道で、 r' 95 BOX ART OSAKAJ が開催される。 1993 300点を展示。

年からは、竹中工務庖だけでなく近くの銭高組の設計 入 場 料 無 料

部員らも参加して合同で、この芸術展にオブジエを出

品しているカえ 7回目の今年のテーマは「劇 。m則と

いう言葉から抱くイメージを、針金を使い、一筆描き

するように立体空間に若手見する。

期 間 1995年12月 4 日(月ト 8 日幽

西本町インテス内- 9  :  ＰｾＱＷ Ｚ＠ 00 

周辺公関空地一一一終日

会 場 ①西本町インテス ・| 階エ ン トラ ンスホール

( 大阪市西区西本町2- 3- 10)

②周辺公開空地 公関空地に展示されたオフ・ジエf s OX A R T  OS AKAJ  
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月間の動き

理 事 会

第 2 回常任理事会

ＲＷ 日 ・ Ｔ 時 ｾＴ 時 ＴＵ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 市 川 会 長 ほ か 17名

議事( 川誠賛・後援名義使用承認のイ牛

(2)入退会者承認の件

(3陰員増強に関する件

(4)8 0周年記念事業の企画の件

(5庫 業 報 告

第 2 回会勢狸;事会

ＲＷ 日 ・ Ｓ 時 ｾＴ 時・絵本会会 宮 教室

出 席 者 向 本 銭 高 閥 会 勢 担 当 副 会 長 ほ か 5 名

オフ. ザーパ市川会長、三品副会長

議 事 ( 1)大口団体会員の固翻夫況

(2)今後のすすめかた

編 集 委 員 会

第 6 回設備分科会

Ｔ 日・ Ｖ 時 ｾＸ 時 ・ 於本会会 犠 室

出 席 者 回 ノ 畑 幹事ほ か 6 名

議 事 ( 1) 11月号「ライフラインと建築設備J 特 集

(2)  1 月号合同特集の報告

(3) 同支備の頁J の企画

(4凍年度の特集企画

第 6 回会員企画小委員会

Ｕ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＸ 時日王子・於本会会議室

出 席 者 稲 木 副 委 員 長 ほ か 6 名

殺 事 ( 1) rシ リーズもの」の報告と掲載予定

(2溌庁しい企画案について

第 4 回広告企画小委員会

Ｖ 日・ Ｔ 時 ｾＵ 時・総本会会議室

出 席 者 荒 井 委 員 長 ほ か 4 名

議 事 ( 1)J ! 虫自特集企画

(2版 支 状 況 報 告

第 2 固施工材料介科会

Ｗ 日・ Ｔ 時 ｾＶ 時・鈴本会会機室

出席者有光; 幹事ほか 3 名

磯 事 特 集 企 画 の 検 討

第 l 回計画系ーインテリア ・住完トサ子科会

ＱＱ 日・ Ｖ 時半 ｾＹ 時 ・ 於本会会機室

出 席 者 小 梶 幹 事 ほ か 4 名

殺 事 平 成 8 年度本介科会特集のテーマ検討

第 8 回構造分科会

【平成7年9月分】

出 席 者 吉 村 ・山本・小梶・瓦軍事各幹事ほか 2 名 ＲＱ 日 ・ Ｕ 時 ｾＶ 時半・於本会会議室

議 事 平 成 8 年 l 月号「阪神大震 災から学ぷ - 21世 出 席 者 山 田 委 員 長 ほ か 川 名

紀へのメ ッセージ」特集内容検討 議 事 ( IK プロのノウハウ> と特装本の結晶報告

第 6 回作品作風小委員会 (2)今後のテー? と執筆者 墾定

ＲＷ 日・ Ｖ 時半 ｾＸ 時半・於本会会搬室 (3)  rプ口のノウハウ」講座シリーズ

出 席 者 富 田 副 委 員 長 ほ か 2 名

議 事 ( 1胸 囲 編 鯨 員 会 の 報 告 |  ス ラ イ ド ・レ ク チ ャ ー

(2昨品の掲載状況並びに掲載予定の報告 第 l 回 東 欧 の 華ー レヒネ J レ・エデンの建築 と東欧の

(3) 1 乍品の選定 世紀末建築

(4 )  rGal l eryJ 掲載報告・予定 ＲＵ 日・ Ｖ 時半 ｾＸ 時半・参加者 ＲＸ 名

(5)  r SKETCH BOOK欄」の掲載予定

事 業 委 員 会

第 l 回世代建築見学分科会

ｬ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時日分・於本会会械室

出席者 山形特別幹事、福家幹事ほか 2 名

議 事 近 代 建 築 見 学 会 ( 第 4 回) の企画について

第 5 回若い会員の集い小委員会

ＱＱ 日 ・ Ｗ 時 ｾＸ 時 ・ 絵本会会 議 室

出 席 者 阪 田 委 員 ほ か 2 名

議 事 ( 1胤回事業委員会の報告

(2)実施報告

(3冷後の予定について

第 4 回広報小委員会

ＱＳ 日 ・ Ｖ 時 ｾＷ 時 ＴＰ 介 ・ 於本会会機室

出 席 者 掃 剖 薄卒事ほか 8 名

議 事 ( 1崩園事業委員会の報告

(2)第 l 、 第 2 介科会からの報告と検討

第 4 回見学会小委員会

Ｑ Ｔ 日・ Ｖ 時 ｾＷ 時ゆ介・於本会会議室

出 席 者 伊 東 副 委 員 長 ほ か 8 名

議 事 ( 1漸旧委員の挨拶

(2駒田事業委員会の報告

(3)実施報告

(4)今後の予定及ひ守防甫につL 、て

(5)iii lj 委員長・幹事の互選

第 4 団事業委員会

ＲＰ 日 ・ Ｔ 時 ｾＵ 時日分 ・ 於本会話旨験室

出 席 者 多 弁 委 員 長 ほ か 7 名

議 事 各 小 委 員 会 か ら の 報 告 と 検 討

第 4 回広報第 1介 科 会

ＲＶ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時 ・ 於本会会験室

出 席 者 門 川 幹 事 ほ か 5 名

議 事 阪神・淡路大震 災における建築タ怯喜材の検証

Ｑ Ｓ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 長 瀬 幹 事 問 、 5 名 |  建 材 委 員 会

議 事 ( 1) 10月号「建築構造と社会の接点J 特 集 報 告 第 6 回建材委員会

(2)  r概宣の頁」の企画 ＱＳ 日・ Ｓ 時半 ｾＵ 時半・於本会会議室

(3)  1 月号合同特集の報告 出席者辛口回委員長ほか 8 名

第 6 回編集委員会 材事鴇見明: R S L 免震システム( 機能分離型免震シ ステ

ＱＴ 日・ Ｖ 時 ｾＸ 時 ＲＰ 分 ・ 於本会会験室 ム) 〆担当: 元木副委員長

出 席 者 河 原 副 委 員 長 ほ か 7 名 議 事 ( 1)今後の検討建材

議 事 ( 1) 10月号「建築構造と社会の接点J 特 集・「日 (2取の工場見学会は日本建築総合試高貴所の施

建主宣言十」特集結晶報告 設見学に決定

(2)平成 8 年 l 月 号 よ り の 謝 応 括T

平 成 8 年 l 月号合同特集第 2 回会議

ＲＱ 日 ・ Ｖ 時半 ｾｉｏ 時半・於本会会議室
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出 版 委 員 会

第 5 回出版委員会

見 学 会

新中央体育館・八幡屋プール建設工事見学会

2 6日 ・ l 時半 ｾＵ 時・参加者 ＵＱ 名

話 題 建 築 を 聞 く

加茂町文化ホール ・ラメール/ 渡辺豊和氏に聞く

ＲＸ 日・ Ｖ 時半 ｾＸ 時 ＴＰ 分・参加者 ＲＵ 名

車電花開
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建 築 工 事 実 務 講 習 会

. 施工計画

ＱＴ 日・ Ｙ 時 ｾＵ 時 ・ 於大阪府建 築 健保会 館 ・受講者 ＱＰＱ 名

講 師 関川詞之氏( 大成建言録的大阪支底建築部省至宝

室次長)

佐貫 久氏( 鹿島建設制欄西支庖建築部建築

工事智里部次長)

圃積 算 ・仮設見積

19日 会場同上 ・受講者 7 8名

講 師 吉 田 豊 氏 ( 借料守中工務底大阪本広見頑部見

積課長)

藤井孝曇氏 ( 側大林組本庖建築工務剖3副 部長)

入 会 者 ( 敬称略)

〔団体会員 8 ヰi )

イゲタ室岡板側 側 イ卜ーキ

脚 l、野田関西支社 側 司村製作所

国光製富隊側 ナブコドアーエン ジン側

日 本 板 硝 子 ピ ル 酎 榊 糊 鱗 製 作 所 大 阪 支 広

〔イ閑人会員22名〕

梅原弘言己
太田 S光，H) 治 川 上 林宏組伸)  

{ 大林組) (大林 {大

喜(大多林村岨}義 興 小 佐{大田枠組敏) 平日 小ヰヰ(大林照組夫)  

清 水 ，筒

末 吉( 大林組直)樹
巽

{大柿良組祐}  ( 大林阻)

寺(大島特組〉秀 一
林 明

三 谷(大柿幸姐司}  
{ 大林岨}

山 崎 健 一

横 森( 大林組孝}之
{岩本氏拳有虚軍国部前研究智所}{ 大枠組)

石 野 信一 川 崎 紀 夫

j可{竹崎中エ輔敦腐子)  
{ジオ ・アカマツ}

田t安中弁壇聾英睦嗣富十穆輯所} 田{村大風圃典肱)正 中出( 昭和阻肘聡}  

i去[鹿貴島理世廃) 人

司会員の計報

田中 優氏( ユソニアンーづ級建築設計事務所) 10月 16

日死去



空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設計 ・施工)

組朝日工業社

本社・本底 東京都港区浜松田Tト 25- 7 電お03 ( 3432)  5711 

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川 区 加 島1- 58- 59 危 話 06 (302)  2270 

支 庖北海道/ 東北/ 北|拘束/縦浜/ 名古屋/ 中国/ 九州

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. ，ヲイヲ: J 械式会社

ヨ伝盾・大幅志社 干5回 大 阪 dJ l何 t ( iI r i
堀 1I 119骨25け llt .J/;(06) 441 8231 

東 京 本 社 干 W 2 恥，;.. r. Hf t 川(><:;:‘ 1JL21 1115需 10サ 置 l叫( 0313261 時 :iI

支 社 Y，. ' ，J t ! 相同

主 底 札 叫 仙 ず ; 師 向 ' k ) . i ' ｲ 且摘Ｑｊｾ .  '31i I( ーが 剛 神 ド ' k珂 岡 山

ｽム ｍ ・ｾ，ち俗 Ｕ ・ＨＱＩ［令

官 車 所 冊 Ｑ ムー山鯨 ＰＧ，氏杭 ＱＱ Ｑ ，Ｇ，必附 ｬ￭Ｚｦ ｦ ，品。 ｉ､ｬ 岬附ｾ川市山山

加 1 1 - ' 他 山 松 山 内 知 ・ 北 九 州 胤 児 向 郎 副

出 張 所 地 川 加 山 ・ 111叫 ・ 怯 I1 他品， ｾ＠ ｉｾｉ＠ '  1<崎 k 叶 山崎

海 外 主 底 J シ カ ポ ー ル ー小 〆 コ J

筏 商 研究 所 〒.目4 ｉｾ＠ 1県 人 11I 11n; " 巴町人 i" t -l< 11 却 り 候 JI!! '，It，I/，( υ492) 制 1511

空気調和設備 / X " ¥ ，l1( 業 設 備

給 lJF *  設 備 I 1冨¥J ノド処 f理施 設

電 気 設 備 マー""' v 環境ｽｪＧｾ 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 大 島 剛

取締役大阪支庖長 三田 村 嘉 也

大 阪 支 庖 大阪市中央区北浜2- 2- 21 電話06(202) 3071 ( 代表)

本社・東京本庖 東京都千代田区有楽町1 - 4- 1 電話03(3502) 6111 ( 大代)

支 唐 名古屋 ・九州 ・北海道・中国 ・東北 ・北陸 ・神戸 ・四国

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計施 工

φ 三建設備工業株ま奮社

大 阪 支 広 大 阪 市 北 区 紅 梅 田T 3 番 5 号 電 活 ( 352) 1  1  3  1刊

本 社 東 京 者11中 央 区 日 制 糊 般 町 2 - 2 2  t臨 ( 3667) 3431 ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・仙 省 ・札 帆 ・広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・ 横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

。 -
-
-・ー

晃 空 調
株式会社

本 社 k 阪市中央区峨且 2丁目 l 帯61{) ツイン21MID;タワー 電話 06-949- 1371

* 訳本山 東京都新宿 区西新 yj 新宿住友ピ J レ itt 結03-3344-7911

大 阪 本 山 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 T 口13 需 20 号 itt 結 06-363-1371

支 出 1111古・横浜 ・名古届 ・Jii r.l l ・神戸 ・Jよね・福岡

戸t 1!i¥斤 キ ｕ 帆 ・ 茨域 ・ 大宮 ・ 千葉 ・ 山古ｾ ・ 静岡卜筒井 ・ 滋賀 ・ 和歌山 ・ 松江 ・ 長崎 ・沖縄

出版所 ｔ ｾｪＧ 森・秋田・盛岡・川崎 Ｎ l: r山 ・鳥取 ・岡山 ・高松・下関

熊本 ・宮崎 ・鹿児島

，、 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

(. J  よりよき環境へ技術で挑む一 一 一

8  株 式 会 社 書 研

白闘 ー一一-

本 社 よ; 阪市中央区 ldil 町2丁目 H 番16号( オートセノターピル 1 '  2階l

到;IJ)!1l'iサ542 Ｇ ，ｕＺ ｲ ｾ ， ｲｩ 大阪 ＨＰＶＩ 768 - 5  0  3  1  Ｑｾ Ｍ ｎＮ＠

ノンテナンス郎 逗 uA 大 似 ( 0  6 )  7  6  8  - 1  6  5  1  Ｑｾ＠ 1< 

束中; 主的 東京郡文京区小石 111 1丁目 12番14号 ( 日本生命小石川ピル 7階)

郵便番号112 電話 ( 0 3 ) 5 6 8 9 - 2 3 5 1 代表

商昂は空気ですo ¥! r-
掴 田 勲と空気のエンジ二戸 一 一

〉ー〈ノ5Tzt
・宮

ガス段備の政計・施工のご相談は

大阪ガス指定工事会社・大阪ガス住設織器締約庖

。大晃設備株式会社

本 社

大阪市此花区西九条2丁目 13番28号 電 0 6 - 466- 2268

大阪営嫌所

枚方営喋所 枚 方 市 甲 斐 関 東 町 9 - 3  t l i 0720- 49- 2128 

給 ・ 排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・ 空 調 設 備

おお西原衛生工業所大阪庖

大阪市 北 区 中 ￬ｾｴＶ 丁目 Ｘ 零 Ｔ 号 電 話大 阪 Ｈ ＴＵ ＸＩＳ Ｖ ＲＸ 番

支 庖 ・1営 指1斤 福 岡 ・京者11・天 理 ・川西 ・神 戸

O K U J U  
スペースタ " 1ィ，一

邑箆定車白容も危島むお諒窃拶窃還

「大規模天井無足場工法J

内外禁制作パネル・ システム 天 井 ・間 仕 切

畑幸社オクジュー

本 社

大阪市北区西天海5丁目3番 7号 干530

TEL( 06) 312-4131 FAX ( 06)312-7998 

東 京 九 州 備 品 名 古 屋 仙 台 宮 崎 ・ 京 都

⑧議議識肱式会租

代 表 取 締 役 社 長 依 藤 孝 行

〒534 大阪市都島区中野町2丁目 10番 11号 T E L ( 06)351- 542鮒唱

F A X( 06)351- 5299 
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Ｓ 名言問護局聖書 ｉｾc" ，，;. 
⑨日本管工業株式会社

設計並施工

Ｍ・ ｅ ・・ ｅ ・・ ｅ ・Ｍ‘Ｇ‘ ｾｉｾｉｕｾＮ

キ電・司. . . .

⑪ 東洋: ; ; 了 二 二 ; ; : 酎 也区ｻ江 ［ｊ 日 Ｊ￬ｾｾｉｩｭＪＪｾｾＪ 土

本社及京 都 支 広 京 都 市 南 区 西 九 条 笠 間 町 2 0 帯 地 の l

電話 (681) 5  1  0  1  - 5 ・夜 間 専 用 ( 691) 1045

大阪市北区天満1- 5- 20 電 話 ( 06) 352- 3501刊

津 市 栄 町 2 - 1 1 1 電話( 0592) 26- 361開。

四 日 市 市 西 末 広 町 電 話 ( 0593) 53- 7431制

大津市中央2丁目 4- 28 電話 (0775) 22- 973以内

大 阪 支 底

三 重 支 l苫

四 日市営業所

滋 賀 営 業 所

設計施工

( 朝 陽 電 気 株 式 会 社 I

⑤ 
電気設備

何時もあなたの街で

お会いしている

クリハラの妓術手d 会¢わ

H  

本 社 〒 ＵＳＰ 大阪 ､ ｩｾ ｴｉ メー Ｇ Ｑ Ｇ 之 ｲＮ Ｚｪ 三 ＱＱＱ ＲＭＴＨｾｩｪｬ ｬｬ ビ ｪ レＩ ;I1Ui06 (385) 1361(ω  

大阪営業所 干564 PX 川 di :iJi! J j( 町 3 r  11  34 - 6  '，I1Jii06 (385) 136l({¥:) 

京都営業所 〒615 ，;( ffll di イi Jj( r，z ifti ｪｾ ｬ ｾ 悩必野町 ＲＱ ;広治075(311) 1  1  85U¥:) 

神戸営業所 干650 神 J ・di 中央 l又浪佐田T59 ( 神) ; 朝日ビル) 屯ぷ078(333) 7756<<¥:) 

士本111  (¥:: ，&取締役

、、ず〆

4  

ゆ
山

ル

日

μ」

3

F

-
a

H
川

飯

3

閣

3

・
叶

，
n

b

ト

p

n

U

町

m

困角区じ市阪大
0

 

5

 

-γ
 

/

 

+ム干本ｾ［量詰 圭 桑雲霊

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会

関 西 支 社

馬 田 栄

大阪市中央区高麗縞4丁目 3番 7号 m話大阪 (202)0325- 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北 海 道・東 北- 丸ノ内・新宿・神奈 川・東関東・中部 ・九 州

社語t

工

m
R

裕

岡

敏

計

一

一

-

井

設

t

事

施

i

工

金

術

気

式

河

電

線

化

。
常務取締役支社長

大 阪 市 北区西天 満 2 丁目 6 - 8  (堂 ビ ル 5俗)

電 話 0 6 ( 3 6 1 ) 3 6 7 1 ( 代)

東 京者11中央 区 日 本橋ヨF場 町 2 丁目 1 7 番 3 号

電 話 0 3 ( 3 6 6 6 )  1 4 7  8 (代)

堺 ・ 泉 州 ・ 泉 南 ・ 滋 賀

ヰ土

庖

本

支

営 業 所

電気段備・計義制御股備 ・空開銀備・ クリーン ルーム役備・プラン ト股備

給排水衛生段備・エネルギ ー集中監視 システム 段肘施工

三宝電機櫛式会社

F
，
，
一、

市

・
川
町
凶
、

u

d

p

'A

糾

革 担干 Ｕ 却大飯沼ｾ天海ーか Ｘ 沼ピル Ｉ ｔｅｬ 白Ｈｬ臼 Ｉ ＱＴＱＱ Ｎ ｆａ ｘ 由 Ｈ Ｓ 制 Ｉ Ｕｾ Ｓ

東京亙在刊郎東京晶君E脂 質-16<ニュー輯楓ピM TELI13(お04)0131.FAX 113(5制)0168

8o1l 豆后 干462 名古車問偲童間 11-14 TEL051(矧 )5131.FAX目立(914)7日5

神戸貰庖干6 s 7 神間百翼E串匙羽田ト1-'l (工ピスピ1ω TEL078⑪1 ) 5571. FAX078(871)6161 

層研究所有田大量府締官三宝町七T3国 TELOn1(17)8( )8.  FAXOn1<17J1ω  

人と都市の快適な環境をつくります

- 空関・ 給排水 ・衛生役備

空 気闘和

工a・配菅

水色理

コージェ エトレ ーシヨム〆

クリーンルーム

・プラン ト

プラント計獲

システムエンジニアリング

‘法 王些 些 Ｒ 笠ｾ二 ｾｾＱＺνｾ 一一一一一一ー ζｾｾ 尻

令 住 友 電 設 株 式 会 社 2222Z1222官 ぜι:;; zmぷ ;T

- 情線通信 政備

情岨通情ネ ッ トワーク

情蝿担理

通惜システム

量進システム

・電力;宿直段鋪

量宜電

軍 空 送配 電

地 中送 配電

宮. 種目 位計・緒工・監理

・電気役備

費宜電・ 瞬圃

勘カ・嗣圃轟置

電 信、躍 進、 インターホノ

防犯、防虫

中央監視嗣圃

システム肘畿

黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン

〒 547 大阪 市平野 区加美北 3 - 4 - 5

T E L 0 6(792)  5858  FAX 06 (792)  2810  

大阪市西区西本町 l の 13の33

TEL. 06-532- 046  1  !1t .&J  

FAX. 06- 535- 5 18 1  

天 理 市 丹 波 市 新 町 4 9  

社本

⑪ぉ JU材 業 舵

情報処理/ 編集・企画/ 印則・製本

Ｍ｟Ｑｾ＠

日本電植株式会社

天理営業所

あ 干

. 品・ 556

句 ｾ

ゆ こー 大

る ーー 阪 フ

屋 門 事nt

恨二一 i量 ク

工 且 区 ス

Z株雪京

TU式E77

1; 会話高

社 三一五
百 号 六四
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Cons t r uc t io n  c h e mist ry f or t he f ut ur e.  特殊壁装材製造販売 和室に最適

四-ー: : :ア)(株)副 O!l :J!l O:

格 式会 社 工 ヌ 工 ム ピ ' 一

線 式会 誼 ポ リ " リ ス 物 産

本 社・ 東 京 間 港 区 六 本 木 3 - 16  - 26 

大阪支庖。 大阪市中央区北浜3- 2- 23{ 借量ピル)

T E L 0 6・202- 3294

-・11

11場

一

ニ

エ

第

第

。 Ｂ，ＭＧＱＭＩ｜ＩｾＭ酬の断熱郎、
Jあ二ν 司 令

目宜バイナリーシート P

り合わせ技術て相暗した，二重構造の断熱兼用二重防水シー

日 豆 電 線 株 式 曾 批 判 開刊田区丸側2丁目' . 2号(干代田ピJレ)

デンカC S Aファミリー製品

-子二.IDCSA c膨 張|生混和材) コンクリートのひびわれ防止に

.  =r. :."n ＢｉｾＺｊＺＧＢ＠ cグラウ卜用無収縮材) 鉄 骨 ベ ー ス 、 逆 打 部 の 充 填 モ ル タ ル に

・安二Ｎｉ ｮ 守 Ｒ ーデ Ｎｊ Ｇｊｾ Ｈ持 Ｓ 切Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に
- Tニ.InE Sc土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・安ニJ nI I OOOc製品用超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

ネ土

TEL 本社 ・京都 ・網野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

A

Q

玄式株業産

E 士市

フl '浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

ネ土

TEL 大阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

A

Q

玄式株業産;甫‘
、

-

-

E

J

 

，
，
 

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

TEL 大阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 東京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

東 郷 化 成 株 式 会

TEL 滋 賀 ・守 山 ( 0775 ) 8 3 - 2 3 8 1  

大阪 ( 06) 8 7 7 - 1 5 8 1  

ネ土

A

ム

玄式株産物5羊光 ネ土

2 5 2 - 6 0 0 0  ( 0  6 )  TEL 大 阪

69 



テトカッパー防水
奥山化工業械式会社

本 社東京郵中央区銀座8・4- 9 奥山ビル T E L 0 3( 3571 ) 2703附 FAXω( 3571) 0264

カッパー防水帯 ーコーパータイトオクロン防水帯目
大阪事暗所 TEl 06(391 ) 1081 - 2FAX 06(395) 2109 畠古屋出彊所 TEl 052(811) 3660

禍場富里所 TEl O叫り20)4832 FAX045(320) 4765 庫 本 出 彊 所 TEl 0462(21) 1761 FAX0462(23).1 341 

資料をご傭耳障下さい。

崎王宮聾踊 TEl O刊行74)2845 玉 城 出 彊 所 TEl 0292(28)0878向 X0292(28)2614

τ ｾｾ ｙ ［Ｉ ｓｨｵｴｴ･ｲ＠

東洋シャッター株式会社

本 社 干540 大 阪 市 中 央 区 南 新 町1 - 2 - 1Q( TSピル)

T E し ( 06 ) 943- 6571  ( イ党)

・東京/ 横浜/ 盛岡/ 仙台/ 水戸岬伺/ 岡崎/ 名古屋/ 富山/ 大前家事6/ 神戸/ 広島崎松/ 福岡/ 他全自主要都市

L2322327t  l EI レヲ Jl 歩9J l

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品 種 ・ オ リ エ ン タ ル エ タ ー ノ コ ア ( 訂C-F)

・ オ リ エ ン タ ル ス チ ー ル ラ イ ト ( 5 T し)

・ オ リ エ ン タ ル ユ ニ ラ イ ト ( U N  L )  

1皮板規絡 S小波 ・S大 i皮・Vi 皮・ポソクスI皮. wジャンポi皮 ・V デ ソキ

SVジャンボi皮・ボル トレ スルーフ BL. 1t の{也

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・竪樋・軒樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター・ムーパーエキゾスター( 強制) )

ボーロイド( 断熱材) D. G ※ カタログをこ'11印ドさい。

市 I J I !J 9 JI- J 9J I - 掠式会祖

本 社 干3 3 5 埼玉県蕨市塚越 5 - 1 2 - 2  T E L  ( 048)  4 42 - 3 1 1 1  

東 日 本 支 社 〒3 3 5 崎玉県阪市塚越 5 - 12 - 2  T E L  ( 0 48)  4 4 2- 3 1 15  

西 日 本 支 社 干6 6 0 兵庫県尼崎市長洲中通 3 - 24- 3 5  T E L  ( 0 6)  4 8 7 - 2 12 1  

関西国際空港エネルギーセンター景観壁工事 支 庖 関東、東北、 大阪、名古屋、広島、九州

工 場 熊 谷 ・東 条 ・姫 路
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坑2

・f 問 無?艮

太陽光の角度によって時と共に変化する壁面

タイノレのわずかな凹凸が表情を際立たせる。

ある時は壁面の背後に別の空聞を感じさせるほど微妙な

無限のリズ〉ムの中の陰影、

タイノレ一枚 一枚がまるで、、意思をもっているかのように語りかけてくる。

TOTOエクステリアタイノレ。

T O T Oエクステリアタイル

カタログをこ'希望の方は、 干530 大阪市北区曽被崎2- 3- 7 { 聾新第一 生命ピル東館東陶機器州大阪支社までご請求ください。f i 06(364)  1  181  
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Blll!IIIR  
ビルファインは、温度センサーの働きで、可動ガラリが開閉し、快適

なビル環境を維持する省エネビル外装改修システム。春夏秋冬の

気温にあわせ、内壁と新壁との空気の流れを調節し、ビル全体の

省エネルギー化を実現します。また、電信電話や光ファイバー、電

力幹線等の新設や増設に対応。インテリジェン卜ビル化にも適応し

た次代のリファインシステムで、す。 • 
. カ ーテンウオール・扉用ハンドル. ドア

定 霊安

価 量問

1  ｾ雇
E、話。

料 O

o  Il九
日 Z < -

品警?

L よ 倉 ょ

う喜宇 7

:l 骨三

l 収 九

ぉP 九

回品 七

忌 ' 五

料

其

東洋シャッタ一株式会社

大 阪 市 中 央 区 南 新 町 1- 2- 10 T S ピル

東京都港区六本木6-3-18 第一地所麻布ビル

. シャッター

宮 06 (943) 6571  

n 03 (3479) 2911  

本 社 干 540

東京本社 干 106

主在Z志 03379-11 


